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赤 生 津 遺 跡

平成 2年 3月

仙 台 市 教 育 委 員 会



私達が生活している仙台市には、祖先の残した多くの文化財があります。これらの文化財は

豊かな自然環境と長い歴史の中で、私達の祖先が創造し育んできたものであり、これを愛護し

活用するとともに、後世の子孫に伝えていくことは、私達の重要な責務です。

現在仙台市では、地域経済の発展・交通体系の整備・住宅問題への対応のため各種の事業計

画が具体的に進展しています。こうした問題に、広域的に対応できる行政体制の整備として、

平成元年には政令都市となりました。また、こうした体制整備に呼応して各種の地域開発も活

発になってまいりました。

仙台市教育委員会は、文化財保護のため、開発にあたっては関係機関と充分な協議を行い、

調整を図っていますが、やむなく現状のまま保存することができない場合、記録保存のための

発掘調査を実施しております。

当赤生津遺跡も、縄文時代・古代の遺跡として知られていましたが、七北田公菌の建設地予

定地となったため、関係機関と協議の結果、発掘調査を実施することとなりました。

調査の結果、縄文時代晩期の人々の生活の痕跡を確認することができ、当時の人々が使つた

土器や石器等が多数発見されました。また、10世紀に降下した火山灰に埋没している平安時代

の水田跡を、広範囲にわたって発見することができました。特に火山灰に埋没した水田跡は保

存状態も良好で、平安時代の人々の水田経営を知る上で貴重な発見となりました。

今日、市街地においては様々な開発の進展に伴い、年々往時の景観を見ることができなくな

りつつあります。こうした状況の中で、本書が私ども祖先の生活の一端を振り返る貴重な資料

となることを期待するとともに、多くの方々に活用され、また、文化財に対する愛護精神の高

揚に資することができますれば、望外の喜びとするところです。

最後になりましたが、夏の炎天下、そして冬の寒さの中にも関わらず、調査の主旨をよくご

理解いただき、献身的に発掘調査にご協力いただいた多くの方々、ならびに本報告書刊行にあ

たり、ご指導・ ご協力をいただきました方々に対し、心より感謝申し上げます。

平成 2年 3月

仙台市教育委員会

黎教育長 藤



例

1 本報告書は、七北田公園建設に伴う赤生津遺跡の発掘調査報告書であり、既に公表された

現地説明会資料に優先するものである。

2 出土遺物・図面等の整理及び、本報告書の作成、編集は佐藤好―が行った。

3 本文の執筆は、H章 2を熊谷幹男が担当し、V章の分析 。同定をのぞいた他は佐藤好―が

担当した。

4 発掘調査及び報告書の作成にあたり、下記の方々から指導・助言を賜つた。 (敬称略)

[火山灰]東北大学 庄子貞雄・ 山田一郎  [地形]山形大学 阿子島 功  [ハ タネズ

ミ]渡辺菊治  [花粉]斎藤報恩会自然史博物館 竹内貞子  [昆虫]仙台市天文台 小

室 信

5 陶器 。磁器については、文化財課 佐藤 洋の教示によった。

例

1 本報告書中の上色は、「新版標準土色帳」 (小山・竹原 :1973)を 使用した。

2 遺構等の断面図中の水糸レベルは海抜高を示す。

3 本書の第 2図に使用した地形図は、国土地理院発行の2.5万分の 1地形図「仙台東北郡」・

「仙台西北部」である。

4 遺構の略語として便宜的に、SB:掘立柱建物、SD:濤・河川跡、SK:土境 。焼土遺構、

SS:水田跡を使用した。

5 水田の面積は、1/mタ マヤテクニス製のPLANIX7を使用して計測した。

6 本書における実測図の縮尺は、水田の実浪1図 とSK48・ 49を除いた遺構実測図が1/60、 遺物

実測図のうち、土器、礫石器、石製品は1/3、 土製品・ 剣片石器は2/3(一部1/2)、 金属製

品は1/2である。

7 出土遺物の登録に際しては、以下の番号を使用した。

A:縄文土器 。弥生土器 C:土 師器 (ロ クロ不使用) D:土 師器 (ロ クロ使用)

E:須恵器 J:陶 。磁器 K:石器 N:金 属器 P:土 製品

8 縄文土器の拓本断面図中、スクリーントーンを貼付したものは、繊維の混入を示している。

9 本調査に関わる遺物・実測図・写真等の資料は、仙台市教育委員会で一括保管しているの

で活用されたい。

H



河 査 要 項

1 遺  跡  名  赤生津遺跡

2 遺跡所 在 地  仙台市泉区七北田字赤生津

3 調 査 期 間  発掘調査  昭和63年 7月 1日～平成 1年 1月 10日

室内整理  平成 1年 1月 11日～平成 1年 3月 24日

平成 1年12月 12日～平成 2年 3月 23日

4 調査対象面積  24,000m2

5調 査 面 積  16,000m2

6 調査 主体 者  仙台市教育委員会

7 調 査 担 当  仙台市教育局社会教育部文化財課    課長 早坂 春一

〃       調査係 係長 佐藤  隆

〃        〃  教諭 佐藤 好一

〃 泉教育事務所社会教育課文化係 主事 熊谷 幹男

8 発掘調査参加者

森剛男・永野次郎 。遠藤栄治 。斎藤敏雄・小野寺庄二郎・本間春美。小野寺静子・高橋喜子・

相沢美佐子 。加藤 久・佐藤賢―・佐々木匡・熊谷きぬ子 。日野範彦・伊東紀彦・斎藤喜恵

子 。日下和寿・佐藤孝夫・斎藤康博・村上光哉・神田幸司・平賀琢雄・黒田真治・石川由美

子・古瀬浩子 。佐藤裕美・橋本克也 。石井 真・末永仁―・大宮富美子・佐藤清隆。大槻恵・

岩渕恵美子・藤井香織・安蔵幹泰・渡辺善之・遠藤正啓・野崎直美・横田正治・熊谷友治・

奈須野とよみ・渡辺謙治・佐藤よし子 。中村典子 。川村雅子・鈴木みゆき。名古圭子・熊谷

キミ子・松浦せい子・五十嵐真紀子・熊谷啓子・伊藤せつ子・進藤まき子・佐々木陽子・石

川恵美子・坂口幸子・岩木淑子・叶栄美子・堀篭幸子 。村本茂子・佐藤和夫・渡辺まき子・

小林賢子・鎌田きよ子・筒井尚美・菅原由子・佐藤 久・佐藤浩美・昆イヨ・佐藤悦子 。沢

田敏子・市村和子・大原のり子・須藤敬子 。高橋照江・塩沢成子・南部節子・林泰子・ 山田

節子・田中つや子・村山よし子・石川かつ子・白鳥たか子・福原けい子・塩野礼子・庄司文

子・金高博子・山村よし子・ガヽ野ひさ子・三階堂よしい。三階堂幸子・佐藤つよ
。野川雅子・

斎藤令子・阿部聡子

9 室内整理参加者

本間春美・阿部聡子・高橋照江・村本茂子・佐藤悦子・佐々木昇子 。日下和寿・近藤 悟

(遺物実測)本間 。阿部 。日下・近藤・佐々木  (ト レース)本間 。阿部・佐々木 。近藤

(拓  本)村本・佐藤・高橋・本間  (土器復元)高橋・佐藤・村本 。本間
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I章 調査に至る経過
昭和63年 6月 17日付けで、仙台市建設局緑地部公園課より、泉区七北田に所在する赤生津遺

跡の発掘通知が提出された。これによると、遺跡の略全域が盛土される計画であった。仙台市

教育委員会は、事前に公園課と協議を重ねたが、最終的には記録保存を前提とする発掘調査を

実施する運びとなり、63年 7月 1日 から発掘調査を開始した。

遺物の分布状況や地形などの表面観察から、七北田川に並行してのびる最低位段丘の縁辺部

を中心に遺跡が広がると予測された。 トレンチ調査の結果、遺跡の西端部に縄文時代の遺物包

含層が広がることがわかった。更に、当初遺跡の広がりを予測していなかった水田下に、灰白

色火山灰に被われた水田跡があることが判明した。このため、調査対象とする面積が大幅に拡

大したため、再度公園課との協議を行った。その結果、縄文時代晩期の遺物包含層地区につい

ては、道路橋脚工事によって破壊される部分のみの調査とし、残った部分については保存する

こととし、水田地区については、盛土工法のため、遺構の確認と一部の調査とし、下層につい

ては埋設管等の工事によって破壊される部分のみの調査をすることとした。

H章 遺跡の立地 と環境
1 自然環境
赤生津遺跡は、仙台市泉区七北田字赤生津地内に所在する。当地は泉区役所から南西 0.8km

の地点にある。

本遺跡が所在する泉区を地形的に大別すると、北部の富谷丘陵、南部の七北田丘陵、そして

これらの丘陵を開析する七北田川によって形成された河岸段丘からなっている。中流域では河

岸段丘が中位 (台ノ原段丘)・低位上段 (仙台上町段丘)。低位下段 (仙台中町段丘)。最低位 (仙

台下町段丘)の 4段がみとめられる。遺跡はこの七北田川中流左岸の最低位段丘 (仙台下町段

丘)上に立地している。

2 歴史的環境
泉区の歴史的環境を遺跡のあり方から概観することとする。

[旧石器時代 ]

現在のところ泉区最古の遺跡は、松森の住吉遺跡 (第 2図30)である。昭和60年泉市教育委

員会が実施した調査 (泉市教委 :1987)で は、21点の旧石器時代前期の石器と後期の石器約200

点が出土している。旧石器時代の遺跡は、他に3ヶ 所知られているが調査が行われておらず明

らかでない。
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[縄文時代 ]

縄文時代になると、七北田川流域の河岸段丘には多くの遺跡が営まれるようになる。調査が

行われた遺跡には、紫山遺跡 。上鳥井原遺跡・高柳遺跡 。長llh遺跡・赤生津遺跡がある。紫山

遺跡の調査 (紫山遺跡発掘調査団 :1977)では、早期～前期の上器や石器とともに 3軒の竪穴

住居跡と5ヶ 所の集石遺構が検出されている。上鳥井原遺跡では、中期の竪穴住居跡が 4軒発

見されている。平成元年に調査 (仙台市教委 :1989)が行われた、高柳遺跡 (第 2図 8)か ら

は良好な遺物包含層が発見され平箱で約1000箱以上にもおよぶ土器や石器が発見された。長噛

遺跡 (第 2図27)の調査 (泉市教委 :1985)では、晩期の竪穴住居跡が 1軒検出されている。

[弥生時代 ]

現在、弥生時代の遺跡としては本遺跡と長噛遺跡だけである。長WEL遺跡からは、中 。後期の

上器と大型蛤刃石斧が出土している。

[古墳～奈良・平安時代 ]

古墳時代～奈良。平安時代の遺跡は、七北田川流域の自然堤防上を中心として分布している。

昭和57・ 58年に宮城県教育委員会が発掘調査 (宮城県教委 :1984)を実施した鹿島 (第 2図 16)・

竹之内遺跡 (第 2図20)か らは、平安時代の、竪穴住居跡・掘立柱建物跡が発見されている。

また、当遺跡の西方 25 kmに ある宮下遺跡 (第 2図 4)か らも、昭和48年の調査 (宮城県教委 :

1980A)で、平安時代の竪穴住居跡が 1軒発見されている。黒川郡との郡界付近にある堂庭山に

は、堂庭廃寺跡と推定される寺院跡がある。昭和43年の調査 (泉町教委 :1968)に よって、10

世紀と推定される瓦積み基壇が発見されている。この基壇上からは円形に回る礎石が検出され

宝塔跡と推定されている。

[中  世 ]

中世の遺跡としては、館跡が12ヶ 所知られている。これらの内、西田中地区の山中にある杭

城館は、昭和54年の測量調査 (泉市教委 :1980)の 結果、東西約 800m、 南北約 400mの大規

模な戦国期の館跡であることが判明した。加茂地区の長命館跡 (第 2図 3)は、近世以来「吾

妻鏡」に記載される「国府中山物見岡Jの跡と伝えられてきた。昭和59～60年の泉市教育委員

会の発掘調査 (泉市教委 :1986)の 結果、13～ 15世紀の遺物しか出土せず、平安時代末～鎌倉

時代初期には胡かのばらないことが明らかになった。戦国期には、国分氏の家臣団に編入され

た長命氏の館跡と推定されている。

[近  世 ]

近世の遺跡としては、昭和57年に調査 (泉市教委 :1984)を 実施した松森烙硝蔵跡 (第 2図

28)がある。仙台藩烙硝蔵の一つで、 1基が保存されており現存する唯―のものである。
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Ⅲ章 調査の経過 と方法
1 調査の経過
調査は、昭和63年 7月 1日 に開始し、翌年 1月 10日 までの 6ヶ 月間実施した。当初遺跡の範

囲を、七北田川に並行して走る農道の南側と想定し、3m区画のグリッドを設定して調査に着手

した。七北田川に向かって傾斜する地形にあわせ、幅 3mの トレンチを 1本おきに表上を劉ぎ、

遺物 。遺構の広がりをみてトレンチを拡張していく方法をとった。

その結果、西側の CA～CE-5～ 30区で縄文時代晩期の遺物包含層を検出した。更に、水田

部分に設定したトレンチで灰白色火山灰の堆積層を確認した。この灰白色火山灰層の上面を精

査したところ、略南北方向に延びる畦状の遺構を検出した。このため、農道とすでに盛上がし

てある道路予定部分に囲まれた水田の表土を除去した。その結果、灰白色火山灰に埋没した水

田動が略全域に分布することが明らかになった。灰白色火山灰に埋没した水田跡が更に東側に

広がる可能性が高いため、灰白色火山灰の分布範囲確認を主眼として農道の東側にも調査区を

拡張し表上を除去した。しかし、灰白色火山灰は80ラ インの東側には分布しないことが明らか

になったため80ラ インまでを精査することにした。

包含層と水田跡が検出されたため、調査の便宣上30ラ インを境に西側を包含層地区、東側を

水田地区に区分し水田地区を先行して調査をすすめた。調査と並行して進めた公園・建設課と

の協議の結果、遺跡の大部分は盛土工法のため、包含層地区は道路橋脚建設部分のみとし、水

田地区は水田跡の検出と、一部水田跡の火山灰を除去した田面の精査を行うこととした。

包含層地区は■月下旬に終了した。水田地区は■月上旬に水田跡の検出と一部の精査が完了

したので11月 16日 に航空測量を実施した。11月 5日、調査の途中であったが、遺跡のサ性格がほ

ぼ明らかになったので現地説明会を開催した。参加者は、約180名であった。その後、公園施設

に関わる雨・汚水管建設部分について、 4層下の調査を行った。 1月 10日発掘調査のいっさい

を完了した。

2 調査の方法
(1)野外調査の方法

① 調査区の設定
遺物の散布状況及び地形等から判断して、七北田川と農道の間の東西に細長い畑地部分を遺

跡の範囲と考えた。そのため、農道に略沿う任意の点A・ BoCを原点とし、これら3点を結

ぶ線および、これと直交する線を基準に3m区画のグリッドを設定した。地区名は3点を結ぶ

東西方向をアラビア数字、南北方向をアルファベットであらわし両者の組合わせで呼ぶことと

し、B点の南東の区をCA50区、北西の区をBT49区と定めた。その後、水田下から火山灰に
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被われた水田跡が検出されたため、周辺の水田部分も調査したが、 3点を基準 として設定した

地区名を使った。 3点の国家座標値は以下のようになっている。

原点A[C A10](X三 -186.682884 Y=3.825148)

原点 B[C A30](X=-186.723499 Y=3.869311)

原点 C[C A50](X=-186.764114 Y=3.913474)

② 発掘の方法
調査対象範囲内における基本的な層位および遺構の分布状況を調べるため南北に長いトレン

チを設定し、遺物包含層や、遺構を検出した場合は周辺を拡張する方式をとった。検出した遺

構については、例言のように種類ごと記号を使用し発見順に番号を付けた。遺物は遺物カード

に出土年月日・地区名・遺構名・出土層位を記入して取り上げた。

遺跡の基本層位と遺構の関係を確認するため、水田地区では東西・南北ベルトを設定して断

面図を作成した。灰白色火山灰が堆積している水田跡の一部は、観察用の十字ベルトを設定し

火山灰の堆積状況を観察しながら断面図を作成した。SK(土墳・焼土遺構)については、半載

し断面図を作成した。SD(濤・河川跡)は、適宜断面図を作成した。平面図は、包含層地区で

は簡易遣り方と平板測量を併用した。水田地区では、パスコ株式会社に委託して航空測量を行

1/100の平面図を作成し一部平板測量で補足した。

整理の方法

遺物整理の方法

赤生津遺跡から出土した遺物は、縄文土器 。弥生土器 。上師器・須恵器・陶磁器 。その他の

上製品・剣片石器とその素材・磨製石器・礫石器・石製品 。金属製品等で平箱にして約30箱分

である。これらの遺物を洗浄し、遺構名・地区・層位を記入し接合をおこなった。縄文土器に

ついては、水で1/2に希釈したバインダー17に よる強化処置をとった。その後、以下のように遺

物の特性に応じた整理と記録の作成を行った。

①土器は、接合によって1/4以上に復元できたものは実測図を作成した。縄文・弥生土器につ

いては、国縁部・底部資料、胎土に繊維を混入 。地文以外の文様・単節縄文以外の地文を

持つ胴部資料については、破片実測・拓影図の作成を行って台帳に登録した。

②土器以外の上製品は、すべて実測図を作成し、台帳に登録した。

③剰片石器とその素材は、石器・二次加工のある剣片。微細な剣離痕のある剣片・石核に分

類し、実測図の作成と登録を行った。

④礫石器・石製品は、すべて実測図を作成し、台帳に登録した。

」

②

①
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IV章  1 包含層地区

Ⅳ章 発見された遺構 と遺物
遺跡は、七北田川に形成された最低位の河岸段丘上に立地する。縄文時代の遺物包含層は遺

跡の西端部に位置し、平安時代の水田跡は東部に広がっている。遺物・遺構の内容や層の堆積

状況が違うため、30ラ インを境に西側を包含層地区、東側を水田地区とに分けて報告する。

1 包含層地区
(1)基本層位

遺跡全体の西端に位置し、面積は約2,940m2ほ どでぁる。橋脚が建設される部分 1,305m2を

調査した。表土から地山まで 4枚の層が認められた。以下各堆積層の状況と遺物・遺構との関

係について概略を述べる。

[第 1層 ]

第 1層 はシルトで構成される層で、全体的色調は暗褐色 (10YR 3/4)で ある。包含層地区全

域に広がり、出土遺物は縄文土器の小破片が多い。

[第 2層 ]

第 2層は砂質シルトで構成される層で、全体的色調はにぶい責褐色 (10YR 5/3)で ある。包

含層地区の西で薄く、東が厚い。西端では第 2層が無く、第 1層の下が第 3層のところもあっ

た。遺物を包含しておらず、水田地区の第 4層に相当する。

[第 3層 ]

第 3層は粘土質シルトで構成される層で、色調の違いから3a層 (暗褐色 (10YR 3/3))と 、

3b層 (黒褐色 (10YR 2/3))と に分けられる。遺物は分層せず、一括して第 3層 として取り上

げている。調査区の全域に分布している。主に縄文時代晩期の遺物が出土している。SK(土壊。

焼土遺構)の一部をこの層中で検出している。

包含層土層注記

層位 層h 上    色 土  性 備 考

10YR3/4暗褐色

10YR5/3にぶい黄褐色 砂質シル ト

IOYR3/3暗褐色 粘上質ンルト 粒状の黄褐色土を少量含む

10YR2/8黒髄 粘上質ンル ト 少量の炭化物を含む

10YRワ /2黒褐色 粘上質シル ト 炭化物と小礫を含む

写真 4

iヽ f■ 第6図

″9   1   ?m
第 5図 包含層断面図 (C A30区～ C B30区東壁)
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[第 4層 ]

第 4層は第 3層 と同じく粘土質シルトで構成される層で、全体的色調は黒褐色 (10YR 2/2)

である。調査区の全域に分布している。縄文時代早期 。前期 。中期・後期の遺物が出上してい

る。SKの大部分は第 4層下の地山面 (第 5層上面)で確認している。地山面は調査区の西端は

急傾斜であるが、東側になだらかに傾斜している。深掘りをしていないので、第 5層以下の堆

積状況は不明である。

似)遺 構

SK(上境 。焼土遺構)(第 7・ 第 8図 )

包含層地区から12基のSK(土墳・焼土遺構)が発見されている。この内、堆積土に焼上を混

入し、底面や壁面がやけている焼土遺構が 6基 (SK 5。 6・ 7・ 8・ 45。 46)あった。これら

SKの概略をまとめたのが、第 1表である。

[確認状況]

一部第 3層上面で確認したものもあるが、大部分のものは第 5層上面で確認した。

[規模と形態]

焼土遺構は円形基調のものだけだが、土墳は、円形基調と長方形基調のものとがあった。

[堆積状況]

自然堆積のものと、人為堆積のものとがある。SK l・ 2・ 9はいずれも人為堆積で、長方形

基調のものであり、これらは同一性格のものと考えられる。

[分布状況]

分布状況には、特に規則性等は認められなかった。

[出土遺物]

いずれのSKからも出土遺物はなかった。

13)出土遺物

① 縄文土器
縄文土器はテンバコで約30箱出上している。これらは、基本層位第 4層を中心に第 1・ 3層

の各層から少量出上した早 。前 。中・後期の上器群と、基本層位第 3層を中心に出上し、層位

的にまとまりを持つ晩期終末の土器群とがある。前者を第 1群土器、後者を第 2群土器として

検討する。以下、第 1群土器については、各々の特徴から、従来の研究成果に基づいた編年的

位置付けを明らかにし、第 2群土器については、編年的位置付けと特徴 。問題点を検討するこ

ととする。

(第 1類)(第 9図 1～ 28・ 第14図 1)
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CD引ト

B

21

+CA

■ CB
21

引                    卜 20 20

隠
上B

A          B
20

CA■     宅
2m

18

SK9 SKNα 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸 X短轍×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

包含層 5層上面 長方形基調 自然堆嶺 遺物無 写真なし

層位 層No 上    色 土  性 備 考

① 記録 もれ

SK4 SKNo 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸 ×短軸 X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 塩積状況 備考

包含層 5層 上面 円形 98× 96X27 一部外に張り出す しまって回い 無 自然堆穣 選物無 写真 7

層位 層聴 土    色 上  性 備 考

① 10YR3/2 黒褐色 ンル ト質砂 地山の砂粒を多 く混入

SK3

21

封―CE
28

CA十

A      B

下4菫≧選匠0

Ｂ
上

◎

Ｔ

Ａ

SKNo 地 区 確認面 平面形 観僕(長軸X短軸 X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 牲積状況 備考

包含層 5層上面 長方形基調 無 自然堆積 遺物無 写真 12

層位 層Ne 土     色 土  性 備 老

① 10YR2/3黒褐色

② 10YR3/3暗褐色 10YR3/4暗褐色シルト質粘■を多く混入

③ 7 5YRつ /3極暗褐色 シル ト質粘■

SKI SKNe 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸 X短鞭 X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

包含層 5層上面 長方形基調 無 自然堆積 遺物無 写真 10

層位 層Ne 土    色 土  性 備 考

① iOYR5/6責褐色 砂

② 10YR3/2黒褐色

③ 10YR5/6黄褐色 砂

① 10YR5/6黄褐色 砂 10YR3/2黒褐色ンルトを混入している

SK2 SKNo 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸×短軸×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆横状況 備考

包含層 5層上面 長方形基調 自然堆積 遺物無 写真■

層位 層No 上    色 土  性 備 考

① 10YR5/6黄褐色 砂

② 10YR5/6黄褐色 砂 10YR3/2黒褐色シルトを混入

SKNe 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸 X短軸 ×深さ) 璧の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

包含層 5層 上面 円形基調 無 遺物無 写真 8

層位 層Ne 土    色 主  催 備

① 二OYR2/1黒 色 粘上質シル ト 炭化物を若干混入

第 7図 遺物包含層地区 SK平・断面 (1)
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SK6 SKNα 地 区 確認面 平面形 続模 (長軸 X短軸 X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆穣状況 備 考

SK6 包含層 5層 上面 円形基調 自然堆積 焼土選構 写真なし

層位 層NQ 主    色 土  性 備 考

① 5YR4/4に ぶい赤褐色 5YR4/8赤 褐色シルトの焼上のプロックを多く混入

② 7 5YR3/2黒褐色 5YR4/8赤褐色シルト(粉状)を微量に混入

SK8 SKNG 地 区 確認面 平面形 税慎(長軸X短軸 X深さ) 壁の状況 底面の状況 重榎関係 堆標状況 備考

包含層 5層上面 円形基調 自然堆叡 焼土遺構 写真なし

層位 層Ne 土    色 土  性 備 考

① 5YR4/4に ぶい赤褐色 シアレト

② 7 5YR3/2黒褐色 ンルト 焼土 (粉状)を微量に混入

SK7 SKNe 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸 ×短軸 ×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

層位 層血 土     色 備 考

① 5YR3/4暗 赤褐色 ン,レ ト 5YR5/8明 赤偶色ンルトの焼上を混入
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SK46 SKNe 地 区 確認面 平面形 観慎 (長斡 X短軸 X深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

包含層 3層上面 方形基調 わずかに焼けている 無 続上連構 遺物無 写真なし

層位 層沌 土    色 土  性 備

① 5YR3/4暗 赤褐色 5YR3/6の 焼土を混入

② 7 5YR2/3極暗禍色

SK45 SKNa 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸×短軸X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆機伏況 備 考

SK45 包含層 5層 上面 楕円形基調 無 焼土遺構 選物無 写真なし

層位 層No 土     色 土  性 備 考

① 5YR3/4暗 赤褐色 92が ] 1で混入

② 5Yミ5/6明赤褐色 ン,レ Ⅲ

SK5 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸×短軸×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 髪嶺状況 備 考

SK5 包含層 3層 上面 円形基調 自然堆積 焼土遺構 遺物無 写真なじ

層位 層No 土    色 備 考

① 5YR4/3に ぶい赤褐色 焼土

② 5YR2/3極 暗赤褐色 ン,レ ト 5YR4/3に ぶい赤禍色シルトの焼上を微量混入

第 8図 遺物包含層地区 SK平・断面図 (2)



Ⅳ章 1 包含層地区

第 1表 SK(土 媛・焼土遺構)一覧表

SK No 地  区 確認面 平 面 形 規僕帳納×短軸X深さ)cm 重複関係 堆積状況 備 考 図番号

SKl 包含層地区 5層上面 長方形基調 160× 60× 39 鎚
小

自然堆積 遺物無 第 7図

SK2 包含層地区 5層上面 長方形基調 196× 82× 52 鉦
小 自然堆積 遺物無 第 7図

SK3 包含層地区 5層上面 長方形基調 124× 82× 63 無 自然堆積 遺物無 第 7図

SK4 包含層地区 5層上面 円形 98× 96× 27 征
（

自然堆積 遺物無 第 7図

SK5 包合層地区 3層上面 円形基調 126× 102× 17 範
（

自然堆積 遺物無 焼土遺構 第 8図

SK6 包含層地区 5層上面 円形基調 60× 44× 6 征
小

自然堆積 遺物無 焼土遺備 第 8図

SK7 包含層地区 5層上面 楕円形基調 44× 26× 6 征
小

自然堆積 遺物無 焼土遺騰 第 8図

SK8 包含層地区 5層上面 円形基調 64× 60× 8 無 自然堆積 遺物無 焼土遺構 第 8図

SK9 包含層地区 5層上面 長方形基調 166× 86× 11 鉦
（

自然堆積 遺物無 第 7図

SK10 本田地区 3層上面 方形 186× 138× 41 SS19よ り勇弄 人為堆積 1ヒ 宋 録 1点 上 grH器 庁 (内 黒 ,1 第65図

SKH 水田地区 3層上面 円形 132× 117× 6 SS2よ り新 人為堆積 遺物無 第 66図

SK12 水田地区 4層上面 円形基調 150× 135× 69 無 自然堆積 遺物無 第 68図

SK13 水田地区 3層上面 円形基調 153× 111× 53 SS18よ り新 人為堆積 明治の硬貨 第68図

SK14 水田地区 3層上面 円形基調 135× 98以上 ×35 SS2よ り新 人為堆積 遺物無 第66図

SK15 水田地区 4層上面 長方形基調 177× 96× 44 無 自然堆積 遺物無 第63図

SK16 水田地区 4層上面 長方形 165× 63× 49 無 自然堆積 遺物無 第 63図

SK17 水田地区 4層上面 長方形基調 162× 66× 53 銀
小

自然堆積 遺物無 第 63図

SK18 水田地区 4層上面 長方形基調 201× 81× 33 征
小

自然堆積 遺物無 第 63図

SK19 水田地区 3層上面 円形基調 144× 129× 31 SS5よ り新 人為堆積 遺物無 第66図

SK20 水田地区 4層上面 円形基調 162× 135× 57 無 人為堆積 陶磁器片 1点 (J40) 第65図

SK21 水田地区 4層上面 円形基調 96× 84× 51 征
小

人為堆積 遺物無 第 64図

SK22 水田地区 4層上面 円形 165× 159× 75 鉦
小

自然堆積 遺物無 第64図

SK23 水田地区 4層上面 方形基調 198× 144× 8 SD3よ り新 人為堆積 ? 遺物無 第64図

SK24 水田地区 3層上面 円形基調 111× 84× 34 SS5よ り新 自然堆積 遺物無 第66図

SK25 水田地区 4層上面 円形基調 204× 192× 49 征
小

自然堆積 径尋芦工選品手帥
器片1点陶 第67図

SK26 水田地区 3層上面 円形基調 159× 138× 18 SS32よ り労針 自然堆積 遺物無 第 73図

SK27 水田地区 4層上面 円形基調 216以上 ×171× 34 鉦
小

自然堆積 遺物無 第 73図

SK28 水田地区 4層上面 円形基調 198× 177× 50 無 自然堆積 遺物無 第 72図

SK29 水田地区 4層上面 円形基調 195× 177× 45 征
小

人為堆積 遺物無 第 70図

SK30 水田地区 4層上面 円形基調 90× 69× 17 鉦
小

自然堆積 遺物無 第70図

SK31 水田地区 4層上面 円形基調 120× 99× 31 無 自然堆積 遺物無 第70図

SK32 水田地区 4層上面 円形基調 237× 144× 65 鉦
ト

自然堆積 第 7 図

SK33 水田地区 4層上面 円形基調 159× 129× 21 鉦
小

自然堆積 陶磁器 1点 (J41) 第 7 図

SK34 水田地区 4層上面 円形基調 186× 162× 42 無 自然堆積 遺物無 第 7 図

SK35 水田地区 4層上面 円形基調 99× 81× 13 無 人為堆積 遺物無 第71図

SK36 本田地区 4層上面 円形基調 105× 93× 20 征
（

人為堆積 遺物無 第71図

SK37 水田地区 3層上面 円形基調 117× 99× 32 SS37よ り労折 人為堆積 遺物無 第69図

SK38 7k田地区 3層上面 円形基調 150以上 ×177× 18 SS37よ り弄針 人為堆積 遺物無 第 69図

SK39 水田地区 3層上面 円形基調 123× 93× 26 SS22よ り,折 人為堆積 遺物無 第72図

SK40 水田地区 4層上面 円形 129× 123× 65 征
小

人為堆積 遺物無 第69図

SK41 水田地区 3層上面 長方形基調 138× 72以上 ×45 SD3よ り古 人為堆積 遺物無 第65図

SK42 水田地区 4層上面 円形基調 72× 54× 12 無 自然堆積 遺物無 第67図

SK43 水田地区 4層上面 方形基調 249× 186× 84 征
（

人為堆積 遺物無 第 70図

SK44 水田地区 4層上面 円形基調 99× 84× 19 鉦
小

自然堆積 遺物無 第67図

SK45 包含層地区 5層上面 楕円形基調 72× 40× 9 征
小

自然堆積 ? 遺物無 焼土遺構 第8図

SK46 包含層地区 3層上面 方形基調 98× 80× 14 無 自然堆積 ? 遺物無 焼土遵備 第8図

SK47 包含層地区 5層上面 円形基調 72× 58× 8 鉦
＾

自然堆積 ? 遺物無 第7図

SK48 水田地区 8層上面 楕円形基調 176× 54以上×16 無 自然堆積 遺物無 第77図

SK49 水田地区 8層上面 円形基調 ? 34以上 ×26以上 無 遺物無 焼土遺構 第 77図
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胎土に繊維を含んでいる土器が中心で早期末～前期初頭に位置付けられる。26・ 28は尖底で

あるが、27は丸底気味のものである。これら底部破片はいずれも繊維を混入していない。

(第 2類)(第 10図11～ 15)

中期初頭の大木 7式に位置付けられる。11～ 14はいずれも複合口縁である。15は 4つの突起

を持つ大波状口縁で、二重の複合口縁を持ち、いずれも複合口縁下端に刻目を施文し、突起下

から隆帯が垂下している。

(第 3類)(第 11図 1～ 21)

渦巻文や「∩」字状文・楕円文を持つ土器群で中期後半の大木 9式に位置付けられる。口縁

部は 2・ 3・ 5の ように平口縁で内反し渦巻文を配している。国縁下は 1・ 4の ように頚部が

しまり胴部が張り出す。6・ 12は調整した沈線文で、「∩」字状文 。楕円文の一部と考えられ、

渦巻文を持つ 1～ 5の胴部破片と思われる。14の地文は撚糸文である。

(第 4類)(第 12図 1～ 20)

方形区画文を持つ土器群で中期末大木10式に位置付けられる。口縁部は 1～ 7の ように平縁

で外反し、肥厚している。胴部上半の文様は 8な どから方形区画文と考えられる。方形区画文

は、調整沈線によって区画され無文の区画帯には刺突文が施文されている。

(第 5類)(第 13図 1～ 4・ 第14図 4～ 8)

後期中棄から末葉に位置付けられる。14図 5は、瘤付土器で、16は入組文状のものである。

第 2群土器の器形には、深鉢形土器・浅鉢形土器 。壷・台付土器がある。口径/器高比が凡そ

1/2以上のものを深鉢形土器、口径/器高比が凡そ1/2以下のものを浅鉢形土器として分類した。

拓本のみの資料については、図化したものを参考にして分類した。口縁部破片・文様ある胴部

破片はすべて登録し採拓したが、器形が凡そ判明するものを中心に図示した。

(深鉢形土器〉

深鉢形土器は器形から以下のようにA～ Fの 6類に細分 (第30図第 2群土器深鉢形土器分類

図)し た。

M制醍社器A類秘 層 (第 13図15)3層 (第 15図 1～ 17、 第16図 1・ 3)1層 (第 28図 20・ 21)

胴部が内鸞し、日頚部が「く」字状に屈曲して大きく外反するもの。

口縁部は小波状のもの (第15図 1～ 10。 13、 第16図 1・ 3・ 第28図 21)、 平縁のもの (第15図

14)と がある。内面に一条の沈線をめぐらすもの (第15図 13)も ある。「 く」字状に屈曲する屈

曲部には、沈線を巡らすもの (第15図 12・ 13・ 15)と、沈線状の段を持つもの (第13図 15、 第

15図 11・ 14、 第16図 3)、 軽い段状のもの (第15図 10。 16)、 明瞭な段がないもの (第 15図 17、

第16図 1)と がある。屈曲部から口唇部までの口縁部は、ミガキ調整による無文帯となり、胴
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部には全て単節縄文を施文している。

[深鉢形土器 B類]4層 (第 13図 16・ 17・ 19)3層 (第 17図 1～ 13、 第18図 1～18)1層 (第28

図19)

胴部がやや内鸞気味に立ち上がり、国縁部が屈曲してわずかに外反するもの。

口縁部は山形突起を持つもの (第 13図 17、 第17図 1・ 2)、 小波状もの (第13図 16、 第17図 3～

6・ 9～ 13、 第18図 2～ 4・ 7～ 12・ 15・ 19)と がある。小型のものには平緑のもの (第 18図

13・ 14)がある。内面に一条の沈線を巡らすものが多いが、二条のもの (第17図 4)も ある。

また、口唇部に沈線を巡らすもの (第17図 8)や口唇端が刻目状のもの (第28図 19)も ある。

屈曲部には、一条の沈線を巡らすもの (第 17図 3・ 4・ 10～ 13、 第18図 4・ 16)、 沈線状の段を

もつもの (第17図 2・ 6・ 7・ 9、 第18図 1・ 6)、 段状になっているもの (第17図 1・ 5・ 8、

第18図 2・ 3・ 5・ 7～ 15・ 17)、 明瞭でないもの (第 18図 18)と がある。屈曲部がやや肥厚す

るもの (第 17図 4、 第18図 2・ 9。 10。 11)も ある。屈曲部から口唇部までの口縁部はすべて

ミガキ調整による無文帯となっている。屈曲部の下は単節縄文が施文されているが、小型のも

のは無文 (第 18図13～ 16)である。

[深鉢形土器 C類]3層 (第 18図 19)

胴部はやや内彎するが胴部上半から口縁部が直立し、屈曲しないもの。

口縁部は小波状で内面と口縁部に一条の沈線を巡らしており、屈曲がないことを除くとB類

と近似している。口縁部沈線下は単節縄文が施文されている。

[深鉢形土器 D類]4層 (第 13図 6・ 7)3層 (第 19図 1～ 4・ 6～19)1層 (第28図 8～ 9・

11-14)

胴部が外傾して立ち上がり、そのまま口縁部も外傾するもの。

口縁部は小波状様のもの (第19図 7～■・ 13、 第28図 12)と 平縁のもの (第13図 6・ 7、 第

19図 1～ 4・ 6・ 12・ 14～ 16、 第28図 8・ 9・ 11・ 13・ 14)と がある。日唇直下から単節縄文

を施文するもの (第 13図 6・ 7、 第19図 1～ 4・ 6、 第28図 8・ 9・ 11・ 13・ 14)と やや下か

ら施文するもの(第 19図 7～ 16、 第28図 12)と がある。

[深鉢形土器 E類]3層 (第 19図 5)1層 (第28図 10)

胴部はやや外傾気味に立ち上がり、口縁部がやや内鸞するもの。

2点 とも平縁で、口唇部直下から胴部に縄文を施文している。日縁部が内傾する点を除くと

深鉢形土器D類に近似する。

[深鉢形上器 F類]3層 (第 19図 20)

胴部はやや内鸞気味に立ち上がり、口縁部がやや外傾するもの。

平縁で口縁部胴部とも無文である。
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深鉢 ― 胴部 撚糸 ? 繊維有 第 群 写真83■

深鉢― 胴部 織維有 第 群 写真836

CA26-4 深鉢― 胴部 繊維有 第 群

深鉢― 桝同部 41R維有 第 二群 写真832

CE20-4 深鉢― 】同部 繊維有 第1群 写真333
A238 CE69-4 深鉢― 胴部 織維有 第1群 写真834

CE20-4 深鉢― 胴部 繊維有 第1群 写真835

深鉢― 胴 部 繊維有 第1群

CE20-4 深鉢― 胴 部 繊維有 第1群 写真837

CE20-4 深鉢― 胴部 羽状縄文 ert有 第1群 写真838

深鉢― 】同部 羽状縄文 織経有 写真839

99174 深鉢― 狙同部 織維有 第1群

深鉢― 月同部 織維有 第1群

深鉢― 胴部 繊維有 第1群 写真8310

深鉢一 胴部 繊維有 第 1群

CB15-4 深鉢― 胴部 織維有 第1群 写真8311

CA19-4 深鉢― 胴部 繊維有 第二群

∝ 69-4 深鉢― 】同部 繊維有 第 1群

A273 CC20-4 深鉢― 胴部 繊維有 写真8312

99204 深鉢― 胴部 繊維有 第1群

A268 CC20 4 深鉢― 胴部 繊維有 第 1群 写真88■ 3

深鉢― 胴部 織維有 第1群 写真8314

CC20 4 胴部 織維有 第1群 写真8315

CB15-1 深鉢― 胴部 織維有 第1群 写真3316

A263 CC23 深鉢― 胴 部 繊維有 第 群 写真83■ 7

CA19-4 深鉢― 胴・底 第 写真8329

BS18 深鉢― l同・底 第 群 写真8830

BS18 深鉢― 胴・底 群 写真8331

第 9図  包含層地区第 4層出土縄文土器 (1)



Ⅳ章 1 包合層地区
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図番号 登録番兵 出土地区・層位 器  形 部位 と口縁形態 地  文 口 沈 裏 沈 備   考 写真図版

深鉢― 胴 無 第 1群 写真8319
CB13-4 深鉢― 征

小 第 1群 写真8319
深鉢― 無 第 1群 写真8320

10-4 CC23-3 深鉢― 胴 征
小 第 1群 写真8321

深鉢― 口 平 無 第 1群

99204 深鉢― 口平 鉦
小 第 1群 写真8322

CB20-4 深鉢― 回平 無 第 1群 写真8323
深鉢― 口平 無 第 1群 写真8324

CC2■ 4 深鉢― 胴 第 1群 写真8325
99204 深鉢― 第 群 写真8328
BS23～ 24-4 深鉢― 複合口綴 第 群

BS23-24-4 深鉢― 口 平 盤
小 複合回縁 第 群

A397 CB20-4 深鉢― 口平 無 複合口縁 第 群 写真327
A398 BS23^フ 24-4 深鉢― 口平 無 複合口縁 第 1群 写真826

BS23‐ 24-4 深鉢― 口大波状 複合口縁 第 1群 写真781

第10図 包含層地区第 4層出土縄文土器 (2)
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図番号 陸録番ヨ 出土地区・層位 器  形 部位と口縁形態 文 様 地  文 口 沈 裏  沈 備   考 写真図版

8Tlつ -4 深鉢― 条線 第1辞 写真84-1

深鉢― 第1群 写真842

BE21-4 深鉢― 無 第1群 写真B43

A421 深鉢― 胴 条線 第1群 写真844

深鉢― 口 平 第1群 写真845

CC17 4 深鉢 ― 第1群 写真846

深鉢― 第1群 写真81ヤ

深鉢― 第1群 写真848

BQ19-4 深鉢― 第1群 写真849

CE20-4 深鉢― 胴 第

A345 深鉢― 胴 群

BQ19-4 胴 群

胴 第 群

99214 深鉢― 胴 条線 第 群 写真B4■ 0

深鉢― 第 群 写真34■ 1

BQ25-4 深鉢― 第 群 写真84■ 2

A339 深鉢― 胴 第 1群 写真84■ 3

CB14-4 深鉢― 胴 第 1群

BQ23-4 深鉢― 胴 第1群 写真84■ 4

CB20-4 深鉢― 胴 第1群 写真84■ 5

CE20-4 胴 第1群 写真8416

第11図 包含層地区第 4層出土縄文土器 (3)



Ⅳ章 1 包含層地区

鵜く《騨鰈配
饉鞠 妻マ

9緯 蛇0♀   叩
図番号 と録番手 出土地区・層位 器  形 部位 と口縁形態 文  様 地 文 口 沈 裏 沈 備   考 写真図版

深鉢― 口 平 第1群 写真8418

CB14- 深鉢― 回平 第1群 写真8419

深鉢― 口平 征
小 第1群

CB14- 深鉢― 口平 無 第1群

深鉢― 口平 笠
小

第 二群

深鉢― 無 第 1群 写真8422

深鉢一 益
小

第1群 写真8420

CB14-4 深鉢― 胴 第1群 写真8423

深鉢― 胴 第1群 写真85■

CB18-4 深鉢― 胴 第1群 写真852

CB16-4 深鉢一 胴 第1群 写真853

CB14-4 深鉢― 胴 第二群 写真854

A218 CB13-4 深鉢― 胴 無 第1群 写真355

深鉢― 第 1群 写真856

胴 第1群 写真8425

深鉢― 胴 第1群 写真8424

CB14-4 深鉢― 胴 第1群 写真857

深鉢― 胴 第 1群 写真84■ 7

CB14-4 深鉢― 第1群 写真858

深鉢― 第 1群 写真8421

第12図 包含層地区第 4層出土縄文土器 (4)



Ⅳ章  1 包含層地区
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0                     10cm

図番号 出土地区・ 層位 器 形 部位と口縁形態 文 様 勉 文 El 沈 裏 沈 備  考 写真図版

深鉢― 胴 霜1群 写真85■ 9

A252 BS2ワー4 深鉢― 胴 第 1群 写真8522

CA23-4 深鉢― 胴 第1群

深鉢― 胴 第 1群 写真8521

深鉢― 口平 LR横 第1群 ? 写真867

CB26-27-4 深鉢 D 口平 LR横 第1群 ? 写真868

CB26-27-4 深鉢 D 口平 LR横 内外面炭化物 第1群 ? 写真865

CB26～27-4 浅鉢A 口平 文様Ⅱ 亀
小

○ 内外面炭化物 傷密2君羊 写真8610

CB16-4 浅鉢 D 口平 文様 H? 無 ○ 窮喜2君辛 写真869

A306 CB26～27-4 浅鉢 A 胴 文様 I Я雷つ君羊 写真86■ 9

CB20-4 浅鉢 D 文様 I? 無 O ○ 劣営2君羊 写真8613

A323 浅鉢 C 胴 角雷2君羊 写真8611

BS19-4 浅鉢 C 胴底 第2群 写真814

CC20-4 深鉢 ? 口平 無 第2群

A320 BS25-26-3 深鉢 A 胴 LR横 第2群

深鉢 B 口小波 LR横 O 内外面炭化物付着 第2群 写真821

13-17 BS22-4 深鉢 B 口山突 LR横 O ○ Я語2群 写真86■ 6

CB30-4 浅91D 口双山突 文様Ⅵl ○ O 第2群 写真8620

深鉢 B 口平 ? ○ 第2群

第13図 包含層地区第 4層出土縄文土器 (5)



Ⅳ章 ユ 包含層地区

縄文土器観察表 について

(器形)器形は第30・ 31図の分類による

(部位と口縁部形態)「小波」は小波状、「平」は平縁、「双山突」は双頭山形突起、「山

突」は山形突起をもつもの

(文様)文様は第29図の分類による

(地文)「横」は横位回転、「斜」は斜位回転のもの

(口沈)「○」は国唇部に沈線をもつもの

(裏沈)「○」は内面に沈線をもつもの
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欝 月7詠ギ
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〃
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図番号 と録番手 出土地区・層位 器  形 部位 と口縁形態 文  様 地  文 口  沈 裏  沈 備   考 写真図版

CC20-3 深鉢― 胴 繊維有 第1群

BT23-3 深鉢― 第二辞

深鉢― 胴 第1群

A163 深鉢― 第1群 写真859

無 第1群 写真 8510

CC30-3 深鉢― 第1群 写真 8514

深鉢― 胴 第 1群 写真 8511

CB26-3 深鉢― 胴 燃糸 r 第 1群 写真8512

深鉢― 胴 撚糸 ′ 歩常1霜羊

CE27-3 深鉢― 胴 撚糸 ′ 第 1群

深鉢― 胴 燃糸′ 第 1群 写真85■ 6

CB26-3 深鉢 ― 胴 撚糸 ′ 第 1群 写真851タ

CB26-3 深鉢― 胴 撚糸 ′ 第 1群 写真8520

CB25-3 深鉢― 胴 撚糸 ′ 第 1群 写真 85■ 5

CA28-3 深鉢― 胴 第 1群 写真 8513

C狂)25-9 深鉢― 胴 撚糸 ′? 第1群

C004 深鉢― 撚糸 ′? 第1群

深鉢― 胴 第1群 写真8518

第14図 包含層地区第 3層出土縄支土器 (1)



Ⅳ章 1 包含層地区
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図番号 出土地区・層位 器  形 部位 と口縁形態 文 様 地 文 口 沈 裏 沈 備  考 写真図版

深鉢 A 口小波 無 第2群

BS26-3 深鉢 A 口小波 無 第2群

CB26-3 深鉢 A 口小波 無 勿雷2君半 写真8524

深鉢 A 口小波 無 傷雷2霧羊

A72 CB26-3 深鉢 A 口小渡 第2群

深鉢 A 口小波 無 第2群 写真8526

深鉢 A 口小波 無 第2群

深鉢 A 口小波 無 第2群 写真8525

CB26-3 深鉢 ム 口小波 第2群

CB26-3 深鉢 A 口小波 第2群 写真864

A107 BR25-3 深鉢 A 胴 LR横 勿缶ワ君羊 写真866

BS25-3 深鉢 A 胴 LR横 第2群

BT23-3 深鉢 A 口小波 LR横 ○ 第2群 写真8523

CA26-3 深鉢 A 口 平 しR横 第2群 写真86■

深鉢 A 胴 しR横 第2群 写真862

C826-3 深鉢 A 胴 しR横 第2群 写真863

深鉢 A 胴 ER横 第2群

第15図 包含層地区第 3層出土縄文土器 (2)



IV章  1 包含層地区

図番号 と録番手 出土地区・層位 器  形 部位と口縁形態 文  様 地  文 裏 沈 備   考 写真図版

CB30-4 深鉢 A LR横縦 第1群 写真 86■7

胴底 LR横 第1群 写真822

BS2526-3 口小波 LR横 第1群 写真801

第16図 包含層地区第 3層出土縄文土器 (3)
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IV章  1 包含層地区

♀     1     lqcm

瀕

Ⅵ
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脚

図番号 陸録番日 出土地区・層位 器 形 部位と口縁形態 文  様 地  文 回 沈 票  沈 備   考 写真図版

BS22-3 深鉢 B 口山突 LR横 ○ ○ 第2群 写真86■ 5

9骸 13 深鉢 B 口山突 LRP O 第2群 写真8618

BS27-3 深鉢 B 口小 波 第2群 写真871

BT23-3 深鉢 B 口小波 LR横 第2群 写真872

深鉢 B 口小波 ○ 第2群 写真873

BS24-3 深鉢 B 口小波 LR横 O 第2群 写真8619

深鉢 B 口小波 ? LR模 O 第2群 写真874

BS22-3 深鉢 B 口山突 ? LR横 ○ O 第2群 写真875

⑤ つヽ88 深鉢 B 口小波 LR横 ○ 第2群 写真8614

BS27-3 深鉢 B 口小波 LR横 O 第2群 写真876

BS26-3 深鉢 B 口小波 LR横 O 第2群 写真877

A471 BS25-3 深鉢 B 口 /1ヽ波 LR横 O 第2群 写真823

BT24-3 深鉢 B 口小波 LR横 ○ 第2群 写真825

第17図 包含層地区第 3層出土縄文土器 (4)



IV章  1 包含層地区
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図番号 と録番手 出土地区・層位 器 形 部位 と口縁形態 文 様 地  文 口 洗 票  沈 備  考 写真図版

CA36-3 深鉢 B 回平 ? LRP ○ 第2群 写真878

深鉢 B 口小波 O 第2群 写真8710
BS27-3 深鉢 B 口小波 LR横 ○ 第2群 写真8711

深鉢 B 口小波 LR横 第2群 写真8712
BS25-3 深鉢 B 国 ? ○ 第2群 写真87■ 3

A125A 深鉢 B 口平 ? O 第2群 写真879

Cヽ 253 深鉢 B 口小波 しR横 第2群 写真8714

口刀ヽ波 ER横 匂雪2著羊 写真8715

CA25-3 口小波 LR横 飼営2澪羊 写真8717

A27 CB25-3 深鉢 B 口小波 LR横 第つ群 写真87■ 8

CB24-3 深鉢 B 口小波 LR横 第2群 写真8719

CA25 3 深鉢 B 口平波 LR横 第2群 写真8716

深鉢 B 口平 第2群 写真8720

8S24-4BR25-3 深鉢 B 口平 無 第2群 写真8721

深鉢 B 口だヽ波 征
小

身著つ選辛 写真8722

CB26-3 浅鉢 B 範
小

第2群 写真8723
BS26-3 深鉢 B O 第2群 写真8724

BT24 3 深鉢 B 口平 LR横 第2群 写真8728
CA25 3 深鉢 C 口小波 LR横 ○ 第2群 写真792

第18図 包含層地区第 3層出土縄文土器 (5)



Ⅳ章 l 包含層地区
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図番号 輩録番| 出土地区・層位 器 形 部位 と口縁形態 地 文 口 沈 裏 沈 備  考 写真図版

CA27-9 深鉢 D 口平 LR横 第2群 写真8725

深鉢 D 口平 LR横 勾雪2君羊 写真8726

深鉢 D 口平 LR横 第2群 写真8727

深鉢 D 口平 LR横 第2群 写真8731

CA21-3 深鉢 E 口平 LR横 第2群 写真881

深鉢 D LR横 第2群

A■ 0 C053 深鉢 D 回小波 LR横 第2群 写真8729

CA26 3 深鉢 D 口」ヽ波 LR横 第2群 写真8730

深鉢 D LR横 第2群 写真882

深鉢 D 口小波 LR横 傷宮2霜ギ 写真883

CB25-3 深鉢 つ 口小波 LR横 夕喜2霜学 写真884

CA25-3 深鉢 D 回小波 LR模 第2群 写真887

19-13 深鉢 D 口小波 LR桟 第2群 写真388

深鉢 D LR榛 第2群 写真885

深鉢 D 口 平 第2群 写真386

A135 CB27-3 口平 第2群 写真889

深鉢 D 胴 第2瑶ギ

CB26-3 深鉢 D 胴 LR横 蜜雪2擢ギ 写真8810

CB26-3 深鉢 D 胴 LR横 第2群 写真881]

BS25-3 深鉢 F 口平 征
ヽ

第2群 写真8812

第19図 包含層地区第 3層出土縄文土器 (6)
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図番号 輩録番士 出土地区・層位 器  形 部位と口縁形態 文 様 地  文 口 沈 裏  沈 備  考 写真図版

BS24-3 深鉢 胴底 第2群

RT24-3 深鉢 胴底 第2群

CD,2-3 深鉢 胴底 蕪 第2群

深鉢 胴底 LR横

93204 深鉢 胴底 無 第2群

胴底 無 第2群

CB26-3 胴底 無 第2群

A366 BS22-3 深鉢 胴底 LR横 第2群

CC25-3 深鉢 胴底 第2群

CB28-3 深鉢 胴底 無 第2群 写真88■ 3

CC18 3 深鉢 胴底 LR横 夕雪2電ギ

深鉢 胴底 LR横 第2群

胴底 無 第2群 写真8816

C砂 93 胴底 無 第2群 写真8814

CB25-3 深鉢 胴底 第2群 写真88■ 5

第20図 包含層地区第 3層出土縄文土器 (7)
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Ⅳ章 1 包含層地区

0                  10cm

図番号 と録番手 出土地区・層位 器  形 部位と口縁形態 文 様 地  又 口 沈 裏  沈 備   考 写真図版

深鉢 胴底 しR斜 第2群

深鉢 胴底 LR横 第2群

CC20-3 深鉢 胴底 無 第2群

CB26-3 深鉢 胴底 LR横 第2群

BR25-3 胴底 LR横 ヨ雪2君ギ

21-6 C鬱 43 胴底 無 第2群

BT27-9 深al 胴底 LR斜 第2群

A429 BT23-3 深鉢 胴底 無 第ワ群

BS25-3 深鉢 胴底 LR斜 第2群

BT24-3 深鉢 胴底 LR斜 第2群

深鉢 胴底 LR斜 第2群

BS21-3 深鉢 胴底 LR斜 Я善2調辛

第21図 包含層地区第 3層出土縄文土器 (8)
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図番号 出土地区・層位 器 形 部位と口縁形態 文 様 地  文 口 沈 嚢 沈 備  考 写真図版

BSワ8-3 浅鉢 B 口双山突 文様Ⅵ 無 O O 第2群 写真89■

浅鉢 B 口双山突 文様IV 無 O O 第2群 写真892

A68 BS25-3 浅鉢 B 口双山突 無 ○ ○ 第2群 写真893

CA25-3 浅鉢 B 口双山突 文様IV 無 ○ O 第2群 写真894

A55 CA24 3 浅鉢 B 口平 無 ○ O 第2群 写真895

浅鉢 B 口双山突 無 O 第2群 写真896

浅鉢 B 口平 征
小

○ ○ 獅密2君羊 写真897

浅鉢 A 口V 無 O ○ 第2群 写真898

BS'5-3 浅鉢 A 口双山突 文様 V 無 ○ ○ 第2群 写真899

BS25-3 浅鉢 A 口平 文様 I? 無 ○ O 第辮 写真3910

BT26 3 浅鉢 A 口山突 征
＾

○ O 第2群 写真89■ 1

CA27-3 浅鉢 ム 口平 文様 II 無 O O 第つ群 写真8912

A61 BS26-3 浅鉢 A 口双山突 文様IV 征
＾

○ ○ 第2群 写真89■ 3

00188 浅鉢 A 胴 LR横 第2群 写真8914

浅鉢 A 口双山突 文様コ 無 ○ ○ 第2群 写真802

BS25。 26-3 浅鉢 A 口双山突 文様 V 無 ○ ○ 第2群 写真81■

第22図 包含層地区第 3層出土縄文土器 (9)
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図番号 睡録番日 出土地区・層位 器 形 部位 と口縁形態 文 様 地  文 口 沈 裏 沈 備  考 写真図版

BS26-3 浅鉢 A 口双山突 無 ○ 第2群 写真8915

CE27-3 浅鉢 A 文様 I 架 〇 第2群 写真8916

浅鉢 A 口双 山突 文様コ 無 ○ ○ 第2群 写真89■ 7

BT28 3 浅鉢 A 口山突 文様H(6条 ) ○ ○ 第?群 写真89■ 8

CA25 3 浅鉢A 口平 文様 I(5条 ) LR積 ○ 第2群 写真89■ 9

8T22CE23-3 浅鉢 A 口山突 文様■(4条 ) ○ ○ 第2群 写真8925

浅鉢 A 口平 文様 II 無 O 第2群 写真8921

23-3 BT23-3 浅鉢 A 口平 文様 H(2条 ) LR横 ○ 第2群 写真8922

CB20-3 浅鉢A 口双山突 無 O 第2群 写真8924

BS25-3 浅鉢 A 口平 文様 H(4条 ) 無 O 第2群 写真8920

浅91A 口山突 文様 I(1条 ) LR横 O ○ 第2群 写真8923

23-19 CX)27-3 浅鉢 C 口平 文様 II LRT.l ○ 舅再2君羊 写真815

第23図 包含層地区第 3層出土縄文土器 (10)
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図番号 録番彊 出土地区・ 層位 器  形 部位 と口縁形態 文 標 地  文 口 沈 裏 沈 備  考 写真図版

BE27-30-1 浅鉢 C 口 平 文様 I(2条 ) 甑
一

O 第2群 写真825
CD26-3 浅鉢 C 口双山突 文様 I ○ 第2群 写真812

CE28 3 浅鉢 C 口平 文様 I(3条 ) 無 ○ 第2群 写真90■

BS25-3 浅鉢 C 口平 文様 I(3条 ) 熊 ○ 第2群 写真909

BS26-3 浅鉢 C 口平 文様 1 無 ○ 第2群 写真903

浅鉢 C 口平 文様 ] 無 ○ 第2群 写真904

浅鉢 C 窯 ○ 第2群 写真905

BS25-3 浅鉢 C 胴 無 第2群 写真906
24-9 A149 CC23-3 浅鉢 C 口平 文様 I LR横 ○ 第2群 写真907

BS25-3 浅鉢 C 胴 無 第2群 写真90S

BT27-3 浅鉢 C 口平 無文 無 ○ 第2群 写真900

BS25-3 浅鉢 C 口平 文様 I LR横 ○ 第2群 写真9010

C醐 03 浅94C 口平 無 第2群 写真9011

浅鉢 C 無 第2群 写真90■ 2

CD26-3 浅鉢 C 文様 (3条 ) LR横 ○ 第2群 写真90■ 3

24-16 浅鉢 C 胴 文様 (7条 ) LR横 第2群 写真つ0■ 4

CB26-30-3 浅鉢 C 口双山突 文 檬 (3条 ) LR斜 ○ ○ 第つ群 写真90■ 6

CE28-3 袖珍土器 口平 文様 (3条 ) 無 第2群 写真90■ 5

第24図 包含層地区第 3層出土縄文土器 (11)
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砕議

霧摯可戸Ⅷ

割 澪 覇司 潤 :鮎 秘季幣騒

健庇0矮 正1轟注2嚢播

一

図番号 陸録番矧 出土地区・層位 器 形 部位と口縁形態 地  文 口 沈 裏  沈 備  考 写真図版

BT23-3 浅鉢 D 口 平 無 ○ 第2群 写真91■

CB26-3 浅鉢 D 口平 無 O 第2群 写真912

CA20-3 浅鉢 D 口平 文様Ⅳ 無 ○ 第2群 写真913

浅鉢D 口平 文様Ⅳ 鉦
小

O 第2群 写真914

BT24-3 浅鉢 D 口平 無 O 第2群 写真915

浅鉢 D 口平 文様V? 無 O 額営2君羊 写真910

(冽こ25-3 浅鉢 D 文様H? 熊 ○ 傷宮2電子 写真913

CE27-3 浅鉢 D 口双山突 文様 II 無 O 第2群 写真917

浅鉢 D 胴 無 第2群 写真919

浅鉢D 胴 無 第2群 写真91■ 0

浅鉢 D 胴 範
一

第2群 写真91■ 1

浅鉢 D 胴 第2群 写真0112

CB26-3 浅鉢 D 口山突 ? 文様■ ○ O 第2群 写真91■ 3

CA25 3 浅鉢 D 口平 文様 I ○ 第2群 写真9114

浅鉢 D 口平 文様 I(6条 ) LR横 ○ O 第2群 写真91■ 5

25-16 RS27-3 浅鉢 D 口平 文様 H LR榛 ○ 第2群 写真91■ 6

A374 浅鉢D 胴・底 無 第2群 写真91■ 7

浅鉢 D 口平 文様V】 無 ○ 第2群 写真9118

25-19 浅鉢 E 口平 無 ○ ○ 第2群 写真91■ 9

C826-3 浅鉢 E 口双山突 文様lV 無 ○ ○ 第2群 写真9120

CA28-3 浅鉢 E 口山突 文様 I剛 ○ ○ 内外面炭化物付着 第9群 写真9121

A66 CA26-3 浅鉢 E 口山突 文様IW 無 ○ O 第2群 写真9122

深鉢 E 文様 II LR横 ○ 第2群 写真9123

第25図 包含層地区第 3層出土縄文土器 (12)
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図番号 と録番手 出土地区・ 層位 器  形 部位と口縁形態 文 様 地  文 葵 沈 備   考 写真図版

BS22CA27-3 浅鉢 E 口山突 文様 1(つ条) 無 O O 第2群 写真9125

BS23-3 浅鉢 F 胴 LR横 O 第2群 写真9124

浅鉢 F 口平 文様 1(1条 ) LR横 ○ 第2群 写真9126

BS25-3 浅鉢 F 口平 文様 I(1条 ) LR横 O 第2群 写真813

BT24-3 浅鉢 F 口平 文様 I(1条 ) 無 O 第2群 写真81

第26図 包含層地区第 3層出土縄文土器 (13)
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図番号 こ録番拝 出土地区・層位 器  形 部位 と口縁形態 文 様 地  文 口 沈 裏  沈 備  考 写真図版

CA26 3 浅鉢 胴・底 無 第2群 写真9127

BT23-3 浅鉢 チ‖「ユ・底 無 第2群

浅鉢 ,liユ
・底 第?群

∝ 23-3 浅鉢 胴 ・ 底 第2群 写真9130

浅鉢 胴・底 第2群 写真9129

BS26-3 浅銘 胴・底 LR縦 第2群

浅 鉢 胴・底 第2群

浅鉢 胴・底 無 第2群

CA26-3 浅 鉢 胴・底 第2群

A418 浅鉢 胴・ 底 LR斜 第つ群 写真9131

BT24 3 浅鉢 胴・底 LR? 第ワ群 写真9128

浅鉢 胴・底 RL縦 第2群

浅鉢 胴・底 虹
い

舅雪2吾半

浅鉢 チ1']・ 底 範
小

伽雪2き準

CD26-3 浅鉢 ? 胴・底 無 第2群

台付鉢 胴・底 LR横 第2群 写真92■

CC26-3 壺 口小突 文様 H ○ O 第2群 写真923

CD21-3 口平 RL横 ○ 第2群 写真922

A484 CA26-3 甕 胴 ・ 底 第2群 写真816

CC26 3 豆 胴 無 第2群

第27図 包含層地区第 3層出土縄文土器 (14)
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図番号 と録番手 出土地区・ 層位 器  形 部位と口縁形態 文  様 地  文 口 沈 裏 沈 備  考 写真図版

深鉢― 胴 羽状縄文 繊維混入 第1群 写真925

深鉢― 縄文条痕 織維混入 第 1群 写真92お

表採 深鉢― 胴 LR斜 第1群 写真927

BQ～9E17～18■ 深鉢― 口平 条線 第1群 写真028

BQ～CE17～18■ 深鉢― 胴 条線 第1群 写真999

A200 BQ～C117～ 18■ 深鉢― 胴 第1群 写真9210

BR～ CE27～ 31 深鉢― 口 平 第1群 写真9211

深鉢 D 口平 羽状縄文 RL横 第2群 写真9215

深鉢 D 口平 LR績 第2群 写真9212

深鉢 E 口平 LR横 第2群 写真92■ 3

深鉢 D 口平 と横 劣営2議羊 写真9214

BQ～ CE17～18■ 浅鉢 D 口小波 LR横 第2群 写真92■ 6

深鉢 D LR検 第2群 写真9217

深鉢 D L横 第2群

A144 BQ～9E17～18■ 浅鉢 B 口双山突 無 ○ 第2群 写真92■ 8

BR～ CF27～ 30■ 浅鉢 D 口平 無 O 第2群 写真92■ 9

BQ～ CE17～ 18■ 浅鉢 D 回平 ? 文様■ 無 ○ 傷宮2君辛 写真9220

欠番

深鉢 B 回小波 ? LR横 ○ 第2群 写真9221

XX l 深鉢 A 口双山突 ? 無 第2群 写真9222

A381 深鉢 A 回打ヽ波 第2群 写真9223

BR― CE27～ 31 浅鉢 D 胴・底 第2群

第28図 包含層地区第 1層出土縄文土器 (15)
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[深鉢形土器底部]3層 (第20図 1～ 15,第21図 1～ 12)

第20図・21図は深鉢形土器の底部である。大半がミガキによる無文の底部であるが、網代底

のもの (第20図 10。 13・ 14)も ある。

(浅鉢形土器〉

浅鉢形土器は、器形から以下のようにA～ Fの 6類に細分 (第31図第 2群土器浅鉢形土器分

類図)した。

[浅鉢形土器 A類]4層 (第 13図 8・ 10)3層 (第22図 8～ 16・ 第23図 1-11)

胴部が内彎気味に立ち上がり、口縁部が略直立するもの。

口縁部には山形突起を持つもの (第22図 11、 23図 4・ 6・ 11)、 双頭山形突起 (2個一対の低

平な山形突起を持つもので突起間に凹部がある。突起部が消滅し凹部のみのものもある)を持

つもの (第22図 9。 13・ 15。 16、 第23図 1・ 3・ 4・ 9)、 平縁のもの (第22図 8・ 10・ 12、 第

23図 2・ 5。 7・ 8・ 10)と がある。いずれも、内面に一条の沈線を巡らしている。日唇部に

は、沈線を巡らすもの (第22図 8～ 13、 15。 16、 第23図 3・ 4・ 6・ 11)力 あゞり、山形突起を

もつものは頂部、双頭山形突起を持つものは凹部を除いて沈線を巡らしている。沈線のないも

の (第23図 1・ 2・ 5。 7～ 10)も ある。底部と胴部が明瞭でなく、沈線を巡らすもの (第22

図15)も ある。

[浅鉢形土器 B類]3層 (第22図 1～ 7)1層 (第28図 15)

胴部が内鸞気味に立ち上がり、日縁部は屈曲してわずかに外反するもの。

日縁には双頭山形突起のあるもの (第22図 1～ 4・ 6、 第28図 15)と 平縁のもの (第22図 5。

7)がある。いずれも内面に沈線を一条巡らし、 1点 (第22図 6)を除いて口唇部にも沈線が

ある。双頭山形突起を持つものは凹部を除いて沈線が巡る。

[浅鉢形土器 C類]4層 (第 13図12)3層 (第23図 12、 第24図 1～ 17)

胴部が外傾して立ち上がり、そのまま口縁部が外傾するもの。

口縁部は平縁のもの (第23図 12、 第24図 1～ 16・ 18)洵 大ゞ部分であるが、双頭山形突起を持

つもの (第24図 17)も ある。内面に沈線を一条巡らすもの (第23図 12・ 第24図 1・ 2・ 3～ 7・

9・ 11・ 12・ 15・ 17)と無いもの (第24図 13・ 14)と がある。双頭山形突起を持つものは凹部

を除いた口唇部に沈線 (第24図 17)があるが他のものにはない。口縁部文様帯は、工字文を配

するもの (第23図 12)も あるが、大部分は2～ 7条の平行に巡る沈線を配している。沈線下の

胴部は (第23図 12、 第24図 9。 12・ 15～17)の ように縄文を施文するものと、無文のもの (第

24図 1～8・ 10・ 11。 13・ 14)力 Sある。

[浅鉢形土器 D類]4層 (第 13図 9。 11・ 18)3層 (第25図 1～ 18)1層 (第28図 16・ 17・ 22)

胴部～口縁部へと略直立するもの。



Ⅳ章 1 包含層地区

口縁部は平縁のもの (第 13図 9、 第25図 1～ 7・ 14～ 16・ 18、 第28図 16)双頭山形突起をも

つもの (第13図 18、 第25図 8)と があり、すべて内面に一条の沈線を持ち、口唇部に沈線を持

つもの (第13図■・ 18、 第25図 13・ 15)も あり、双頭山形突起を持つものは凹部を除いた口唇

部に沈線を持つもの (第13図18)と 、沈線のないもの (第25図 8)がある。

[浅鉢形上器 E類]3層 (第 25図 19～ 23、 第26図 1)

胴部～口縁部へと略直立するが、口縁部が屈曲しわずかに外反するもの。

口縁部は山形突起を持つもの (第25図 21・ 22、 第26図 1)、 平縁のもの (第25図 23)、 双頭山

形突起のもの (第25図 20)と がある。 1点 (第25図 23)を除いてすべて口唇部に沈線があり、

すべて内面に一条の沈線を巡らす。

[浅鉢形土器 F類]3層 (第26図 2～ 5)

胴部は内彎し丸みをもつが大きく屈曲して口縁部が立ち上がるもの。

口縁部は平縁のものだけで、内面に一条の沈線をめぐらすが、口唇部には沈線がない。胴部

と口縁部の屈曲部に沈線を巡らすもの (第26図 3・ 4)と 、軽い段状のもの (第26図 2)とが

ある。口縁部外面に沈線を巡らすもの (第26図 3)も ある。胴部は縄文が施文されている。

[浅鉢形上器底部]3層 (第27図 1～ 15)

第27図 1～ 15、 浅鉢形土器の底部資料である。DoE類 の底部と考えられるもの (第27図 1

～ 5)と、A・ BoC類 の底部と考えられるもの (第27図 6～15)と がある。いずれも無文で

ある。D・ E類 と考えられるもの (第27図 1～ 5)は、胴部と底部の境界に沈線を 1～ 2条巡

らしている。

[浅鉢形土器の文様 ]

破片資料が多いため、全体の文様構成を知る手がかりになるものが少ない。文様構成が略半」

明するものを中心に文様をまとめたのが第29図である。これら、文様構成をみてみると、A～E

の 5つ の文様要素からなっている。

A 横位沈線

口縁に平行して数条横位に巡る沈線

B 沈線間彫去

数条の横位沈線間を彫去したもの。 2条の沈線間を彫去したものが多いが、数条にわたる

ものもある。反転沈線と結合するものもある。

C 台形状彫去

沈線間彫去の変形で、台形状に彫去した独立する文様要素。反転沈線と結合するものもあ

る。
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D 反転沈線

横位沈線の変形で、上・下の横位沈線が曲折して反転状に展開する独立した文様要素。間

に横位沈線をはさむものもある。

E 斜行沈線

各文様要素間に配置される、斜行する沈線。

これら5種の文様要素の組合わせから、以下のように 7種類の文様が認められた。

文様要素種別 文様 I 文様H 文様Ш 文様IV 文様V 文様Ⅵ 文様Ⅷ

A横位沈線 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

B沈線間彫去 ○ ○ ○ ○ ○ ○

C台形状彫去 ○ ○ ○

D反転沈線 ○ ○ ○ ○ ○

E斜行沈線 ○ ○

文様 I

口縁と平行に巡る数条の横位沈線のみのもの。一条のものもある。

文様H(第 29図 1～ 9)

数条の沈線間の一部を彫去したもので、この中には二条の沈線を彫去するもの(第29図 5)

もある。また、反対向に一対になっているもの (第29図 9)も ある。この文様は数単位に

わたりくりかえし展開 (第29図 1・ 6)している。

文様Ⅲ (第29図 10)

沈線間彫去と反転沈線の組合わせ (第29図 10)である。

文様Ⅳ (第29図 11～14)

沈線間彫去・台形状彫去・反転沈線の組合わせ (第29図 11～ 13)である。反転沈線間に沈

線をはさむもの (第29図 12・ 14)も ある。

文様V(第29図 15～ 16)

反転沈線と結合する沈線間彫去 。台形状彫去・斜行沈線の組合わせである。 (第29図 15)

文様Ⅵ (第29図 17～ 19)

沈線間彫去・反転沈線・斜行沈線の組合わせである。 (第29図 16～ 18)

文様ⅥI(第29図 20～21)

反転沈線と結合する沈線間彫去 。台形状彫去との組合わせである。 (第29図 19。 20)
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[浅鉢形土器の器形と文様 ]

器形 と文様 との関係をまとめると下のようになる。

漢 文様 I 文様Ⅱ 文様Ⅲ 文様Ⅳ 文様V 文様Ⅵ 文様Ⅷ

A類 ○ ○ ○ ○

B類 9 ○

C類 ○ ○

D類 ○ ○ ○ ○

E類 ○ ○ ○ ○

F類 ○

(壺形土器)3層 (第 27図 17～ 20)

全体の器形がわかるものはないが、口縁部が外反し (第27図 17・ 18)、 胴部がやや膨らむ (第

27図 19)よ うである。低い突起を持ち、日唇部直下の回縁部に工字状文があり、胴部は無文の

もの (第27図 19。 20)と 縄文施文 (第27図 18)と がある。

(台付土器)3層 (第27図 16)

1点のみの出土である。胴部と台部の境界に沈線を 1条巡らしている。胴部上半～口縁部は

不明である。

以上、第 2群土器について検討したが、編年的位置付けは、V章考察の頂で行う。

第 2群土器類別集計

深鉢形土器                浅鉢形土器

21メ氣
(244%)

小波状 14点
(938%)

沈  線 3点

平  縁 1点
(67%) (363%)

軽 ヤヽ段 2点

(182%)

35点
(407%)

小波状 17点 沈 線 点
％

(136%)
点
易

平  縁 2点
01%)

軽 ヤゝ段 16点
(516%)
1点

C類 小波状
(100%)

つ 類

(302%)
」ヽ旗状 占

小
ュ

７

３０
26点
(100%】

平 縁 16点
(696%)

E類 2点
(23%】

平  縁 2ナ氣 2点

(12%) (100%) (100%)

合 計
(100%)

4ヽ波状 39点 沈 線 点
窃

点
協

沈繰状段 点
財

平  縁 点
幌

軽 ヤゝ段 18点
(250%)

点
財

範
小

29点
(403%)

A類 22点
(265%)

平 縁 8点
(400%)

沈 線 12点

山形架起 4点
(200%)

双頭山形 8点

B類 点
％

点
院

沈  線 7点
(875%)

双頭山形
突 起

6点
(750%)

征
小

1点

C類
(229%)

18点 沈  線 1点
(719ム )

突 起 (53%)
無 13点

(929%)
D類 点

賜
平 縁 点

７
沈 線 5点

(278°/6)

突  起 (133%) (722%)
E類 6点

(72%)
平 縁 1点

(200%)
沈 線 4点

山形突起

双頭山形

3点
(600%)
1点

(200%)

点
院

点
賜 (100%)

合 計 83点
(100%)

平  縁
(648%:

沈 線 29兵ま
留26%)

山形突起 7点
(98%) (574%)

双頭山形
突 起

18点
(254%)



文様Ⅱ

11

E類 (25図 20)

E類 (25図 22) 17   A類 (22図 1)18

文様Ⅶ

D類 (25図 18)
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D類 (25図 16)

調

一

C類 (24図 2)

A類 (23図 6)

E類 (25図 21)

5

ー

ー

ー中

7

16

A類 (22図 9

D類 (25図 8)A類 (22図 8)

A類 (23図 4)
D類 (23図 8)

D類 (25図 3)

D類 (25図 4)

A類 (22図 13)

D類 (25図 18)

第29図 第 2群土器浅鉢形土器文様模式図
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深鉢形土器の分類

類 別 器   形 模 式 図 口縁部 面

線

内

沈

口縁部と

胴部区画

地 文

深鉢形

A類

胴部内彎

口躇 I「 く」字

状屈曲大きく外

反

小波状口

縁

(多 )

平縁

(少 )

無
∽
飾
り

沈線

沈線状段

軽い段

不明瞭

単節縄文

深鉢形

B類

胴部やや内彎

口縁部屈曲して

わずかに外反

小波状口

縁

(多 )

山形突起

(少 )

平縁 (少 )

線

一
条

沈

一

一
一

沈線

沈線状段

軽い段

不明瞭

単節縄文

無文

1/1ヽ型)

深鉢形

C類

胴郡やや内彎

口縁部直立屈曲
笠

小波状口

縁

線

条

沈

一

沈線 単節縄文

深鉢形

D類

胴部外傾

口縁部外傾 口

聯
∽
淋
　
い

小

縁

征
〔

征
〔

単節縄文

深鉢形

E類

】同菩[ややタト傾

回縁部やや内彎

平縁 毎
〔

征
〔

単節縄文

深鉢形

F類

胴部やや内彎気

味

日縁部やや外傾

平縁 征
〔
沈線 無   文

第30図 第 2群土器深鉢形土器分類図
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浅鉢形土器の分類

類 月」 器 形 模 式 図 口縁部 内面

1沈線 )

口唇部

(沈線)
支 様

勅　鞭

胴部内彎

口縁郡直立

平縁

双頭山形

突起

山形突起

沈線

一条
飾
的
　
笙〔的

文様 I

文様Ⅱ

文様 V
文様Ⅵ

浅鉢形

B類

胴部内彎

口縁部屈曲わず

かにタト反

双頭山形

突起

(多 )

平縁

(少 )

沈線

一条
腑
∽
　
笙〔の

文様 I?
文様Ⅳ

浅鉢形

C類

胴部外傾

口縁部外傾

平縁

(多 )

双頭山形

突起

(少 )

沈線

一条
腑
ω
無
∽

文様 I

文様Ⅲ

浅鉢形

D類

胴部～口縁部

略直立

平縁

(多 )

双頭山形

突起

(少 )

沈線

一条

笙

(多 )

沈線

(少 )

文様 I

文様 Ⅱ

文様Ⅳ

文様Ⅶ

浅鉢形

E類

胴部～口縁部

略直立

口縁部わずかに

屈曲わずかに外

反

山形突起

双頭山形

平縁

沈線

一条
鴻
∽
無
り

文様 I

文様Ⅲ

文様Ⅳ

文様Ⅵ

浅鉢形

F類

胴部内彎

口縁部タト傾

平縁 沈線

一条

伍
〔

(口続詰Б)

文様 I

(】同音[)

単節縄文

第31図 第 2群土器浅鉢形土器分類図
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② 上製品 (第 32図 1～ 3)
土偶の破片が 3点出上している。 1～ 3と も中空土偶の脚部破片で 1の足は刻目を入れて指

を表現し足首に二条の沈線を巡らしている。 2・ 3は 1の上部破片と考えられる。4は直径 2.2

cm、 厚さ 1.2cmの土玉で中心部に径 0.5cmの買通孔がある。

③ 剣片石器とその素材 (第33～49図 )
[石 鏃](第33図 1～ 4)

1は先端部・基部とも欠損しているため全体的形態は不明である。 2は茎基部のえぐりが弱

い凸基のもので、素材剣片の背面に礫面が残存している。 3の基部は平基で側縁部がややぶく

らむ。全体的には鋭角三角形状を呈している。 4は凹基で側縁部は強くふくらむ。

[尖頭器](第33図 5)

尖頭部をもつが、石鏃よりもひと回り大型で厚みがある石器で 1点出上している。左右が略

対象で基部 。側縁部ともに丸みをもつが尖頭部は尖る。

[石 匙](第33図 6～ 8)

7のつまみ部は欠損しているが、 6・ 7と もつまみ部に対して縦方向に長い刃部が作られ末

端が尖っている。 6は背・腹面の全面を調整しているが、 7・ 8は背面の側縁の調整のみであ

る。 8は礫打面下端の両側に背・腹両面からノッチを入れてつまみ部を作り出している。

[不定形石器](第 33～37図 )

定形石器 (石鏃・尖頭器・石匙)を除いたものを不定形石器として一括した。第33図 9は両

極象J離痕のある石器で、対向する縁辺が二対で、それぞれの縁辺とも線状を呈している。第33

図10は楕円形の平面形態を呈し、背・腹両面に調整劉離を施し、特に背面は全面におよんでい

る。第34図 4は長方形を呈する剣片素材の左・右辺に部分的な調整剣離を加えたもので石箆の

未製品の可能性がある。第35図 3は背面右辺中心に大きな調整剣離を加え末端辺を折断してい

る。第35図 6は背面左辺の一部にスクレイパーエッジがある。第36図 1は腹面右辺の一部にス

クレイパーエッジがあり先端は折れている。第36図 2の aobは接合資料である。背腹両面か

ら大きな調整剣離を加えているが製作中a.bの二つに折れ、 aはそのまま廃棄したが bに は

折れた部分を中心に調整剣離を加えている。第37図 1は節理面に沿って剣離した大型の剣片素

材の背腹両面の縁辺に沿って大きな交互剣離状の調整剣離を施している。背面に大きな礫面を

残し、全体形が菱形を呈したチョッピングツール状の石器である。

[二次加工あるDtll片](第38～40図 )

剣片の一部に調整剣離が施されている剣片である。第39図 3は基辺が折断されているが、礫

端片か礫面剣片と考えられる。腹面の一部に調整剣離を力日えている。

[微細剣離痕ある剣片](第40～41図 )
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縁辺に連続的な微細劉離痕を持つ剣片である。第41図 4は背面左辺に、うろこ形や三日月形

の微細な劉離痕がある。

[石 核](第42～49図 )

石核の周縁から中心に向かって求心的に劉片剣離がなされたもの (第42図 2・ 3、 第43図 1)

多打面から剣片剣離され、多面体を呈するもの (第42図 1・ 第44図 4・ 第47図 1)な どがある。

④ 磨製石器・ 礫石器 。石製品

[石 棒](第50図 1)

断面形は丸みのある橋円形で、両端が欠損している。

[磨製石斧](第50図 2・ 3)

2点出上しているがいずれも破損品である。 3は刃部が破損している。胴部上半より胴部下

半の幅が大きく、縦断面は略並行で横断面はふくらみがある長方形で隅が丸い。頭部は丸味を

もち、胴部側縁との境が不明瞭である。 2は胴部上半と頭部が残存し、頭部は丸味をもち胴部

側縁との境が不明瞭である。いずれも、頭部に敲打痕がある。

[凹 石](第50図 4)

1点出土している。略円形の自然礫の両面に凹みがある。凹部の平面形は円形で、断面形は

U字形である。

[磨 石](第50図 5・ 6、 第51図 1～ 5)

7点出土している。表 。裏両面に磨面があるもの (第50図 5、 第51図 1・ 2・ 4)と、側面

に磨面を持つもの (第50図 6。 第51図 3)とがある。第51図 5は、板状に劉離する自然石の片

面を磨面としており、石皿とすべきかもしれない。

期
刊

4

o                   5cm

第32図 包含層地区出土土製品
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図番号 器種 出土地区・層位 登録番号 長さ (■ m) 幅 (mm) 厚さ(mm) 重量 (g) 写真図版

石鏃 9925-3

石鏃 SD20-1

石 鏃

石鏃 表採

尖頭器 CB26-3

石匙 CC23 4

石匙

石匙

不定形 表採

33-10 不定形 13 1 94-8

第33図 包含層地区出土示」片石器 (1)
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毎

G

1                     6

◆
Cm

図番弓 器種 出土地区・層位 登録番号 長 さ (mm) 幅 (mm) 厚さ(mm) 重量 (g) 写真図版

不定形 表採

不定形 CC21-4

不定形 C825-4

不定形 CB25-3

不定形 CB14-4 95-5

不定形

第34図 包含層地区出土録1片石器 (2)
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ハ
川
即

‐ｍ
　　　〉‐⇔

図番号 器種 出土地区・ 層位 登録番号 長さ (mm) 幅(mm) 厚 さ(mm) 重量 (g) 写真図版

不定形 CD26-3

不定形 K25

不定形 35 1

不定形 CB29-3

不定形 CC18-3

不定形

第35図 包含層地区出土最J片石器 (3)
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♀     t     iCm
図番号 器種 出土地区・ 層位 登録番号 長さ (mm) 幅(■ m) 厚さ(mm) 重量 lFr) 写真図版

不定形 CB21-4

不定形 CC20 4 K16 167 95-17

不定形

第36図 包含層地区出土剥片石器 (4)
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図番号 器種 出土地区・層位 登録番号 長さ (mml 幅(mm) 厚さ(mm) 重量 (g) 写真図版

不定形 CC26 3

不定形 CD26-3

第37図 包含層地区出土録」片石器 (5)
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適 0雲塾
4

一
 口

図番号 器種 出土地区・層位 登録番号 長さ (mm) 幅 (mm) 厚さ(mm) 重量 俊) 写真図版

二次加エ

CB28-3

二次加工 CB25-3

二次加工 AB～ AD 75～782

二次加工 CB22-3

二次カロエ 96-3

二次カロ正

第38図 包含層地区出土録」片石器 (6)
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|

白

ｑ

0                 5 cm

―，図番号 器種 出土地区・層位 登録番弓 長さ (mm) 幅 (mm) 厚さ(mm) 重量 (g) 写真図版

二次加工 CC18-3

二次カロエ

二次カロエ CC20-3

二次カロ正

二次加工 SD21-1

第39図 包含層地区出土剥片石器 (7)
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0                 5 cm

図番号 器種 出土地区・層位 登録番号 長さ (mm) 幅 (nm) 厚さ(mm) 重量債) 写真図版

二次加工 BS24-3 34 7

微細劉麗 XX K58 22 9

微細劉離

微細剣離 CA26 3 30 2

微細劉離 CC22 3

ale4劉 離 CC20 3

第40図 包合層地区出土剥片石器 (8)
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0                 5 cm

図番号 器種 出土地区・ 層位 登録番号 長さ (mm) 幅 (mm) 厚さ(mm) 藁量 (寓 ) 写真図版

微細剥離

微組 all離 CE27-3

微細剣離

微細劉離 CE27-3

微細劉離 CC24-3

微細剣離 CD27-3

第41図 包含層地区出土最」片石器 (9)



IV章  1 包含層地区

1

図番弓 器種 出土地区・層位 登録番号 長 さ (mm) 幅 (mm) 厚さ(mm) 重量 (g) 写真図版

石核 CB23-4

石核 99244

石核 BT23-3

第42図  包含層地区出土最」片石器 (10)



IV章  1 包含層地区

0                5 cm

図番号 器種 出土地区・層位 登録番号 長さ (mm) 幅 (mm) 厚さ(mm) 重量 (g) 写真図版

石核 BT30-3 K73

石核

石核 BQ23-3

第43図 包含層地区出土最」片石器 (11)



IV章  1 包含層地区

♀     t     ttCm
図番号 器種 出土地区・層位 登録番号 長さ (mm) 幅(mm) 厚さ(mm) 重量 後 ) 写真図版

石核

石核 BQ23-3 74 8

石核

石核 CA26-3 K69

第44図 包含層地区出土剥片石器 (12)



Ⅳ章 1 包含層地区

I

色 0                5 cm

図番号 器種 出土地区・層位 登録番号 長さ (mm) 幅(mm) 厚さ(mm) 重量 (Я ) 写真図版

石核 98-9

石核 BR24-3 47 3

石核

石核 CAワ 63 K67

石核 BT22 3

第45図 包含層地区出土果1片石器 (13)



IV章  1 包含層地区

♀     l     iCm
図番号 器種 出土地区・層位 登録番号 長 さ 幅(mm) 厚 さ (mm) 重量 (g) 写真図版

石核 BS18-4

石核 98-14

石核

第46図 包含層地区出土最」片石器 (14)



IV章  1 包含層地区

図番号 器種 出土地区・層位 登録番号 長さ (mm) 幅(mm) 厚さ(nm) 重量像) 写真図版

石核 BR27-3 1 380

43-2 石核 K84

第47図 包含層地区出土最」片石器 (15)



Ⅳ章 1 包含層地区

図番号 器種 出土地区・層位 登録番号 長さ (mm) 幅 (mm) 厚さ(mm) 重量 (g) 写真図版

石核 CA26-3

石核 CE25 4 K85

第48図 包含層地区出土剥片石器 (16)



Ⅳ章 1 包含層地区

ハ

沙

図番号 器種 出土地区・層位 登録番号 長さ (mm) 幅 (mm) 厚さ(mm) 重量 (質 ) 写真図版

石核 BS23-4 1053 106 8

石核 BP19-4 20 6 98-7

石核 CB26-1

第49図 包含層地区出土剥片石器 (17)
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3

O ①

♀      I     l10Cln

図 番号 登録番号 触
.層
離 長さ仕m) 幅 (�m) 厚さ (― l 重量億) 石   材 破 損 使用戻 備 考 写真圏板

K104 CA30～ 3 (21040) (2085) 2425 石緯 93-7
50乾 Ki03 CD26 3 (60801 (36:50) 90 磨製石斧 93-5
50-3 K102 19820J 45 85 20 10 230 磨製石斧 93-6

K105 9955 92.30 4475 470 凹 凹石 100-2

K109 CB22-4 112 35 75 65 51 50 690 ス リ 筋

CB22-4 13990 9265 6740 1410 磨石 100-ユ

第50図 包含層地区出土礫石器 。磨製石器 。石製品



第51図 包含層地区出土礫石器



Ⅳ章 2 水田地区

2 本 田地区
(1)基本層位

遺跡の大部分に広がり19,460m2ほ どでぁる。このうち12,040m2を 調査した。平安時代の水

田面まで 3枚の層が認められた。水田下については一部深掘をしたが地点によって堆積状況が

異なっていた。以下各層の特徴・分布と遺物・遺構との関係について概略を述べる。

[第 1層](第53図 )

第 1層はシルトで構成される層で、全体的色調はにぶい黄褐色 (10YR 4/3)で ある。現水田

の耕作上で、水田地区のほぼ全域に広がる。

[第 2層](第53図 )

第 2層は、水田地区の中央を南北に延びる農道を境に東部と西部では若干様相が異なる。東

部では、色調。土性から2a層 (黄褐色シルト10YR 5/6)、 2b層 (暗灰責色シルト質粘±2.5YR

4/2)、 2c層 (黄灰色粘土質シルト2.5YR 4/1)に細分される。2a層 は東部の北西を除くほぼ全

域に認められ、東南にいくにしたがって薄くなる。2a層下の北西に2b層が、南東に2c層が分布

している。

西部でも、色調・土性から2a層 (暗褐色粘土質シルト10YR 3/4)、 2b層 (灰黄褐色シル ト質

粘±10YR 4/2)、 2c層 (黒褐色シルト質粘±10YR 3/2)に 細分される。2a層は北東を除 くほば

全域にみとめられる。2b・ 2c層 とも分布域はせまい。

[第 3層](第57図 )

第 3層は白灰色火山灰層である。すべて水田跡の田面上に堆積しており、他の遺構には堆積

していなかった。色調。混入物等から3a層 (灰白色10YR 8/1、 シルト質砂混入)、 3b層 (灰白

色10YR 8/1)3c層 (灰白色2.5Y8/2、 にぶい責橙色シルト混入)、 3d層 (灰白色2.5Y8/2、 3b

層より灰色が強い)3e層 (灰白色10YR 8/1、 3b層 より明るい)、 3f層 (灰白色10YR 3/2、 粘土

質シルトを含む)、 3g層 (灰白色2.5Y8/2、 3d層 より粒子が粗い)の 7つ に細分できる。堆積

状況 。分布状態については水田の項で詳述する。

[第 4層](第79080図 )

第 4層は、水田区の全域に分布している。しかし、地点によって色調・土性が違っている。

色調は、オリーブ色 (5YR 5/4)、 褐色 (7.5YR 4/6、 10YR 4/4、 10YR 4/6)、 にぶい責褐色 (10

YR4/3)、 責褐色 (2.5YR 5/4)の ものがあり、土性も砂とシルト質粘土とがある。深掘区のみ

の観察であり、全体の詳細な分布状況については把握することができなかった。おおよそ北部

と南部が砂質で、中央部はシルト質粘土という傾向がある。包含層地区の基本層第 2層 と同一

のものと考えられる。



IV章  2 水田地区

似)遺構と遺物
① 水田跡
[検出面]

基本層位でふれたように、第 1層及び第 2層下の第 3層灰白色火山灰層上面を精査した結果

水田の畦畔を検出することができた。やや勾配のある北半部でも、残存する畦畔を検出できた。

南部の非耕作域を除いた調査区のほぼ全域に水田があったものと考えられる。

[灰白色火山灰の堆積状況]

38区画の水田跡を検出したが、このうち SS■・ 14・ 15・ 16・ 17・ 18の 6区画の灰白色火山灰

を除去して田面を検出した。これら6区画の水田跡について、灰白色火山灰の堆積状況を検討

してみる。最も厚く堆積していたのは、SS18の田面上 (写真■0)で約 40 cm程あつた。基本

層位の項でも述べたように、色調・混入物等から7層に細分することができる。このうち、3g

層はいずれの水田跡でも田面直上に堆積し、他層よりもザラザラして粒子が粗い。3g層上に他

の灰白色火山灰層が堆積している部分で層厚を計測すると、厚い部分で 6cm、 薄い部分で lcm

程で平均すると、3cm前後である。田面の凹凸に対応するようになる堆積状況をしめしている。

この3g層上に堆積する3a・ 3c・ 3f層 には、シル ト質砂・シルト・粘土質シル トが混入しており、

水成堆積の痕跡が認められる。

[耕作土]

耕作土は、基本層第 4層であるが、地点によって色調 。土性が違っている。田面下の調査を

実施していないので、厚さ等は不明である。

[畦畔の配列]

北部から南部にかけて緩やかに傾斜する地形を利用した水田跡のため、勾配の緩い中央部は

畦畔の残存状況が良好であった。しかし、やや勾配のある北部は、隣接する田面の比高差のた

め、畦畔の片側しか検出できないものが多かった。

水田跡記述の便宜上、片側しか検出できなかった畦畔も含め①～① (第52図)に細別して記

述する。いずれも土盛の畦畔と考えられ、耕作上の基本層第4層 と同じ特徴であり、断面形は

台形状を呈している。

こ れ ら 畦 畔 中 、 農 道 西 部 の ① (N-3°
―W)・ ④ (N-5°

一 W)。 ③ (N-5°
― W)、 ⑭ (N-7°

一 W)。

⑬ (N-2°
一W)、 ⑩ (N-0°

一 W)。 ② (N-7°
― W)・ ④ (N-1°

一 W)は 、 そ れ ぞ れ 連 結 し て 直 線

状 を 呈 し 、 方 位 も 真 北 か ら 0～ 10° の 範 囲 で 西 に ず れ る だ け で 、 方 位 に 規 則 性 が あ る 。 農 道 東 部

の ⑫ (N-6° 一 E)、 ⑩ (N-2°
一 W)、 ⑦ (N-4° 一 E)も 、 真 北 か ら 2～ 6° の 範 囲 で 東 西 に ず れ る

だ け で こ れ ら に も 方 位 に 規 則 性 が 認 め ら れ る 。

一方、これら規則性を持つ南北方向の畦畔に対して、東西方向に延びる畦畔の形状は、曲線
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第 2表 水田跡計測表
田

号

水

番
形 状 面凍

日面の標高 ヨ面の状鸞 峰接日面 と, 登画する

と畔番培
水 ロ

最大 最 /1ヽ 傾斜方 F と高関係

SSl 不明

(確認のみ〕

(216)

以上

2067) )Sl>SS2 応刷g

SS2 影
銅
朧

(167 2)

以上

,S2<SSl

,S2(SS7

,S2■ SS4

3ケ″

以上

SS3 k番

彙方形

馨調

確認のみ

火Jヒ

12054 ,S4■ SS2

,S4■SS5

,S4<SS7

5ケル

以上

形

嚇

碇

線

120001 12054 ,S5■SS4
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・８Ａ

Ｂ．９
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確認のみ

19 7,

ス上 ス下

SS2つ >SS28
SS29>SS31
SS29>SS30

不明

SS30 影
鋪
線

ス上

SS30< 不明

SS31 形
　
　
”

訪

鋼

朧

594)

ス上

SS31(SS27
SS31<SS28
SS31(SS30
SS31>SS33

不明

SS32 形

調

311)

ス上

2119) SS32■ SSワユ

き調

確認のみ)

(2843)

以上

20631 ?054) SS33<SS26
SS33く SS31

不明

SS34 く番

SS35 醐
朧

(725)

以上

,052)

ス下

不明

SS36 卜明

FEXのみ

(151)

以上

2124) 7・ 68 不明

Ｍ
餞

(718)

以上

5S37>SS17

SS37■ SS41

不明

Ｍ
綴

(23)

以上

2034)

ス下

,S38?SS24

SS38?SS25

,S38?SS26

不明

硼
陶
100
以上

(2101)

以下

,S39?SS22

SS39?SS23

,S39?SS40

SS40?SS25

不 明

SS40 利
臓

１

上

０

以

Ｌ

下

９

以

SS40?SS23

,S40>SS27

)S40?SS39

不明

利
鰊

(556)

以上

(2090) ,S41■ SS13

,S41>SS17

)S41■ SS37

不明
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第 3表 水田跡畦畔計測表
壼畔番号 検 出 長 方   向 形状 上端幅 下端幅 丞画する水日

① 67m以 上 N-82° 一W 直線 ? 05m SSl・ SS2

② 202m以 上 N-79° 一E 直線 05m SS2・ SS4

③ 102m以 上 N-5° 一W 直線 1lm SS2・ SS7

④ 70m以 上 N-10° 一 Vヽ 直線 07m SS4。 SS7

⑤ 22 0m N-69° ―E 直線 05m SS4・ SS5

⑥ 85m以 上 (N-26°一部r) 直線 SS5。 SS10
SS4

⑦ A 84m N-78° ―Ⅵ/ 不定 SS5

⑦ B 48m N-57° 一E 直線 SS5,SSlC

⑦ C 10 8m N-22・ ―m/ 宣線 SS5

⑦ D 77m N― ―覇r 蜘線 SS5

⑦ E 50m N― ―郡/ 曲線

⑤ A 14 4m N-23・ ―Ⅵた 曲線 0 7 na SS7・ SS8

⑤ B 20m以 上 N-79° ―Ⅵた 直線 SS7・ SS8

◎ 68m N-77° ―E 直線 04m SS7・ SSl(

⑩ 12m以 上 (N-69°一E) 直線 ? (06m) SS8・ SS10
lS9

① 〕74m以 上 N-3'― W 直線 07m SS5・ SS10
SS8

② ヽ 88m以 上 N-40° 一MI) 弧状 05m SS9。 SS10

⑫ B 37m N-21° 一W 直線 (24m) SS10。 SS12

⑬ 14 0m N-2° ― Vヽ 直線 05m SS10。 SSll

① 20 9m N-7° ―W 直線 04m SS10。 SS16

⑮A 73m N-50° 一W 直線 SS10。 SS19

⑮B と45m N-42° 一W 直線 SS10。 SS2(

⑩ 53m (N-72・―Ⅵ「 直線 (18m) SSll・ SSl

〇 11 2m N― ―W 直線 04m 05m SSll・ SSl

① 59m N-78° 一E 巨線 03m 05m SSll・ SSl(

⑩ 51m N-88° ―W 宣線 (07m) SS12・ SS14

⑩ 40m N― 1 ― W 宣線 (09m) SS12・ SSl

⑪ 86m N-86° ―W 宣線 06m SS13・ SS14

② 24m N-78°一E 萱線 ? 05m SS13・ SS41

④ 42m N-79° 一E 目線 04m 07m 3S14。 SSl(

② 90m (N-75°―E) 曲線 04m 06m 】S15。 SS14

⑮ 62m N-1°―W 直線 07m 09m SS14・ SS17

⑮ 128m N-37° 一Ⅵr) 曲線 06m SS15・ SS16

② 12 2m N-7° ―E 直線 05m 06m SS15。 SS17

⑪ 89m N-52° 一W 直線

◎ 103m以 上 N-0° 一W 直線 04m 06m SS16・ SSlCSS17

⑩ 30m N-82・ ―W 直線 10m SS17・ SS41

① 194m (N-74°一E) 曲線 06m SS17,SS37
SS41

⑫A 82m以 上 (N-76°―W) 曲線 03m 05m SS17・ SSl(

⑫B 11 5m N-71° 一W) 色線 03m 07m SS17・ SS18

⑩ 55m以 上 N-37° 一E 直線

⑭A 40m (N-37・―E) 曲線 SS20

①B 19m (N-37・―E) 直線 ?

⑮ 73m N-70° ―W) 直線 ? SS32

⑩ 48m以 上 (N-22°一E) 直線 ? SS32

⑦ 11 lm N-52° 一部「 ) 下定形 SS20

① 27m N-19° 一E 直線 SS30

⑩ 欠番

⑩ 30m (N-72°一E) 不定形

⑪ 12 N-64° 一部r 直線 SS21

② 30m N-46°一E 直線 05m SS21・ SS2(

④ 53m以 上 N-72・ 一MI 自線 04m SS21・ SS2ι

④ 15m以 上 N-3°一 Vヽ) 巨線 ? 05m SS21・ SS3ι

⑮ 45m N-23° 一E 宣線 04m SS22・ SS2

⑮ 33m以 上 N-75° 一M「 自線 (07m) SS22・ SS3(

⑦ 09m以 上 N-1・ ―hV) 直線 ? (04m) 5S39。 SS4(

⑩ 37m以 上 N-66° 一W 直線 04m SS23・ SS4(

⑩ 09m以 上 (N-1°―V) 曲線 SS23

⑩ 12m以 上 (N-1° ―E) 直線 ? (05m) SS23・ SS24

① 72m以 上 (N-80・―E) 不定形 SS24

⑫ 欠番

◎ 38m以 上 N-74・ ―W 直線 ? SS25

① 欠番

◎ 17m以 上 (N-75°一E) 宣線 ? SS38

⑩ 188m以 上 N-87° 一W 直線

⑦ 12 1m N-4° ―W 直線 05m SS26。 SS21

① 56m以 上 N-84° ―覇/ 直線 3S27・ SS4(

◎A 83m N-86° ―E 直線 (12m) SS27・ SS31

① B 96m N-86° ―W 直線 SS28・ SS31

⑩ 97m以 上 N-2・ ―W 直線 (06m) SS27・ SS28

① 59m N-89° 一E 直線 SS39。 SS2〔

⑫ 102m N― 6 ―W/ 直線 SS28。 SS29

① 77m N-85° 一E 直線 SS29,SS30

⑭ 38m以 上 N― 5 直線 SS30,SS3〕

⑤ 38m以 上 N-12° 一E 直線 07m SS31。 SS3e

⑩ 21 lm以上 (N-79・―E) 自線 13m SS26・ SS3(

@ 99m以 上 N-85° 一E 直線 SS36

① 20m以 上 (N-20°一E) 宣線 ? SS36

① 58m以 上 N-12° ―E 自線 05m SS37・ SS4ユ

74
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Ⅳ章 2 水田地区

や弧状のものなど様々で、南北方向の畦畔への接続の仕方も一部を除き一定でなく、方位に規

則 性 は あ ま り認 め得 な い 。 た だ 、 ① (N87° ―E)・① (N84°―E)・⑪ (N89°一W)と ⑩ (N87°

一W)。 ① (N84°一W)。 ① (N89tW)と に若干の規則性が認められる程度である。恐らく東

西方向の畦畔は、自然の地形の傾斜に沿って作られたことに起因すると考えられる。東西方向

の畦畔中、⑩・⑩A・ ⑩Bo① o①・⑩ o⑪・⑩・⑩・⑫A・ ③ Aは接続した一連のものと思わ

れ、規模も他よりやや大きく、全体的に直線状ではなく、自然の地形に沿ったものと考えられ

る。

[畦畔の規模]

畦畔の規模等については第 3表に示した。大半が田面まで検出していないため、上端で検討

したが、大半が 30～ 70 cmの 中におさまる。全体的に見ると規則性はうかがえないが、東西方

向に接続している① (1.3m)。⑩A(1.2m)。 ①B・④・① (0.6m)・⑩ (1.Om)・⑪ (0.6m)・

⑩ (0.7m)。 ⑩ (1.8m)。 ⑫A(0.5m)。 ③A(0.7m)は、他の畦畔よりやや規模が大きい。

[水田区画]

畦畔によって区画された水田跡は、38区画を数えることができる。これらを便宜上 SS l～41

の番号 (第 2表)を付してまとめた。これらの中で平面形が推定でき、面積をほぼ確定できた

ものは10区画にしかすぎない。畦畔の項で説明したように、南北方向のものは方位に規則性が

認められるが、東西方向のものは自然の地形に則しているため水田の平面形状は、方形基調・

三角形 。台形・不定形等規貝J性に欠けバラエティに富んでいる。面積をほば確定できるものの

なかで最大は、SS10の 495,8m2で、最小はSS15の 59。 9m2と大小様々である。

田面の標高が最も高いのは、SS36(21.24m)で、SS35(20.52m)が最低でその差は72 cm

程ある。計38区画の水田跡の配置を、隣接する田面の比高差や畦畔の関係から、大きく3つの

グループに分類することが可能である。

I群 (SS36・ 32・ 21・ 22・ 23・ 24・ 25・ 39・ 40・ 38)

北部の標高がもっとも高い地点に位置するグループで、標高 20。 90 cm以上にあり畦畔①・

①・①がH群との境界にあたる。この畦畔は夏に西に延びていたと思われるが、後世の耕作に

より削平されたと考えられる。

II群  (SS8・ 9。 12・ 13・ 41・ 37・ 29・ 28・ 27・ 26)

I群とⅢ群の中間に位置し、畦畔⑩・① o①と畦畔①・①A・⑩Bo③・① o① o①・⑩・⑮・

⑫B・ ⑫A・ ③Aの間に分布していたと考えられるグループ。

HI群  (SSl・ 2・ 4・ 5。 フ・ 10・ 11・ 14・ 15・ 16・ 17・ 18・ 30・ 31・ 33・ 19・ 20・ 35)

中央部で標高が最も低いところに位置するグループ。このなかでもSS14が最も標高が高 く、

ここから東・南・西に傾斜している。農道西部では SS5、 東部では SS35が最も低い。水田域の
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端部にあたり非耕作域と接する。

[田面の状況]

田面まで検出したのは、SSll・ 14。 15・ 16・ 17・ 18の 6区画だけである。これら田面の状況

をみると、ほぼ平坦のもの (SSll・ 15)と やや傾斜しているもの (SS14。 16・ 17・ 18)と があ

る。傾斜しているものは、隣接する区画の低いものの方に傾斜している傾向がある。

またこれらの区画で、灰白色火山灰を除去し田面を露出したところ、SS15。 16の略全面と、

SSll・ 14・ 17・ 18の一部で一定方向に走る凹部 (写真18～25)を検出することができた。特に

SS15が顕著であった (第54図)ので、凹部の灰白色火山灰を丁寧に除去して観察 (写真25)し

てみた。凹部の中には、直径が 5～15 cm程 の円形もしくは精円形のものと、一辺が 10～15 cm

程の「く」字状のものとが認められた。深さはいずれも、5～10 cm程度のものが多いようであ

る。いずれも農具等の痕跡と考えられる。また、SS17・ 18・ 41の田面上から幅 7～8cmでジグ

ザグ状に枝別れしながら走る灰白色火山灰の痕跡 (写真26・ 27)を検出した。SS17・ 41で lヶ

所、SS18で 2ヶ 所の計 4ヶ 所あった。ハタネズミの巣穴の可能性が高い。

[水口・水路]
火山灰注記表 (第57図 )

層位 層No 上    色 上  性 備

10YR 8/1 灰白色 入山灰 10YR 4/6褐色シルト質砂を混入
10YR 3/1 灰自色 火山灰

3c 25Y8/2 灰自色 火山灰 10YR 7/3にぶい黄橙色ンル トをプロック状に含む
25Y3/2 灰自色 火山灰 3b層 より幾分灰色味を帯びる
10YR 8/1 灰白色 火山灰 3b層 より明るい

10YR 3/2 灰自色 火山灰 10YR 5/6黄褐色粘土質シルト (鉄分)を含み薄く膜状に広がる
25Y8/2 灰白色 火山灰 3d層 より粒子が粗い

r騨 i

簗 ふ、_匈  1必多叛負ガ4)
第56図 水田面堆積火山灰断面配置図
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田面まで検出したものが少ないため、明瞭に水口と想定できるものも少なかった。水路も不

明である。

[出土遺物]

水田地区第 1～ 4層から出上した遺物を一括して説明する。第 3層の灰白色火山灰からは昆

虫の遺体が 1点 (写真109)が出土しただけであった。第 5層以下の出土遺物については、深掘

区で説明する。

(1)1～ 2層出土遺物

(土師器 。須恵器)

小破片のため図示できなかったが、ロクロ土師器不は、内面黒色処理のものである。

(陶・磁器)(写真102・ 103)

常滑の甕 (写真1025・ 1033)。 鉢 (写真1035)の破片が出上している。写真1034は山茶椀

系のもので、13世紀前半かそれ以前のものである。写真1032・ 6・ 7は中国産で、写真1032は

青磁皿、写真1036・ 7は白磁で13～14世紀のものである。他に、近世～近代の瀬戸、美濃、相

馬大堀、肥前唐津、堤等の陶 。磁器が出土している。

(金属器)(第62図 5～ 7)

第62図 6～ 7はいずれも北宋銭で、それぞれ「至和元賓」 (至和元年 1054年 )、 「皇宋通賓」

(宝元 2年 1039年 )である。第62図 5は像高6.8cmの銅製阿弥陀如来の立像で、線刻によって

丁寧に作られている。

12)第 4層出土遺物

(土師器)(第62図 3・ 4)

図示できたものが 2点ある。いずれもロクロ調整の小型甕で、第62図 3に は回転糸切痕がある。

BL41 1層  写真10310

AB～AD  BI～ BK
75～782層 47～ 502層

/   0                     10cm

4   1             1             1

SK10-1層

第62図 水田地区出土遺物
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(須恵器)(第 62図 2)

図示できたものが 1点ある。回転糸切 り後、無調整のもので底部に墨書がある。「山」という

文字か。

(赤焼土器)(第62図 1)

口径8.lcm、 底径3.3cmの ものである。

② SB(掘立柱建物跡)(第60図 )

2棟検出している。SBlは、桁行 3間 (柱間寸法 2.lm)総長 6.3m、 梁行 1間 (柱間寸法 4.3

m)総長 4.3mの東西棟建物跡で、桁柱列の方向はN61°―Wである。柱穴は、円形を基調とし

直径 0.4～0。 8mで、柱痕跡は確認できなかった。SB2は、桁行 4間 (柱間寸法 1.1～ 1.8m)

総長 6.4m、 梁行 1間以上あると考えられる。桁柱列の方向はN56° Wである。柱穴は、円形

で直径 0.3mで柱痕跡は確認できなかった。いずれの柱穴からも出土遺物はない。

③ SK(土壊。焼土遺構)(第63～ 73図 )

水田地区では、36基の上墳と、1基の焼土遺構を検出した。深掘地区の SK48・ 49については、

深堀区の項で説明する。これらの概略についてまとめたのが、第 1表である。

[確認状況]            ・

SK10・ 11・ 13・ 14・ 19・ 24・ 26・ 37・ 38・ 39・ 41は灰白色火山灰上面で確認したが、他は第

4層上面で検出した。

[他遺構との新旧関係]

灰白色火山灰堆積との新旧関係からすると、SK10。 11・ 13・ 14・ 19。 24・ 26・ 37・ 38・ 39・

41はいずれも新しい。SD3よ り古い SK41と新しい SK23を 除いた他のものには重複関係が認

められなかった。

[形態]

平面形態には、円形・円形基調

・方形 。方形基調 。長方形・長

方形基調の6種類が認められた。

円形基調のものが大半である。

[規模 ]

第1表のように、最大はSK43、

最小はSK42であり、規模にあ

まりまとまりは見られない。

0包合層地区 ◆水田地区
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|―
S(15    B2020

M
SK16 SKNα 地 区 確認面 平面形 規模(長軸X短軸×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

水 田 4層上面 長方形 自然堆積 遺物無 写真36

層位 層hTa 土 色 上  性 備 考

① 10YR 4/6 褐色 砂

② 10YR 4/4 褐色 砂

③ 10YR 4/3 にぶい黄褐色 ンル ト質砂

④ 10YR 2/3 黒褐色
⑥ 10YR 2/3 黒褐色 砂質シル ト

SK15 SKNe 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸×短軸 ×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

S(15 水 田 4層上面 長方形基調 自然堆懐 遺物無 写真38

層位 層Ne 上 色 土  性 備 考

① 10YR 5/6 黄褐色 シル ト質砂

② 10YR 5/6 黄褐色 わずかに粒子が小さ

③ 10YR 3/3 晴褐色

④ 10YR 3/3 暗褐色
⑥ 10YR 5/6 黄褐色
⑥ 10YR 3/3 暗褐色
⑦ 10YR 5/6 黄福色

⑥ 10YR 5/4 にぶい黄褐色 砂

⑨ 10YR 4/3 におい美褐色 10YR 5/6黄 褐色ンルト質砂を混入

⑩ 10YR 3/2 黒褐色
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SK17 SKNα 地区 確認面 平面形 規模 (長軸X短軸X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 lt積状況 備考

SK17 4層上面 長方形基調 自然堆積 遺物無 写真37

層位 層No 土 色 備 考

① 25Y5/9 黄褐色 ンル ト質砂 吉干グライ化 している

② IOYR 2/3 黒褐色 砂質シル ト

SK18

第63図  S K15.16.17.18平 面図

SKNO 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸 X短軸 X深 さ) 璧の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

SK18 水 田 4層上面 長方形基調 自然堆積 遺物無 写真無

層位 層Ne 士 色 土   性 儒 考

① IOYR 5/ 黄褐色 砂

② 暗褐色 ンル ト質砂

③ 10YR 2/ 黒掘色

④ 10YR 2/ 黒褐色



Ⅳ章 2 水田地区

―引      S K23      トー

写 蘇 蔦 蔦 業
=再

訂 ギ
2080

〈

引
Ａ

Ａサ
ヽ
、

＼

ヽ

〇

SK� 地区  1 確認面 1  平面形 規模 (長軸 X短軸 X深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

本田  14層 上面 1円形基調   1    96 X S4 X 51 人為建毅 遺物無 写真■・42

層位 層No 土     色 土  性 備     考

① 10YR 5/3 にぶい黄褐色 ③ЭЭ④が2:1:2:4で混入
② 75YR 3/2 黒褐色
③ 10YR 5/8 黄褐色

④ 10YR 5/4 によい黄橙色

SK22 SKNQ 地区 確認面 平面形 規模 (長軸×短軸×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆嶺状況 備考

SK22 水田 4層上面 円形 自然堆積 遺物無 写真41・ 43

層位 層NIo 土    色 上  性 鷹      考

① 10YR 4/4 褐色

② 10YR 4/3 にぶい黄褐色 ,レ ト

③ 10YR 2/2 暗褐色
④ 10YR 5/2 灰黄褐色

⑤ 10YR 3/3 暗褐色
⑥ 75YR 3/3 暗褐色
⑦ 10YR 2/1 黒色 粘上

SK23

第64図  S K21.22.23平面図

地区 確認面 平面形 規模 (長軸 X短軸 X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆嶺松況 備 考

SK23 4層 上面 方形基調 人為堆積 ? 遺物無 写真41

層位 層� ■     色 土  性 備     考

① 75YR 4/2 灰褐色
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SKNe 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸X短軸 X深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 雑積状況 備考

層位 層NO 土    色 土  性 備

① 10YR 5/2 灰黄褐色 ③ЭЭ④が7:I:1:1で混入 ⑤が微量混入
② 10YR 4/2 灰黄褐色
③ iOYR 3/2 黒禍色 粘■質シル ト 底面直上に堆積

④ 10YR 5/3 におい黄褐色 粘土

⑤ 7 5YR 5/8 明褐色 粘土

地 区 確認面 平面形 規模 (長軸 ×短軸 X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

水 臣 3層 上面 方形 SS19よ り新 人為堆積 圭誘驚斉長内黒)1点

層位 層hra 土    色 土   牲 備

① 10YR 3/3 暗褐色 009が 5:4:1で混入 ④が微量混入
② 10YR 6/3 にぶい責橙色

③ 黒褐色

④ 10YR 7/2 にぶい黄橙色 火山灰

SK41 SKNO 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸 X短軸 X深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

水 田 3層上面 長方形基調 138× 72以上 ×45 人為堆積 遺物無 写真62

層位 層Na 上     色 上  性 備     考

① 記録 もれ

第65図  S K10.20.41平面図
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SK19 SKNe 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸 X短軸 X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

3層上面 円形基調 SS5よ り新 人為堆標 遺物無 写真39・ 40

層位 層hT9 土    色 上   性 備

① 10YR 4/4 褐色 0紗90が 6:2:1:1で混入 ⑤が少量混入
② 70YR 3/1 黒褐色

③ 10YR 2/3 黒褐色
④ 5YR4/8 赤褐色

⑤ 10YR 7/3 にぶい黄橙色 火山灰

SK24

/

SKNe 地区 確認面 平面形 規模 (長軸×短軸×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

水日 3層上面 円形基調 SS5よ り新 自然堆積 遺物無 写真44・ 45

層位 層N9 土    色 土   性 備

① IOYR 2/3 黒褐色 ③②が8 2で混入 ③が少量混入
② 10YR 5/4 にぶい黄褐色

③ 10YR 7/3 にぶい黄橙色 火山灰

SKII 地 区 確認面 平面形 規模(長軸×短輸 X深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆穫状況 備考

SKll 3層上面 円形 SS2よ り新 人為堆積 遺物無 写真34

層位 層Nd 上     色 土   怪 備

① 10YR 4/ 灰黄褐色 ③②9Э⑤が5:2:1:1:1で 混入 ⑥が少量混入
② 黒褐色

③ 黒褐色

④ 10YR 5/ にぶい黄褐色 ンル ト質粘土

⑤ 10YR 5/ 黄褐色 火山灰

⑥ 10YR 7/ 灰白色

SK14 SKNo 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸×短41H×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備 考

水 田 3層 上面 円形基調 135X93以 上 X35 SS2よ り新 人為堆積 選物無 写真無

層位 層� 土    色 土   牲 備

① 10YR 3/2 黒褐色 ③②紗Э⑤が3:2,1:1:3で 混入 ⑥が微量混入
② 10YR 2/3 黒福色
③ 10YR 5/4 にぶい黄褐色

④ 5 YR5/8 明赤褐色
⑥ 10CY 4/1 暗緑灰色
⑥ 10YR 7/1 灰自色 火山灰

第66図 S Kll.14.19.24平 面図
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SK25 SK醜 地区 確認面 平面形 規模 (長軸×短軸 ×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

水日 4層 上面 円形基調 無 自然堆穣

纂評籐片楔私)

層位 層No 土    色 土   性 備 考

① 10YR 6/, 灰黄褐色
② 10YR 4/4 褐色

⑥ 10YR 4/3 によい黄褐色

④ 2 灰黄褐色

⑤ IOYR 5/1 黒褐色 粘土質シル ヽ

SS44 S【 Ne 地区 確認面 平面形 規模 (長軸×短軸×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

SK44 水田 4層上面 円形基調 征
小

自然堆積 ? 琶物無 写真64

層位 層No 土    色 上   性 備 考

① 75YR 4/2 灰褐色 ンアレト

‐硫狙
筑三
十

七4ざ豊垂フをア礁

SK42

第67図  S K25.42.44平面図

SK聴 地区 確認面 平面形 規模(長軸X短軸X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 唯積状況 備考

SK42 水田 4層上面 円形基調 無 自然堆積 遺物無 写真無

層位 層No ■     色 主  性 備     考

① 75YR 5/2 灰褐色 シル ト質粘土 75YR 3/1灰 白色 (火山灰)を混入
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SK13 SKNo 地区 確認面 平面形 規模 (長軸X短軸X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 lt萩状況 備考

水田 3層上面 円形基調 153XlllX53 SS18よ り新 人為堆積 明治の硬貨 写真35

層位 層No 土    色 土  性 備      考

① 7 5YR 5/6 明褐色 Э②③9Эが3:1:1:1:4で 混入
② 2 灰黄褐色

⑥ 10YR 3/2 黒褐色
④ 10YR 3/4 暗褐色

⑤ 10YR 3/2 灰自色 火山灰

SKNo 地区 確記面 平面形 規模 (長軸 X短軸 X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆碑伏況 偏 考

水 日 4層上面 円形基調 範
小

自然堆積 遺物無 写真無

層位 層Na 上    色 土  性 備     考

① 10YR 6/2 灰黄褐色
② 10YR 4/1 褐灰色 粘土質ンル ト

第68図  S K12.13平面図
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SK40 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸X短軸×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

水 田 4層上面 円形 人為堆穣 遺物無 写真61

層位 層No 土    色 上  性 備      考

① 10VR 5/3 にぶい黄褐色 ②ω②④が6:1:1:2で 混入

② ЮYR 2/3 黒褐色

⑥ 10YR 5/S 黄褐色 粘上

④ 赤福色 粘土質ンル ト

SK37

と 光
∠ 生 725

＼咀＼韓革率守
0

ゝ

SKNα 地区 確認面 平面形 規模 (長軸X短軸 X深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆殺状況 臆考

S【 37 水日 3層 上面 円形基調 人為堆積 選物無 写真58

層位 層Ne 土     色 土  性 備      考

① 10YR 5/4 にぶい黄褐色 ③紗9④が6:2:1:1で 混入 ⑤が微量混入

② 10YR 4/6 褐色

③ 10YR 3/2 黒禍色 ン,レ ト

① 5 YR4/8 赤福色 砂

⑤ 灰白色 火山灰

SK38

第69図  S K37.38.4瞬面図

SKNa 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸×短軸 X深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備 考

Sk38 水 日 3層上面 円形基調 150以上 X177× 18 SS3?よ り約 人為堆積 遺物無 写真59

層位 層血 土    色 土  性 備     考

① 10YR 6/3 にぶい黄橙色 029ЭЭが113:3:2:1で 混入
② tOYR 5/2 灰黄褐色
③ 5 YR4/8 赤褐色 砂

④ 掲色

⑤ tOYR 7/3 によい黄橙色 火山灰
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SK43
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地 区 確認面 平面形 規模(長軸×短軸×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

水田 4層 上面 方形基調 無 人為堆積 選物無 写真63

層位 層� 士 色 上   性 備 考

① 25Y4/2 暗灰黄色 ンルト質粘土 火山灰と10YR 5/6黄褐色粘上をブロック状に混入

② 2 5YR 4/2 暗灰黄色 シル ト質粘上 10YR 5/6黄褐色粘上をブロック状に混入

③ 10YR 5/6 黄褐色 粘土 25Y4/2暗 灰黄色シルト質粘上の2つがプロック状に混入
④ 10YR 5/6 黄褐色 粘i 25Y4/2暗黄色シルト質粘±5Y2/1黒 色粘上の3つがプロック状に混入
⑤ 5Y2/1 黒色 粘上 25Y4/2暗黄色シルト質粘±10YR 5/6黄褐色粘上をノロック状に混入

SKNe 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸X短軸 X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考
SK29 水 日 4層上面 円形基調 征

＾
人為堆積 遺物無 写真48・ 53

層位 層h 土 色 土   性 備 考

① 10YR 4/2 灰黄褐色 ③かЭが5,3:2で混入
② 10YR 4/3 にぶい黄褐色
⑥ IOYR 4/6 黄梶色

SK30 S【 No 地区 確認面 平面形 規模 (長熱×短軸×深さ) 璧の状況 底面の状況 重複関係 堆穣状況 備考
S(30 水田 4層上面 円形基調 鉦

小 自然堆積 遺物無 写真 51・ 53

層位 層No 土 色 土  性 備 考

① 10YR 5/3 にぶい黄褐色
② 10YR 3/2 黒褐色 ングレト

③ 25Y4/2 暗灰黄色 粘土

第70図  S K29.30.31.43平 面図

SKNa 地 区 確認面 平面形 規模 (長 41H×短軸×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆Iyth況 備考
SK31 水 日 4層上面 円形基調 無 自然堆積 遺物無 写真 52・ 53

層位 層醜 上 色 土   牲 備 考

① iOYR 4/2 灰黄褐色

② 10YR 3/2 黒褐色
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Q
SKNa 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸×短軸 X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆構状況 備考

水 田 4層上面 円形基調 237× 144X65 蕪 自然堆積

層位 層� 上    色 土   性 備

① 10YR 5/4 にぶい黄褐色

② /4 暗褐色

③ /2 黒禍色
④ /2 灰黄褐色
⑤ /2 灰黄褐色

SK33 S【 No 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸×短軸 X深 さ) 璧の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

SK33 水 田 4層 上面 円形基調 益
小

自然堆嶺

層位 層醜 土    色 上  性 備 考

① 10YR 4/4 褐色 ングレト

② 10YR 2 黒褐色

③ とOYR 3/2 黒褐色

SK34

ｒ

Ｓ Ｋ３５

SKNe 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸×短軸X深 さ) 璧の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

水 田 4層上面 円形基調 自然堆積 遺物無 写真57

層位 層No 上    色 上  性 備 考

① 10YR 5/3 にぶい黄褐色

② iOYR 4/4 褐色

③ 10YR 4/4 褐色

④ 10YR 2/3 黒褐色

SKNa 地区 確認面 平面形 規模 (長軸 X短軸 X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 傭考

水田 4層 上面 円形基調 人為堆積 遺物無 写真56

層位 層No 上    色 上  性 備 考

① 10YR 4/2 灰黄褐色 ③②Эが8:I!1で混入
② 10YR 5/6 黄褐色 粘土

③ 5 YR4/6 赤褐色

SK36 SKNe 地区 確認面 平面形 規模 (長軸 X短軸 X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

SK36 水日 4層 上面 円形基調 人為堆積 遺物無 写真無

層位 層Ne 土    色 土  性 備 考

① 10YR 3/2 黒褐色 000Эが7:1:1:1で 混入
② 5 YR4/8 赤褐色 粘土

③ 10YR 4/4 褐色

④ ユOYR 3/1 黒褐色 粘土質シル ト

第71図  S K33.34.35.35平 面図
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い
い

規模 (長軸 X短軸 X深 さ)

層位 層血 ■    色 土  性 備

① IOYR 5/4 にぶい黄褐色 ンルト

② 10YR 4/3 にぶい黄褐色 ン,レ ト

③ 10YR 4/2 灰黄褐色 ン,レ ト

④ 10YR 3/1 黒掲色 粘土
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SK� 地区 確認面 平面形 規模 (長軸X短軸 X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況 備考

SK39 米国 3層上面 円形基調 SS22よ り新 人為堆嶺 遺物無 写真60

層位 層Nd 土    色 土  性 備 考

① 10YR 4/2 灰黄褐色 ンルト 90Эが6:3:1で混入
② 10YR 5/6 黄褐色 砂

③ 10YR 3/4 暗褐色 ンルト

第72図  S K28.39平面図
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SK� 地 区 確認面 平面形 規模 (長軸 X短軸×深さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 塩積状況 備考

本 田 4層上面 円形基調 216以 上×171X34 無 自然堆積 遺物無 写真50

層位 層Ne 色 土  性 備 考

① 10YR 4/4 褐色

② 10YR 4/2 灰黄褐色 粘土

③ 10YR 3/3 暗褐色 粘上質ンル ト

④ 10YR 5/4 にぶい黄褐色 砂

⑤ 10YR 5/3 にぶい黄褐色 砂

X

S S32

_2420ミ

X

B
卜

B

げ 40

-186

地区 確認面 平面形 規模 (長軸X短軸X深 さ) 壁の状況 底面の状況 重複関係 堆積状況

SK26 水口 3層上面 円形基調 SS32よ り新 自然堆積 遺物無 写真46

層位 層� 色 土  性 備

① 10YR 4/4 褐色 ングレト

② 10YR 5/2 灰黄褐色 ンルト

⑥ 10YR 5/3 にぶい黄禍色 砂

④ 10YR 3/4 暗褐色

第73図  S K26.27平 面図
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[堆積状況 ]

堆積上の状況から、人為堆積のものと、廃絶後の上砂流入による自然堆積のものとの 2種類

が認められた。

平面形態と堆積状況から深堀区を除いた水田地区の SKは下のようにグルーピングすること

ができる。

隠
円 形 方 形 長方形

円形 円形基調 方形 方形基調 長方形 長方形基調

自然堆積
12・ 24・ 25。 26・ 27・ 28・ 30

31・ 32・ 33・ 34・ 42・ 44

人為堆積
11

40

13・ 14・ 19。 20。 21・ 29・ 35

36・ 37・ 38・ 39
23・ 41・ 43

[分布状況]

全体的にみると調査区全域に散漫に分布しているように観察されるが、上記グルーピングに

沿って分布状況を検討してみる。

長方形を基調とし自然堆積である SK15。 16・ 17・ 18は、いずれも非耕作域南方の斜面上に分

市している特徴がある。恐らくこれらは、同一の性格を持つ土墳と考えられる。

他の上墳と調査前の畦畔との位置関係を検討してみると、SKll・ 23・ 37・ 38・ 43を除き、現

水田畦畔と接しているか、非常に近接する位置関係にある(第 4図 )。 さらに、これらのなかに

はSK12・ 19。 20。 21・ 24・ 27・ 28・ 30。 31・ 32・ 33の ように現水田の畦畔が接続する地点に位

置するものがある。こうした点から、これら土墳群は、現水田の畦畔と密接な関係があると思

われる。ただし、SK10か らは北宋銭 (第62図 8)が出上し、人為的堆積であるので違う性格の

ものであろう。SK10に 隣接し、方形基調で人為的堆積の SK41は SK10と 同じ性格と考えられ

る。

[出土遺物]

SK10・ 13・ 20・ 25・ 32・ 33か ら遺物が出土している。SK10の底面付近から北宋銭「熙寧元

賓」?(北宋熙寧元年 1068年 )(第62図 8)が 1点出土している。SK13か らは明治の硬貨が 1

点、SK20か ら年代不明の白磁紅皿 (写真10415)破片 1点、SK25か ら19世紀の活鉢 (写真104

14)破片 1点、SK32か ら18世紀後半～19世紀前半の染付皿 (写真10413)破片 1点、SK33か

ら年代不明の肥前染付碗 (写真10416)破片 1点がそれぞれ出上している。
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④ SD(溝 。河サII跡 )

濤を21条、河川跡を4条、計25条確認した。深掘区で検出した SD13・ 18・ 19・ 20・ 21・ 26等

の河川跡については、深掘区の頂で説明する。濤・河川跡の概略についてまとめたのが第 4表

である。

[確認状況]

基本層位第 3層灰白色火山灰の上面で確認した SD6。 7を除いた他は、第 4層上面で確認して

いる。しかし、土層観察用ベルトを観察した結果、SD3・ 4・ 12は、基本層位第 2層上面から掘

り込まれていることが判明した (第53図 )。 これらと略平行して走る SD5・ 11も第 2層から掘り

込まれている可能性が高い。

[堆積状況]

SD7は、人為的な堆積状況をしめているが、他はすべて自然堆積である。

[分布状況]

主に水田跡が検出された中央部を除いた、北部・南部に多く分布している。等高線に沿って

略東西方向に走るSDl・ 2・ 3・ 4・ 9。 10・ 12は保存良好で検出長があったが、傾斜に沿って南

北方向に走るその他のものは検出長が短かった。

SD9は北端部に位置し、一段高い段丘底の下端に略沿って作られている。SD10は現水田の畦

畔位置と一致している。SD3・ 4・ 5。 ■・12の 5本は略並行して走っている。このうちSD5・

11は残存状況が悪いが本来は更に北西方向に伸びていたものと推定される。水田域を画する濤

かとも推定される。SD3と SD4・ 5。 ■・12は規模・形態が違うが、SD4・ 5。 11・ 12はそれぞ

れ近似しているため造り替えの可能性もあるが、重複関係を明らかにすることは出来なかった。

これらと着干距離をおきながら凡そ並行に走る SDl・ 2が検出されている。SDl・ 2と もL字形

に川に向かつて屈曲し通路状の空間を造り出している。この空間の左右に、SBl・ 2の掘立柱建

物が位置する。SDl・ 2と SD4の間は凡そ 8～ 10m、 SD3と は■～14m程の距離がある。これ

らの間には農道があるため、両者の関係を明らかにすることは出来なかった。

[他遺構との新旧関係]

灰白色火山灰の堆積との新旧関係からすると、SD3・ 6。 7・ 10・ 14・ 20はいずれも新しい。

SD15は SD10よ り新しいのでこれも灰白色火山灰の堆積よりも新しい。SD2は、L字形に屈曲

して川に向かう部分の造り替えが行われている。新しい方が SDlと の距離がせまい。

また、SD3と SD7、 SD9と SD10。 15・ 22・ 23と が重複している。これらをまとめると下の

ようになる。

SD3-→ SD7

::::])SD9-→

SD10-→ SD15
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第 4表 SD(溝 。河川跡)一覧表
SD No 地   区 確認層位 幅 (上幅・ 下幅 ) 断面形 検出長 方   向 重複関係 堆積状況 備 考

SDl 水田地区 4層上面 14-1lm・ 08～05m U字状 38 1m N37° ―E
N-34-60° パヽ「

自然堆積 L字に出がる

SD2 水田地区 4層上面 18～07m・ 08～03m U字状 29 7m N-39° 一E
N-54° ―E

新・ 旧あ り 自然堆積 L宇 に曲がる

SD3 水田地区 4層上面 11～09m・ 03～02m 台形状 70 1m N-22-49° ―W SS5よ り弄〒
SS19よ り弄奸

SD7よ り1日
SK41よ り新
SK23よ り1日

自然堆積

SD4 水田地区 4層上面 04-03m・ 03～02m U字形 43 6m N-33～ 48° W 自然堆積

SD5 本田地区 4層上面 08～ 03m・ 06～02m U字形 175m N-45～ 47° W 自然堆積

SD6 水田地区 3層上面 07-04m・ 05～03m U字形 121m N-48-59° ―E SS2よ り弄折 自然堆積

SD7 水日地区 3層上面 08-07m・ 05～03m 台杉扶 21 lm N-304-49°一E SS16よ り労行
SD3よ り新

人為堆積

SD8 欠番

SD9 水田地区 4層上面 22～ 06m。 10～03m 台形状 68 2m N-74～ 30七w SD10よ り十日
SD15よ り十日

SD22よ り新

SD23よ り新

自然堆積 陶磁器片 (J56)

SD10 水田地区 4層上面 10-03m・ 04～01m 台形状 801m N-48～ 85° W
N62°一E

SD9よ り新
SD15よ り十日

SS21よ り労千

SS26よ り弄折

SS36よ り労折

自然堆積 ガラス,陶磁器片
(J161730)

SDll 水田地区 4層上面 05～ 02m・ 03～01m U字形 107m N-45～ 47・―W 自然堆積

SD12 水田地区 4層上面 05～ 03m・ 03～02m U字形 46 0m N28～ 49° Vヽ 自然堆積

SD13 水 田地 区 (深

掘区 )

4層上面 70m U字形 95m N-2° ―E SD20よ り新

SD27よ り1日

自然堆積 旧河道 陶磁器片 (J29
31324446607081)

水田地区 4層上面 10～05m・ 08～03m U字形 262m N-75° ―W SS35よ り新 自然堆積 残存良好でな t

SD15 水田地区 4層上面 15 N-74°一W SD9よ り新
SD10よ り新

自然堆積

欠番

水田地区 4層上面 08-0 5na・ 67m N88° 一E 自然堆積 確認のみ

水 田地 区 (深

掘区)

3b暦 上
面

05～ 04m・ 02～01m U字形 48m N-58° ―W
N24・―E

自然堆積

SD19 水 田地 区 (深

掘区 )

7層上面 42m・ 38m U字形 16m N-45° 一W 自然堆積 旧河道

SD20 水 田地 区 (深

掘区)

6c層 上

面

U字形 4 1m SD13よ りIB

SS29よ り井折

自然堆積 旧河道 ?

SD21 水 劇地 区 (深

掘区)

6b層 上
面

119～ 108m。
102-97m

U字形 38n N10° ―W 自然堆積 旧河道

SD22 水田地区 4層上面 07～ 04m・   ― 89m N-6° W SD9よ り十日 自然堆積 確認のみ

SD23 水田地区 4層上面 35m N-49°一W SD9よ り十日 自然堆積

SD24 欠番

SD25 水田地区 4層上面 43m N-74°一W 自然堆積 確認のみ

SD26 水田地区

(深掘区 )

5b層 上
面

05-04m・   ― 33m N-85°―E 自然堆積

水田地区 4層上面 08～ 07m・   ― 41m N-4七lv SD13よ り新 自然堆積 確認のみ

SD28 水田地区 4層上面 1～06m・   ― 34m N45°一E 自然堆積 確認のみ
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[出土遺物 ]

SD9。 10か ら遺物が出上している。SD9か らは、17世紀後半か ら18世紀の青緑釉皿 (写真104

10)の破片が 1点出土している。SD10か らは、18世紀～19世紀の掛け分碗 (写真1045)や 鉄

絵皿 (写真1043)の他に、ガラス瓶が出上している。その他の SDか らは、出上していない。

翻ηl饒 け2 観韓瑚軽

許

♀   牌

Ａ

Ｗ

川

〃

８

図番号 孝録番手 出上選構・層位 器  形 部位 と口縁形態 文 様 口  沈 裏  沈 備   考 写真図版

A380 SD19- 深鉢 口平 LR横 縄文晩劇 写真1051
A406 浅鉢 胴 無 写真1052

霊 口山突 無 ○ ○ 写真1053

深鉢 征
小

O ○ 写真1054

深鉢 無 ○ 写真1055

SD20 壷 無 写真I056

深鉢 日平 縄文後期 写真1057
A399 SD2 浅鉢 胴 縄文晩期 写真1053

SD2 浅鉢 口平 無 ○ 写真1059

SD2 深鉢 RL横 弥生 写真105■

深鉢 口小波 無 縄文晩期 写真10510

SD2 深鉢 口 平 LP斜 写真10512

図番弓 と録番手 出土地区層位 器  種 産   地 製作年代 特徴 備考 写真図版

掛け分碗 相馬大堀 18世紀後半 灰十鉄畳付のみ露胎Eltはふき取 り 写真1041

SD13-1 小型灰釉腕 相馬大堀 18世紀～19世紀 高台脇～高台内露胎 写真1042

48前 (須佐見系) 17世紀後半～18世紀 見込蛇ノロ釉剣ぎ高台無釉 写真1046

第74図 水田地区 SD(溝・河川跡)出土遺物
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け
―
影詳ン
4    ,

図番号 器種 出土遺構・ 層位 長さ (mm) 幅 (mm) 厚さ(mm) 重量 (g) 写真図版

不定形 SD21

石 核 SD21 30 2

微細剣難 SD21

微細剖離

石 白 SD13

第75図 水田地区 SD出土剥片石器・石製品
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⑤ 深掘区
第 4層下の状況把握と給・排水管埋設のため、 6ヶ 所調査区を設定し深掘を行った。各地点

とも第 4層下の堆積状況や遺構・遺物の出土状況が違うので個々に説明する。

[I ・ H区](第79図2A・ 2B・ 3)

ともに、七北田川に向かって傾斜する地点に設定した。バックホーで深掘し、第 4層下の堆

積状況を観察した。 I区の 8～10層から若干縄文土器が出土したが、時期は不明である。

[Ⅳ区](第79図 lA・ lB)

後世の削平のため、水田跡が検出できなかった地点である。7層上面で SD19を検出した。西

壁の断面観察では、上端幅 16.8m、 底面の幅 3.6m、 深さ1.3mあ り、底面から両側に非常に

緩やかに立ち上がっており、河川跡と考えられる。堆積土中から縄文土器 (第74図 1)が 1点

出土したが、時期は不明である。他に、樹木 (写真65)が出上している。これらは、同定の結

果クリ・イヌガヤ・カツラ・ヤブツバキ・モクレン属の一種と判明した。いずれも力日工痕など

無く自然の流木である。また、V区北端の 7層上面で、自然の立木 (写真71)を検出している。

SD19と の層位関係から、SD19の脇に生息していた樹木と考えられる。樹種は同定していない。

5層から4点の弥生土器 (第 76図 4～ 7)と、 6点の微細劉離痕ある象J片石核・剰片 (第 78

図 1～ 6)が出上した。第76図 4は口縁部破片で、日唇直下に交互刺突文を三条以上巡らして

いる。弥生時代後期の天王山式である。 5・ 6・ 7はいずれも胴部破片であるが、出土層位等

から天王山式と考えられる。第78図 1・ 6は石核で、 2・ 3・ 4は微細な剣離痕ある剣片で、

5は剖片である。これらも、出土層位から天王山式期の可能性が高い。

更に下層の 8層上面で SK48・ 49を検出した。SK48(第77図)は、長軸 176 cm・ 短軸 54 cm

以上、深さ 16 cmあ り、平面形が長方形基調の上墳である。遺物は出上しなかった。SK49(第

77図 )は残存長 34 cm× 26 cmの焼面で、中央部がやや凹み周辺に炭化物が分布していた。この

周辺から4点の石器や剣片が出上している。第77図 1は、所謂アメリカ式石鏃で石材は黒曜石

である。先端部が欠失するが、基部の両側からノッチを入れ、表・裏とも入念な調整剣離を加

えている。 2は劉片、 3は微細な劉離痕ある剣片、 4は二次加工のある剣片である。周辺の壁

面を精査してみたが、落ち込みなどは検出できなかった。

この更に下層の 9層から、縄文土器 (第 76図 2)が出土している。台付浅鉢で、双頭山形突

起を持ち、胴部が内鸞気味に立ち上がり回縁部が略直立している。五条の沈線間の一部を彫去

したもので、反対向きに一対になっている。台部との境界に二条、台部裾に三条の沈線を巡ら

している。包含層地区出土縄文土器の第 2群 と同時期のものである。

[V区](第80図 2A・ 2B・ 2C)

VoⅥ区とも、公園施設に伴う給・排水管埋設個所にあたるため、深掘調査を行った。両地点
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とも水田跡が残存しておらず、農道東側をV区、西側をⅥ区とした。V区西端で SD13・ 20を検

出した。SD13は、水田地区の略中央に位置し、第 4層上面で確認した。農道と重複しているた

め、底面幅を確認することができなかった。さらにトレンチを3本入れたが、堆積状況の把握

にとどまった。確認面の状況からすると、おおよそ N-2° Eの方位を持ち、上端幅は7m程の

規模である。調査前に農道東側にあった一段低い水田の畦畔と略一致 (第 4図)している。底

面直上から、加工痕ある木材群 (写真66)力 出ゞ上しているが、性格は不明である。これらは、

同定の結果、クリ。イヌガヤと判明している。堆積土から陶。磁器が出土している。第74図 13・

14はいずれも相馬大堀のもので、13は18世紀後半の掛け分け碗、14は 18～ 19世紀の小型灰釉碗、

15は肥前の白磁あるいは染付で17世紀後半～18世紀のものである。他に、18～ 19世紀の相馬大

堀の灰釉碗 (写真104-4)、 肥前染付碗 (写真104-7)、 17世紀前半の美濃長石釉碗 (写真104-

9)、 19世紀の堤播鉢 (写真104-11)、 香炉 (写真104-8)の 破片が出土している。

SD20は、6c層上面で確認できSD13よ りも旧い。上端幅、底面幅とも不明であるが河川跡と

考えられる。堆積土から微細劉離痕ある剣片が 1点 (第75図 4)、 縄文土器が 4点 (第74図 2・

3・ 5。 6)出上している。第74図 3・ 6は壷、 2・ 5は浅鉢の破片で、包含層地区出土の第

2群土器と同時期のものである。

SD18・ 26と も5b層上面で確認したが、出土遺物は無い。SD18は幅 50 cm、 深さ 10 cm、 長

さ4.5mあ り、鍵型に屈曲している。SD26は幅 50 cm、 長さ3.3mあ る。

[Ⅵ区](第80図 lA・ lB)

6b層上面で SD21を検出した。上端幅 4.Om、 底面幅 3.Omあ り、堆積土から縄文土器・弥

生土器 (第 74図 4・ 7～ 12)、 剣片石器 (第75図 1～ 3・第39図 5)が出上している。第74図 7は、

縄文時代後期の深鉢形土器の破片である。 8・ 9。 11はいずれも、包含層地区出上の第 2群土

器と同時期のものである。10は複合口縁の深鉢形土器である。複合口縁部は、RLの横回転施文

で、下端に交互刺突文があり体部は、RLの斜回転施文で、弥生時代後期の天王山式である。8・

9。 11はいずれも土器全体が摩耗しているが、10には認められない。

6b層中で立木の根を検出 (写真70)し た。根材のため同定できなかったが、広葉樹の一種の

ようである。SD21と の層位関係から、SD21の脇に生息していた樹木と考えられる。

また、6b層中から横倒した状態で弥生土器 (第76図 3)(写真108)が出土した。複合口縁で

複合部下端に交互刺突文がある。口頚部には並行する三条の沈線、肩部に弧状の沈線が施文さ

れている。複合口縁部。胴部ともRLの斜回転施文である。内面。回頚部ともナデ調整が行われ

ている。底部を欠き、胴部内側に貫通しない穿孔痕跡が認められる。弥生時代後期の天王山式

である。さらに下層の8c層から縄文土器 (第76図 1)が出上している。小型の壼で、口縁部に

二条の沈線を巡らし一部彫去している。肩部には刻目と変形工字文を施文している。縄文時代



Ⅳ章 2 水田地区

晩期の終末に位置付けられる。

耽碓鈎サ5
ノ

６
杓
日
岬
７

♀      1      lPCm
図番号 警録番f 出土地区・層位 器  形 部位 と口縁形態 文 様 地 文 口 沈 薬 沈 備  考 写真図版

壷 範
〔

O 縄文晩期 写真i062

台付浅鉢 口双山突 文様 H 整
ト

O ○ 写真1063

AM52 6 深鉢 回平 RL剣 弥生 写真106,

深鉢 口平 写真10513

深鉢 体 写真10514

深 鉢 体 RL横 写真10515

深鉢 体 無 写真10516

第76図 水田地区深掘区出土遺物
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SK48
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① 黒74色 10Y R3/2 砂 ilシ ル ト 黒色10Y Rユ 7/11i■ (植物運体)を 筋状に混入

② 黄灰色2 5YR4/1 ネh土質シルト

Ｂ

　

　

　

Ｂ

層位 層NO 土 色 土   性 備

① 暗赤褐色 5YR 2/3

図番号 器種 出土地区・層位 彗録番弓 長さ (mm) 幅(mm) 厚さ(mm) 重量 (寓 ) 写真図版

石鏃

剣片 SK49 1

微細劉離

二次加工

第77図 水田地区深掘Ⅳ区S K48・ 49
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図番号 器種 出土地区・ 層位 登録番号 長さ (mm) 幅(mm) 厚さ(mm) 重量 (g) 写真図版

石核

微細剣離 BD66-5

微細割離

微細剣離 BD66-5

剣片

石核 107-10

第78図  水田地区深掘区出土祭」片石器
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断面図土層注記表
深掘Ⅳ 区

層 位 層 Ne

ユOYR 4/6 禍色 ン,レ ト質粘土 下層 は25Yう /4黄 褐色 シル ト質粘土
ワ5Y4/8 オリーブ偶色 ンル ト質粘土 わずかに砂 を含 む

25Y5/3 黄褐色 砂質シル ト

10YR 5/4 におい黄褐色 1～ 2cmの 礫を多重に含む

25Y5/4 黄褐色 砂

25Y5/3 黄褐色 シル ト質砂

10YR 5/3 にぶい黄褐色 ンル ト質粘土

2SY e/2 黒禍色 シル ト質砂

10Y4/1 灰色 砂 部分的にユOY 5/1灰 色 砂を含む
10Y3/1 オリーブ黒色 ンル ト質砂 植物遺存体を含む

SDi9
層 位 層 No 色

① 黄褐色 ンル ト質砂

② 5Y5/ 黄褐色 ンル ト質砂

◎ 5Y4/ 黄灰色 砂 25Y5/8黄 褐色砂 との互層

④ うY4/ オ リー プ IFJ色 砂 25～5cmの 礫 を多量 に含 む部分 があ る。

深掘Ⅵ 区

層位 層 N9

ンル ト質粘土

10YR 2/1 黒色 砂質ンル ト 炭化物 を多量 に含 む。粗砂 も含 む。

10YR 4/6 褐色
卵禍色

5Y5/3 灰 オ リー ブ色 粘主

10Y4/2 オ リー ブ灰色
2 5CY 3/1 暗オリータ灰色 わずかに砂を含む

2 5CY 4/1 暗オリーブ灰色 ンル ト質 h17

IOCY 3/1 暗緑灰色
25Y4/2 暗灰黄色 砂質 シル

2 5CY 4/ユ  増オ リーブ灰色 砂

2 SCY 4/1 暗オリープ灰色 砂

5Y3/1 オ リープ黒色 ンル ト質砂

5Y4/3 暗 オ リーブ色 砂 部分的に10Y4/2オ リーノ灰色粗砂を含む
10Y3/ユ  オリーブ黒色 砂質 ンル 75CY 4/1暗 オリーブ色砂をノロック状に含む
IOYR17/1 黒色
10GY 2/1 緑黒色 ンル ト質砂

SD21
層 位 層Ne

① 25Y6/8 にぶ い黄色 砂

② 25Y6/3 にぶ い黄色 4/D 25Y6/4に ぶい黄色粗砂を多量に含む
◎ 5Y5/3 灰 オ リーノ色 粗砂 25Y5/6黄 褐色祖砂、礫を多里に含む

深掘 V区
層 位 層 Ne

25Y5/4 黄褐色 7 5YR 4/6粘 土 を含 む、酸化鉄 の集積 が ある
7 5YR 4/0 褐色 シル ト質粘土

10YR 4/3 にぶい褐色 シル ト質粘 土 西側 で は25Y4/2 4/J7を 多量 に含 む。
25Y4/3 オリープ褐色 ンル ト質 東側では25Y3/2 粘土質ンル トを多 く含む
25Y4/2 暗灰黄色 粘上

25Y4/4 オ リーン褐色 25Y4/? 粘土質ンル トを多量に含むところがある。
25Y4/3 オ リーブ褐色 砂

10Y3/2 オリープ黒色 くぶん粘性がある

10YR 3/3 暗鴇色 ンル ト質粘■

7 5YR 3/3 暗褐色 ンル ト質粘上

2 5CY 4/1 暗オリーノ灰色 粘土 東側は 5Y4/2 ンル ト質粘上を多 く含む
7 5YR 4/6 褐色 粗 砂 10YR 4/2 粗砂、小礫を含む
75Y3/2 オ リーノ黒色 ンル ト質粘土

25Y2/1 黒色 粘土質 シル 植修遺存体 を含 む

25Y4/4 オリープ褐色 ル ト質砂

75Y4/2 灰オリーブ色 砂

10Y4/1 灰色 砂

75Y4/1 灰色 砂

SD13
層位 層Ne

① 10YR 3/4 暗褐色 ンル ト質砂

② 75Y4/1 灰色 シル ト賓 5Y4/2 砂をブロック状に含む
◎ 5Y5/4 オリーブ色 5Y5/4 砂、礫を多量に合む

SD20
考

SD18
層 位 馬 血 色 主   催 備 考

① 25Y5/2 暗灰黄色 粗 砂
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深掘 I区
層位 層血 色 上  性 備 考

10YR 4/4    褐色
25YR 4/4    にぶい赤褐色 砂

10YR 4/3    砂質シルト
10YR 3/3    暗褐色
26YR 4/3    にぶい赤褐色 砂質シル ト いくぶん粘性がある
10YR 4/2    灰黄褐色 ややグライ化 している

10YR 4/4    褐色 ンル ト質粘度

10YR 5/6 黄褐色 砂質ンル ト

10YR 3/4    暗褐色
10YR 3/3 暗褐色

10YR 2/3    黒褐色 10YR 5/6黄 褐色ンルト10YR 5/2灰黄褐色ンルトを部分的に含む
2 5YR 6/6   橙色 砂

10YR 2/3    黒褐色
5Y3/つ      オリーブ黒色

深掘Ⅱ区
層位 層血 土 色 上   催 備 考

10YR 3/4    暗褐色 砂 耕作による掘り込み

10YR 4/3    にぶい黄褐色 砂

ユOYR 4/3    におい黄褐色 砂 僅かに粘度を含む

5Y4/2     灰オリーブ色 ル ト質粘度

25Y4/1    黄灰色 ンル ト質粘震 3よ り権質

25Y5/つ     暗灰黄色 シル ト質粘震

25Y5/6    黄褐色 砂 もっとも荒い

25Y4/2    暗灰黄色 粘土質シル ト わずかに秒を含む

75Y3/ユ      オリーブ黒色 粘土質シル ト

9b 2/5Y4/3   オリープ褐色
5Y2/2     オリーブ黒色 ル ト質粘上 植物遺存体をわずかに含む

5Y4/2     灰オリープ色 粘土質シル ト 粒子のこまい砂を含む

5Y4/3     暗オリーノ色 砂 部分的に5 YR4/4に ぶい赤褐色砂を含む
Z5YS/2    灰オリープ色 粘上質ンルト
5Y4/2     灰オリーブ色 シル ト質粘上
5Y5/2     灰オリーノ色 砂

10Y4/1     灰色 砂

75Y3/1     オリープ黒色 砂

75Y2/2     オリーブ黒色 シル ト質粘土 植物遺存体を含む

75Y3/1     オリーブ黒色 シルト質粘上 75YR 4/3褐色砂を部分的に合む
5Y3/1     オリーブ黒色 ンル ト質 植物遺存体を含む

75Y4/1         灰色 粘土質ンル ト 植物遺存体を含む

CE58
T

IA～ IB 深掘IV区断面図
2A～ 2B 深掘 I区断面図
3     深掘 H区断面図

第79図 水田地区深掘 IoⅡ・Ⅳ区断面図
113・ 114
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V章 分析・同定
1 プラント・オパール分析

古環境研究所

1. はじbに

赤生津遺跡では、灰白色火山灰層の直下から平安時代の水田跡が広範囲にわたって検出され

ていた。この調査は、プラント・オパール分析を用いて、同水田跡の分布域の探査とそこで生

産された稲の生産量の推定、およびその他の層における水田跡の探査を試みたものである。

2.試料

昭和63年11月 25日 ～27日 に現地調査を行った。調査区の上層は 1層～11層に分層された。こ

のうち、 1層 は現表土、 3層は灰白色火山灰層であり、 4層上面では平安時代の水田跡が検出

されていた。第81図に、試料採取地点を示す。このうち、No.12、 No.81、 No.36、 No.138B

の 4地点では、水田跡の探査を目的として、 トレンチ内の上層断面において各層ごとに上壌試

料を採取した。また、その他の地点では、水田跡の分布域の探査および稲の生産量の推定を目

的として、4層上面の上壌試料が採取された。採取用具は、容量 50 ccの 採土管およびポリ袋な

どを用いた。試料数は計236点である。

3.分析法

プラント。オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原、1976)」 をも

とに、次の手順で行った。

(1)試料上の絶乾 (105℃・24時間)、 仮比重測定

鬱)試料土約 lgを袢量、ガラスビーズ添加 (直径約 40 μm、 約 0.02g)

※電子分析天郡により1万分の lgの精度で葎量

は)電気炉灰化法による脱有機物処理

は)超音波による分散 (150W。 26 kHz・ 15分間)

G)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

俗)封入剤 (オ イキット)中に分散、プレパラート作成

惇)検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパールと略す)

をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が300以上にな

るまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料 lgぁ たりのガラスビ

ーズ個数に、計数されたプレパラートとガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中のプラン

ト・オパール個数を求めた。また、この値に試料の仮比重と各植物の換算計数 (機動細胞珪酸
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体 1イ固あたりの植物体乾重、単位 :105g)を かけて、単位面積で層厚 lcmあ たりの植物体生

産量を算出した。

換算計数は、イネは赤米、ヨシ属はヨシ、タケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は、そ

れぞれ2.94(種実重は1.03)、 6.31、 0.48である (杉山・藤原、1987)。

4.分析結果

プラント・オパール分析の結果を第 5～ 9表および第82～84図に示す。なお、稲作跡の検証

および探査が主目的であるため、同定および定量は、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族 (ス

スキやチガヤなどが含まれる)、 キビ族 (ヒ エなどが含まれる)の主要な 5分類群に限定した。

巻末に各分類群の顕微鏡写真 (写真111、 112)を示す。

5。 考  察

(1)4層水田跡の分布域について

平安時代とされる 4層水田跡の分布域を把握する目的で、同層上面において約 7m間隔で土

壌試料が採取された。採取地点数は計203箇所である (第81図 )。 分析の結果、全体の82%に あ

たる167箇所でイネのプラント・オパールが検出された。検出されたイネのプラント・オパール

密度を5段階に区分して、第85図に示す。これを見ると明らかなように、水田遺構が比較的明

瞭に検出されたところ (調査区中央部付近の一帯)ではプラント・オパール密度が高く、不明

瞭もしくは検出されないところ (調査区北部および南部の一帯)では低い傾向が認められた。

このことの原因としては、次のようなことが考えられる。①当時はほぼ全面に水田が展開し

ていたが、後代の洪水によって調査区北部および南部の一帯で耕作土が流出し、水田機構が不

明瞭になるとともにプラント・オパール密度も減少した。②当時は調査区北部および南部の一

帯では水田耕作が行われておらず、検出されたプラント・オパールは近傍の水田からの流れ込

みである、などである。ここでは、同層の直上を覆っている灰白色火山灰層が、遺構が比較的

明瞭なところのみに見られ、それ以外のところではほとんど見られないことから、前者の可能

性が高いと考えられる。

12)稲の生産量について

4層水田跡が比較的明瞭に検出された SSl～ SS18水田区画について、そこで生産された稲

概の総量を算出した(層厚を平均 15 cmと仮定)。 その結果、面積 10aあ たり平均 7.4tと推定

された。当時の稲靱の年間生産量を面積 10aあたり100 kgと し、稲わらがすべて水田内に還元

されたと仮定すると、同水田跡で稲作が営まれた期間は、延べおよそ70数年間であつたものと

推定される。

(3)水田跡の探査

No 12、 No.81、 No.36、 No.138Bの 4地点では、 4層～11層について分析を行った。その
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結果、No 12お よび No.81地点の 4層および No.138B地点の 5層でイネのプラント・オパー

ルが検出された。このうち、 4層については、同地点もしくはその付近で行われていた平安時

代の水田耕作に由来するものと考えられる。一方、No.138B地 点の 5層では、プラント・オパ

ール密度が900個 /gと 微量であることから、ここで稲作が行われた可能性は考えにくい。おそら

く上層もしくは他所からの混入と考えられる。

以上のように、 4層よりも下層では水田層の可能性は認められなかった。したがって、同遺

跡で稲作が開始されたのは、 4層の時期 (平安時代)からと推定される。
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第81図 試料採取地点



V 章

仙台市、赤生津遺跡

No.12地点

試料名 イネ ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族

4-1

4-2

4'

5

6

7

8

9

10-1

10-2

10-3

4

5

6

7-1

7-2

8

9

10-1

10-2

11

0

900

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,000

0

0

0

0

0

900

0

0

0

0

ヨシ属

0

900

0

0

0

0

800

0

ヨシ属

0

0

0

0

0

0

0

0

ヨシ属

5,000

11,000

6,700

16,500

9,100

10,800

12,500

18,000

27,600

23,000

21,600

タケ亜科

16,300

17,400

24,800

13,000

6,800

27,700

34,800

17,700

タケ亜科

12,600

8,100

5,900

18,500

19,100

48,400

36,700

36,200

タケ亜科 キビ族

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ウシクサ族 キビ族

0

0

0

0

0

0

0

0

ウシクサ族 キビ族

0

0

0

0

0

0

0

0

ウシクサ族

No.81地点

試料名

4

5

6

7

8

9

10

11

No.36地点

試料名

No.138B地点

試料名 イネ

3,600

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3,500

900

2,900

0

0

0

16,500

10,400

22,000

33,900

77,500

38,700

32,000

18,700

19,900

0

0

0

900

2,300

0

0

0

900

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

第 5表 試料 lgあ たりのプラント・オパール個数(1)



V 章

4層上面

イネ ヨシ属 タケ亜科 ウンクサ族

lB

lC

6

6B

SC

6D

7

8

9

10

11

13

14

15

15B

16

17

18

19

20

21

21B

22

23

24

25

26

27

28

29

29B

30

31

32

33

34

35

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

0

1,300

0

1,800

9,300

1,900

0

1,800

2,900

1,700

1,900

0

0

0

900

1,000

1,000

2,900

0

0

1,000

900

1,800

900

3,900

1,900

3,900

2,800

900

2,700

1,000

900

0

900

0

0

0

800

800

0

1,900

900

4,900

2,900

1,900

1,900

3,400

4,500

2,300

2,800

2,000

900

1,800

900

800

2,700

900

0

1,000

900

1,800

0

0

0

2,900

900

22,200

14,400

2,900

7,400

12,100

15,600

13,000

12,700

20,90o

5,900

9,800

13,000

16,100

9,000

6,800

16,000

17,700

8,700

12,200

16,900

11,000

8,500

11,000

17,200

16,600

14,300

15,700

12,400

11,700

11,000

8 300

900

9,300

4,600

16,000

18,500

17,200

17,000

15,300

27,400

18,400

19,800

15,700

14,500

18,800

19,000

15,300

11,000

6,300

6,500

16,200

13,500

12,100

8,800

19,700

24,000

19,300

18,200

9,000

12,100

18,600

15,900

17,900

11,500

17,600

17.400

８００

０

０

０

９００

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

００

００

００

０

０

０

０

０

０

０

００

０

００

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

９００

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

７００

０

０

０

０

０

８００

０

８００

０

０００

０

０

０

０

０

０

０

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

900

0

0

0

900

0

0

0

0

0

900

0

000

0

900

0

0

0

0

0

0

122

第 6表 試料 igあ たりのプラント・オパール個数(21



1鵡

61

421

63 1

64

1 651

166

167

68

69

仲
―

■

4
72B

72C

奪

4
78

76

7GB

77

腎
鱒

79

範
82

88

88B

84

85

186

87

88

騨
範

単
ジ  
ー

碗
―

98B

104

95

96

,子
.(X“

饂

XOo

i101

102

1  03

404

105

106

107

108

109

110

41
車オ

I13

114

115‐

IICI

l17.

ュas

i19

120

k21

「
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イネ ヨン層 ユ 軍́斜
'シ
タテ盤 キビ旗

900

1,咸簿

単榔
lr,oo

800

1詢0
800

4,い
900

,
0

11

1eⅢ) o

0

0

0

li800

4500

キ〕岬
000

0

9001

900

9
000

900

1)900

900

900

0
C
000

900

1要瀬C

オm
転eF7o

900

900

800

む

1,000

900

,
オ900

1即 9

1年600

ら800

1 900

キ即
-lrpo

900

164 300

■mo
.8・ 500

1)600
. 000

1,900

900

.3・
1000

1,70o

4●岬
4卿
転800

“

7011

とおω

l,800

9
01

tl

0
800

,
11

d
,
■

990
111

900

i000
む

0
91111

0

0

,
む

11

,
10

10

0

10

1o

0

オm
0

0

0

0

0

O.

01

11

800 1

σ

虫
0

,

,

0

900

,

,
J
α
90o

0
000

な

11

t
,
0
11

4
11,マ5d

0
lmJ

0
I章帥

む

ⅢI岬
士銚100
i箸節

90,000

お,000
18,900

li強00

競 00o
l馬 100

転鋤

1瞬,即
26.000
.|?,000

2t,400

17.500

名 000

磯400

18430o

■ 20o

4900
.41-3001

ぬ郷
―

20,700.

I缶 9001

:Ψ ttll

l五.200

単,700.
比 9001
並im
,
S,m
IB.8011.

■,2ω

14Ⅲl
12嗣
12.4001

転密00

20,.800

125即
蜘
231500

n抑唖
転 2o0

17Ⅲ 700

19‐軸

12,600

遭れ∞

|;榔t
監帥
32,∽

19,500

1'す繭

lt,500

14酔m
14.200

i600

111即9

1e,9oo

121000

4100
盤,400
17,鉛o

1414∞

“

1900

■ 800
.転d碗

900

,
900

0

1
σ

0
0
11

0
つ00

11測
0

0
8011

→

0
Ю

●

91111

,0

11

900
10

朗

0

0

,
輛

19.500

0
dl

OI

ll

9001

ゆ|

Ol

900

■

91

α

11

d
900.

01

8
11

900

,
五800

,
1.800

,

卸

300

,
お

9

0

,
800

ll

d

0
ll

,
丁

ll

,
0

,
d
,
1
0
1
0

0
な

■
j

C
0

な

0
10

,
10

や
0

0

0

0

0

0

.ll

0

つ

0

0

0

ll

9

0
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試料名 イネ ヨシ属 タケ亜科 ウンクサ族

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

169B

170

170B

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

900

5,000

2,800

3,600

2,800

1,900

4,700

1,800

2,900

2,900

3,800

4,500

3,700

3,700

4,000

3,900

900

900

3,600

9,600

12,300

900

4,900

5,300

3,700

4,800

900

3,000

3,900

4,900

5,800

4,900

9,500

8,100

0

6,000

10,900

2,700

1,900

6,600

3,600

2.900

2,700

1,700

3,600

900

4,900

3,500

1,900

1,800

2,300

3,800

1,800

1,900

7,400

9,400

3,600

900

900

0

0

0

0

0

1,800

900

900

0

0

0

0

0

900

0

900

900

0

0

0

0

0

0

1,900

0

900

0

0

0

900

900

1,000

0

0

0

0

0

0

900

0

1,800

0

0

1,700

0

900

900

800

900

0

0

0

0

0

0

0

900

900

15,300

7,100

12,400

15,400

16,300

18,100

11,400

14,900

11,600

7,800

20,200

12,800

16,900

16,000

21,000

16,800

17,800

13,600

10,000

25,000

24,600

9,300

11,800

34,300

13,800

14,600

15,300

15,000

14,600

8,900

15,600

18,600

16,300

14,500

9,100

14,000

11,900

19,300

7,700

17,200

21,100

11,900

19,300

12,000

15,500

15,800

18,900

15,200

18,300

10,300

11,400

13,500

16,800

29,500

17,700

16,000

19,100

13,800

22,000

10,900

13,600

19,300

15,200

17,700

14,900

25,900

25,300

900

0

0

0

0

900

0

1,800

1,900

0

900

0

900

0

1,000

900

0

0

0

0

0

0

0

0

0

900

900

0

0

0

0

2,900

0

0

0

0

0

900

900

0

0

0

0

900

0

900

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,800

0

900

第 8表 試料 igあ たりのプラント・オパール個数 14)
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NOⅢ 12 万福/g
0     1.

万準1/と
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1

NO.138B ,げれ野/喜
0     1

０

０

３

一

０

・
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v 章

仙台市、赤生津  NO。 12地 点
108642

土 層 植物体生産量  t/10a・ cm
246810

ロ
ョシ  国 タケ亜科 ロ イネ  ■ イネモミ

仙台市、赤生津  NO.81地 点
108642

土 層 植物体生産量  t/10a・ cm
246810

ロ
ョシ  国 タケ亜科 ロ イネ  ■ イネモ ミ

第83図 おもな植物の推定生産量と変遷 (1)

(注 )<F「 は50cmの スケール



V 章

仙台市、赤生津  NO。 36地 点
108642

土 層 植物体生産量  t/10a・ cm
24681o

ロ ヨシ 国ユタケ亜科 ロ イネ  ■ ィネモ ミ

仙台市、赤生津  NO.138B地 点
108642

土 層 植物体生産量  t/10aocm
246810

ロ
ヨ シ  囲 タケ亜 科 ロ イネ  ■ イネモ ミ

第84図 おもな植物の推定生産量と変遷 (2)
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V 章

◎

○

△

▲

団

イネのプラント・オパール密度

5,000個 /9以上

2,500以上～5,000個 /9未満

1,000以上～2.500個 /9木満

1,000個 /9木満

検出されず

火山灰の分布域

第85図  4層 におけるイネのプラン ト・オパールの検出状況



V 章

2.テ フ ラ組 成分 析

古環境研究所

|.分析の目的

赤生津遺跡の発掘調査では、ガラス質火山灰層に覆われた平安時代の水田遺構が検出された。

本分析では、ガラス質火山灰層を対象として、火山ガラス比分析と重鉱物組成分析を併せたテ

フラ組成分析を行うことによりその特徴を明かにし、噴出年代が求められている示標テフラと

の対比を試みるものである。

H.分析方法

分析には、発掘調査の際に採取されたブロック試料を用いた。ブロックの上部は、層理が発

達した厚さ 12 cmの 白色ガラス質火山灰層が認められる。全体としてみると、上部ほど細粒で

ある。下部は灰色の粘土層で、水田土壌に相当する。火山灰層上部 6cmを試料番号 1、 下部 6

cmを試料番号 2、 そして水田土壌を試料番号 3と した。分析は、次の手順で行われた。

1)試料 40gを朴量。

2)超 音波洗浄装置により、泥分を除去。

3)80℃で恒温乾燥。

4)分 析舗により、1/8-1/16 mmの 粒子を節別。

5)偏 光顕微鏡下で、250粒以上を同定し火山ガラス比を求める。
6)さ らに重鉱物について組成を明らかにする。

なお 4)の過程においては、1/4-1/8mmの 粒子を選別するのが通例であるが、今回の試料は

いずれも細粒であるため1/8-1/16 mmの 粒子を対象とした。

III.分析結果

分析の結果をダイヤグラムにして第86図に、その内訳を第10表に示す。試料番号 1に は、 3

試料の中で最も多くの火山ガラスが含まれている。軽石型火山ガラスに富み(67.6%)、 少量の

平板状のいわゆるバブル型ガラスも認められる(24.5%)。 軽石型火山ガラスはスポンジ状や繊

維束状を呈するものが多い。試料番号 2に も試料番号 1と 同様な傾向が認められる。また若干

分厚いバブル型ガラスの割合が増力日する(20。 1%)。 試料番号 3では、火山ガラスはわずかにし

か認められない。ガラスの形態は、試料番号 1や 2と 同様である。火山ガラスの色調は、いず

れも無色透明である。

いずれの試料にも、重鉱物はほとんど含まれていない。ごくわずかに、試料番号 3に角閃石

と斜方輝石が認められる (250粒中 3粒 )。 しかし、重鉱物組成を求めることは量的に不可能で

あった。
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Ⅳ.考察―示標テフラとの対比

層理が認められることから、本火山灰試料は二次堆積の可能性も否定できない。しかし限ら

れたブロック試料から、それを判断することは難しい。ここでは一次堆積のテフラとして、示

標テフラとの対比を試みる。試料番号 1お よび 2に は、スポンジ状の軽石型ガラスに富み、繊

維束状の軽石型も含まれる。そしてガラスは、透明である。この特徴は、A.D.915年 に十和田火

山から噴出したと考えられている十和田 a火山灰 (To a、 町田ほか、1981)の特徴と一致する。

したがって、火山灰層はTo aに 由来する可能性が考えられる。この対比結果は、火山灰層の下

位から平安時代の遺物が出上していることとも矛盾しない。

V。 まとめ

赤生津遺跡で検出された火山灰層には、透明のスポンジ状や繊維束状の軽石型ガラスが多く

含まれている。この特徴は、十和田 a火山灰のガラスの特徴と一致する。屈折率測定など、さ

らに詳細な分析が行われることが望まれる。

文 献

町田 洋・新井房夫・森脇 広 (1981)日本海を渡ってきたテフラ、科学、51,p.562-569.

第 10表 赤生津遺跡の火山ガラス組成

バブル型 中間型 軽石型   その他 合計

数字は,個数。

0

試料

ロ バブル型ガラス ロ 中間型ガラス

匡墓彗軽石型ガラス 踵藝]そ の他

第86図 赤生津遺跡の火山ガラス組成
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3 昆虫の同定
仙台市天文台 小室  信

赤生津遺跡から発見された昆虫について下記のように推測できますが、種までの同定はでき

ず、属までにいたします。

記

1 科 名      ヨガネムシ科

2 属 名      Anomala属

3 種 名 (候補)  オオスジヨガネ

ドウガネブイブイ

ヤマ トアオドウガネ

サクラコガネ

第 II表  コガネムシ科 Anomala属の昆虫
コガネムシ科 Anomala属の昆虫

種 名 体  長 分  布 出 現 期 食 性

オオスジコガネ 17^Ψ20mm 本州 6～ 8月 各種針葉樹の葉を食害

ドウガネブイブイ 18^∀ 24 mm 本州 6～ 8月 各種広葉樹の葉を食害

ヤマトアオドウガネ 17ハヤ25 mm 本州 7～ 9月

サクラコガネ 16-20 mm 本州 6～ 8月
バラ科・クリ・ヤナギなど

の葉を食害

種  名 体 長 分 布 出 現 期 種  名 体 長 分 布 出 現 期

ヒラタアオコガネ 10～12mm 本州西部 4～ 5月 ヒメコガネ 3～16 mr 本州 6～ 8月

キンスジヨガネ 17～19mm 本州 7～ 8月 オオサカスジヨガネ 1～ 16m打 本州西部 6下～ 8月

オオスジヨガネ 17～20mm 本州 6-8月 チビサクラコガネ 9～12 mm 本少卜I 6下～ 8月

スジコガネ 15～19mm 本)W 6～ 8月 ヒメサクラコガネ 11～ 16m打 本州 6～ 8月

,ュ ウキュウドウガネ 17～22111m 沖縄 5～ 7月 サンカクスシコガネ 12 5-16 九州 5～ 7月

オオシマドウガネ 】3～26m∬ 奄美大島 5～ 7月 ハンノヒメコガネ 12 5-17 本州 6～ 8月

アオドウガネ 17 5-22 本州西酎 4-8月 ツヤコガネ 14-17 5 本州 6～ 8月

ドウガネブイブイ 18～24mm 本ヴい| 6～ 8月 サクラヨガネ 6～20m打 本州 6～ 8月

ヤマトアオドウガネ 17～25mm 本州 7～ 9月 リュウキュウスジヨガネ 8 8-13 5 宮子鳥 5中～ 7月
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4 花粉分析
斎藤報恩会自然史博物館 竹内 貞子

縄文時代から平安時代にかけての、赤生津遺跡周辺植生環境を明らかにするために、花粉分

析をおこなった。

(1)分析試料

試料は第 1、 第 2、 第 3の 3地点で、それぞれ10個、 9個、10個の計29個を、 トレンチの壁

面から直接採取した。採取層準は第87図に試料番号 (No)で示した。

修)分析方法

分析方法は下記の手順でおこなった。

試料粉砕 → KOH処理 → HF処理 → H cl処理 → 酢酸処理 ¬
検鏡  ←  封入  ← 酢酸処理 ← アセトリシス処理

検鏡にあたっては、樹木花粉200個を同定し、かつ、その間に出現したすべての車木花粉およ

び胞子を同定した。

●)分析の結果

花粉分析の結果は第12表に示した。また、主要な花粉の出現率については、第87図の花粉ダ

イアグラムに示した。各タクサの出現率は、樹木花粉の総数を基数とする百分率であらわして

ある。

第 3地点の No3-■、-12、 -13の 3試料からは花粉あるいは胞子が検出されなかった。

第 1地点の Nol-2、 -5b、 -6、 -7、 -8、 および-9、 第 2地点の No 138B-6、 -7、 一

11および-12、 第 3地点のNo2-10の 11試料は絶対花粉量が少なく、百分率であらわすまでに

いたらなかった。これら11試料については検出されたタクサを第12表に十で示した。

まず、各地点ごとの試料について分析結果を述べる。

[第 1地点]

Nol-5a、 -4、 -3、 の 3試料はほぼ類似の組成を示す。コナラ属、マツ属 (二葉松型)を

主とし、ブナ属、クマシデ属、スギ属、クルミ属―サワグルミ属、ケヤキ属―エレ属などがこ

れに次ぐ。樹木花粉が50%を しめ、シダ類の胞子もかなり多い。

Nol-1は 、樹木花粉ではヨナラ属、ブナ属、スギ属を主とし、マツ属、クマシデ属、クル

ミ属―サワグルミ属などをともなう。イネ科の花粉とシダ類の胞子の割合が多いのが目立つ。

[第 2地点]

No 138-10は、コナラ属、マツ属を主とし、ブナ属、スギ属、クルミ属―サワグルミ属、ケ

ヤキ属―エレ属などがこれに次ぐ。シダ類の胞子が高率で出現し、全体の50%近 くをしめる。

No 138B-9、 -8は、下位に比ベヨナラ属が減少し、逆にハンノキ属、モミ属洵ゞ増加する。
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No 138B-5、 -4は、No 138B-9や -8と 類似の傾向をしめすが、モミ属、ハンノキ属が

減少し、クルミ属―サワグルミ属、ケヤキ属―エレ属などが若干増加する。また、イネ科も増

加している。

5試料全体を通じて、シダ類の胞子が高率で出現している。

[第 3地点]

下位から上位へ No2-9か らNo2-6ま での 4試料は、No2-6で マツ属が増カロしている

ことを除けば、ほぼ類似の組成を示す。コナラ属、ブナ属、マツ属を主とし、スギ属、クマシ

デ属、クルミ属―サワグルミ属、エレ属―ケヤキ属などがこれに次ぐ。草木類の花粉および胞

子の割合が小さく、樹木花粉の全体にしめる比率が比較的高い。

No2-5では、ブナ属、ハンノキ属が下位に比べてやや増加し、逆にコナラ属、ケヤキ属―
ニレ属などは減少する。

No2-4では、再びヨナラ属が増力日し、ヨナラ属、ブナ属を種とした組成となる。また、イ

ネ科の急増で特徴づけられる。

14)考 察

当時の植生環境を復元するにあたり、まず、このあたりの現在の自然環境について、大まか

にみることにする。

第二紀層からなる丘陵の間を、蛇行しながら東流する七北田川の両岸には、数段の段丘が分

布している。赤生津遺跡は、七北田川の左岸で川辺の低位段丘の上に立地している。この付近

―帯は、つい最近まで水田と桑畑がひろがっていたが、現在は開発が進んでいる。また、まわ

りの丘陵地も開発が進み、ほとんど裸地の状態になっている。開発前の丘陵地は、コナラーク

リを主とした雑木林であり、西方の奥羽山脈の山腹地帯はブナ林であった。

このような現在の自然環境を前提として、縄文時代晩期から平安時代にかけての、遺跡をと

りまく自然環境を考察する。

[縄文時代晩期から弥生時代後期にかけて]No l-5a～ 3、 No 138B-10

遺跡周辺は、おもにシダ類 (ワ ラビの仲間やゼンマイの仲間などを主とするとかんがえられ

る)やイネ科やキク科などの生育する草原であった。背後の丘陵地は、コナラ属、ブナ属、ク

マシデ属、クルミ属、ケヤキ属などにマツやスギのまざった林であったが、これらの樹々は丘

陵地だけでなく、平地のまわりにも広がっていた。また七北田川べりには、これらの樹種のほ

かにハンノキもかなり生育していた。

地点 3では、No2-9か らNo2-6ま での層準がこの時期に相当するであろう。

[弥生時代後期から平安時代にかけて]No 138B-8、 9

前の時期に比べて、自然環境に大きな変化はないが、モミ属やツガ属の花粉の出現率が高く
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なっていることから、これらの花粉がおもに西方の山地帯からもたらされたものであることを

考えると、ハンノキ属の増加とあわせてみて、若子の気候の悪化が考えられなくもないであろ

う。

地点 3の No2-5の層準がこの時期に相当するであろう。

[平安時代の耕作土]No l-1、 No 138B-5、 -4

最後に、平安時代の耕作上の分析結果についてみると、No l-1試料のイネ科花粉の高い出

現率は、水田の存在を裏づけ、考古学的な結果と矛盾しない。

地点 3の No 2-4の層準が耕作上に相当するであろう。

地点 2の耕作上の層準では、イネ科花粉の出現率は、他の 2地点に比べてかなり低い。他の

2地点に比べて、シダ類の胞子の出現率が非常に高いことと、川べりに位置しているというこ

とからみて、この地点が水田の中ではなかったということも考えられる、あるいは別の原因が

あるのかもしれない。不明である。

いずれにしろ、この時期にはヨナラ属、ブナ属、クマシデ属、クルミ属、ケヤキ属、マツや

スギの茂る丘陵の南側に水田が広がり、七北田川べりにはハンノキやヤナギなどが生育してい

たと推測される。

花粉分析試料採取地点
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第87図 赤生津遺跡主要花粉ダイヤグラム
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5 出土材 同定
パリノ・サーヴェイ株式会社

1.試 料

試料はNo.1～ 5,7～ 26の 25点である。No.9～ 11の 3点は江戸時代の、その他の22点は弥

生時代のものとされる自然木で、No.1～ 4は立木、その他は流木と考えられている。

2.方 法

剃刀の刃を用いて試料の木口・柾目・板目の 3面の徒手切片を作製、ガム・クロラール (Gum

Chloral)で封入し、生物顕微鏡で観察・同定した。同時に顕微鏡写真図版 (写真■3～■6)も

作製した。

3。 結 果

No.1～ 5は、手元の現生標本中には該当するものが見あたらないため同定できなかった。そ

の他の20点は以下の12種類 (Taxa)に 同定された。試料の主な解剖学的特徴や現生種の一般的

な性質は次のようなものである。

・イヌガヤ (Cepha10taxus harttngtonia)イ ヌガヤ科 No.11

早材部から晩材部への移行は緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞はあるが、樹脂道はない。

放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑らか、放射組織は単列、 1～10細胞高。仮道管内壁に

はらせん肥厚が認められる。

イヌガヤは、本州 (岩手県以南)。 四国。九州に分布する常緑小高木～低木で、時に植栽され

る。なお、北海道西部・本州の主として日本海側・四国の一部には、旬旬性の変種ハイイヌガ

ヤ (皇 harringto� a var.nana)が分布する。イヌガヤの材はやや重硬で、器具・旋作材など

に用いられる。

・オニグルミ (」 ungians ailanthifolia)ク ルミ科 No.25、 26

散孔材で年輪界付近でやや急に管径を減少させる。管孔は単独および 2～ 4個が複合、横断

面では楕円形。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列。放射組織は同性～異性Ⅲ型、1～ 4

細胞幅、 1～40細胞高。柔組織は短接線状、周囲状および散在状。年輪界は明瞭。

オニグルミは、北海道から九州までの川沿いなどに生育する落葉高木である。材の硬さは中

程度、加工は容易で狂いが少なく、保存性は低い。銃床として広く用いられるほかに各種器具、

家具材などの用途も知られている。種子は食用となり、栄養価に富む。

・ブナ属の一種 (Fagus sp.)ブナ科 No.19

散孔材で、管孔は単独または放射方向に 2～ 3個が複合、横断面では多角形、道管は単およ

び階段穿孔を有し、階段穿孔の段 (bar)数 は10前後。放射組織は同性～異性Ⅲ型、単列、数細

胞高のものから複合組織まである。柔組織は短接線状および散在状。年輪界は明瞭～やや明瞭。
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ブナ属には、ブナ (Fagus crenata)と イヌブナ (F.iaponica)の 2種がある。ブナは北海

道南西部 (黒松内低地帯以南)・ 本州 。四国 。九州に、イヌブナは本州 (岩手県以南)。 四国 。

九州の主として太平洋側に分布する。イヌブナのほうがブナより低標高地から生育し、またブ

ナのような大群落をつくることはない。ブナは、日本の冷温帯落葉樹林を代表する樹木である。

材はやや重硬で、強度は大きいが加工はそれほど困難ではなく、耐朽性は低い。木地 。器具・

家具・薪炭材などの用途があった。

・コナラ属 (コナラ亜属コナラ節)の一種 [Quercuc(subgen.Lettdobalanus sect.Pttnus)sp.]

ブナ科 No.21、 22

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配置す

る。大道管は横断面では円形～精円形、小道管は横断面では多角形、ともに単独。単穿孔を有

し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では棚状～網目状となる。放射組織は同性、単列、

1～20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

コナラ節は、コナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で、果実 (いわゆるドングリ)力Sl年目に熟す

るグループで、モンゴリナラ (Quercus mOngolica)と その変種ミズナラ (Q.mongolica var.

grosseserrata)、 コナラ (豊。serrata)、 ナラガシワ (Q.aliena)、 カシワ (Q.dentata)と いく

つかの変・品種を含む。モンゴリナラは北海道・本州 (丹羽地方以北)に、ミズナラ・カシフ

は北海道・本州・四国 。九州に、ナラガシフは本州 (岩手・秋田県以南)。 四国 。九州に分布す

る。このうち平野部で普通に見られるのはコナラである。コナラは樹高 20mに なる高木で、古

くから薪炭材として利用され、植栽されることも多かった。材は重硬で、加工は困難、器具、

機械、構材などの用途が知られる。

・クリ (Castanea crenata)ブナ科 No.9、 10

環孔材で孔圏部は 1～ 4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列す

る。大道管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独および 2～ 3個が斜 (放射)方向

に複合、横断面では角張った楕円形～多角形。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放

射組織との間では棚状～網目状となる。放射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高。柔組織は周囲

状および短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部・本州・四国・九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。

材はやや重硬で、強度は大きく、カロ正はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・

家具・薪炭材、悟木や海苔粗柔などの用途が知られている。

・ケヤキ (Zelkova serrata)ニ レ科 No.17

環孔材で孔圏部は 1列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合 し接線 。斜方向

の紋様をなす。大道管は横断面では楕円形、単独、小道管は横断面では多角形で複合管孔をな
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す。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放

射組織は異性Ⅲ型、 1～ 10細胞幅、 1～30細胞高であるが、時に60細胞高を越える。柔組織は

周囲状。年輪界は明瞭。

ケヤキは本州 。四国 。九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木 として植栽さ

れる落葉高木で、時に樹高 50mに も達する。材はやや重硬で、強度は大きいが、カロエは困難で

なく、耐朽性が高く、木理が美しい。建築・造作・器具・家具・機械・彫刻・薪炭材など各種

の用途が知られる。

・ヤマグワ (MOrus bombyds)ク ワ科 No.24

環孔材で孔圏部は 1～ 3列、晩材部はへ向かって管径を漸減させ、のち塊状に複合する。大

道管は横断面では円形～楕円形、単独または2～ 3個が複合、小道管は横断面では多角形で複

合管孔をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は密に交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が

認められる。放射組織は異性 H～Ⅲ型、 1～ 6細胞幅、 1～ 50細胞高。柔組織は周囲状～翼状

および散在状。年輪界は明瞭。

ヤマグリは北海道・本州 。四国 。九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木で、多くの

園芸品種があり養蚕に利用されている。材はやや重硬で強靭、力日正はやや困難で、保存性は高

い。装飾材や器具・家具材として用いられ、樹皮は和紙の原料や染料となり、果実は食用とな

る。

・カツラ (CercidiphyIIum iaponiCum)カ ツラ科 No.12、 13

散孔材で、管孔は単独または2～ 3個が複合、分布密度は高い。晩材部へ向かって管径を漸

減させる。横断面では多角形、管壁は薄い。道管は階段穿孔を有し、段数は20以上、放射組織

は異性H型、 1～ 2細胞幅、 1～30細胞高。柔組織は散在状。年輪界はやや不明瞭。

カツラは北海道から九州に自生する落葉高木である。カツラ属にはこのほか、本州北中部の

亜高山帯に分布するヒロハカツラ C.magnifiCum)が ある。カツラの材はやや軽軟で、割裂性

は大きく、加工は容易、強度・保存性は低い。大径木が多く、欠点が少ないため、各種の道具・

器具・木地・家具・建築・彫刻材などに用いられる有用材の一つである。

。モクレン属の一種 (MagnOlia sp.)モクレン科 No.15、 16

散孔材で横断面では角張った楕円形～多角形、単独および 2～ 4個が放射方向に複合する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は階段状～対列状に配列、放射組織との間では網目状～階段状とな

る。放射組織は異性H型、 1～ 2細胞幅、 1～40細胞高。柔組織はターミナル状。年輪界は明

瞭。

モクレン属は、ホオノキ (Magnolia obovata)、 オオヤマレンゲ (里。sieb01dii)、 タムシバ

(塑・Salttifolia)、 コブシ (里.kobuS)、 シデコブシ (M.stellata)の 5種が自生する。ホオノ



V 章

キ・コブシは北海道から九州の適潤～湿性地に生育するが、コブシは西日本にはやや少ない。

タムシバなどは産地が限られたり、稀であったりする。ホオノキの材は軽軟で、割裂性が大き

く、加工は極めて容易で欠点が少ないことから、器具・建築。家具・建具材などのほか、指物・

木地・下駄歯・刃物輪など特殊な用途が知られている。また木炭は金・銀・銅・漆器の研磨に

用いられた。コブシの材は、ホオノキに似るがやや硬 く、ホオノキより劣るものとされ、ホオ

ノキに準じた使われ方をする。

・カエデ属の一種 (Acer sp.)カ エデ科 No.23

散孔材で管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および 2～ 3個が複合。道管は単穿

孔を有し、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、 1～10細胞幅、 1～ 30細胞高

で時に100細胞高を越える。柔組織はターミナル状。周囲状または随伴散在状、接線状。年輪界

はやや不明瞭。

カエデ属には、イタヤカエデ (Acer mono)や イロハモミジ (A.palmatum)な ど約25種が

自生し、また多くの品種があり植栽されることも多い。属としては琉球を除くほぼ全土に分布

する落葉高木～低木である。一般に材はやや重硬。強靭で、加工はやや困難、保存性は中程度

である。器具・家具・建築・装飾・旋作・薪炭材などに用いられる。    ′
・ヤブツバキ (Camellia laponiCa)ッ バキ科 No.ア、 8、 14、 18

散孔材で、横断面では多角形～角張った楕円形、単独および 2～ 3個が複合する。道管は階

段穿孔を有し、段数は10～ 30、 壁孔は対列～階段状に配列。放射組織は異性H型、 1～ 3細胞

幅、 1～20細胞高であるが時に上下に連結する。柔組織は随伴散在状。年輪界はやや不明瞭。

ヤブッバキは、本州・四国 。九州・琉球の主として沿海地に自生する。ツバキ属には、ヤブ

ツバキと四国。九州・琉球の山地に自生するサザンカ (皇 saSanqua)があり、ともに多 くの変・

品種があり植栽される。ヤブツバキの材は重硬・強靭で割れにくく、カロエはやや困難、耐朽性

は高い。器具・旋作・機械・薪炭材などに用いられる。

・エゴノキ属の一種 (Styrax sp.)ェ ゴノキ科 No.20

散孔材で管壁は薄く、横断面では楕円形、 2～ 4個が複合または単独で、年輪界付近で管径

を減ずる。道管は階段穿孔を有し、段数は 5～ 10、 壁孔は小型で密に交互～対列状に配列する。

放射組織は異性H型、 1～ 3細胞幅、 1～30(50)細胞高。柔組織は短接線状および散在状。

年輪界は不明瞭。

エゴノキ属には、エゴノキ (Styrax iapOnica)、 ハクウンボク (S Obassia)、 コハクウンボ

ク (旦 Shiraiana)の 3種がある。エゴノキは北海道 (渡島)。 本州・四国 。九州・琉球に、ハ

クウンボクは北海道 (北見・石狩以南)・ 本州・四国・九州に、コハクウンボクは本州 (栃木県

以南)。 四国。九州に分布する落葉高木～低木である。材はやや重硬で割裂しにくく、加工はや
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や容易、旋作 。器具・薪炭材などに用いられる。

なお、No.1～ 5は同一樹種であり、散孔材で、道管は単穿孔をもち内壁にはらせん肥厚が認

められ、放射組織は単 (～ 2)列、異性、10細胞高前後などの特徴をもつが、根材のようで同

定できなかった。

以上の同定結果を出土地点などともに一覧表で示す (第88図第13表 )。

4.考 察

弥生時代の自然木とされる22点の試料は、種類不明の広葉樹を含め1l Taxaに同定された。

この種類数は、遺跡からの報告例としては多いと言えよう。例えば、遺跡周辺だけではなく、

上流域に生育する樹木をも含むと推定された富沢遺跡第15次調査出土試料
*の
同定結果 (高橋

1987)よ り多くなっている。これは、当時の植生が現在よりも多様性に富んでいたことを示し

ているものかも知れないが、むしろ、試料が、(試料採取地点の当時の後背地がどれほどの広が

りをもつと考えられているのかわからないが)かなり広い、そして様々な立場に生育していた

樹木の混合物であることを示しているものと思う。なぜなら、現地生と考えられるNo.1～ 4

(5)を 除いては流木とされており、富沢遺跡第15次調査出土試料と同様に、試料が上流域から

(場合によっては下流域からも)供給された可能性が考えられることと、現生種の主な自生環境

から見たとき、河川沿いや斜面下部に生育することの多いオニグルミ・ケヤキ・ホオノキ属・

カツラと、丘陵地に多いブナ属・コナラ節、沿海地に多いヤブツバキが共存しているためでも

ある。したがって、得られた組成は出土地点近傍の当時の植生を直接反映しているものではな

く、また、このことが組成の豊富さをもたらしたものと考える。

キ:弥生時代桝形囲式期とそれ以前のものとされる木片24点が9 Taxa(不明種を除く)に同定

されている。

引用文献

高橋利彦 1987 「富沢遺跡出土材同定」『富沢 仙台市都市計画道路長町・折立線建設に伴う

富沢遺跡第15次発掘調査報告書』イ山台市文化財調査報告書 第98集 仙台市教育委員会、397-

412.
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試料番号 出土地点など 名種 14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

SD19 ③

SD19 ④

SD19 ⑤

SD19 ⑥

SD19 ③

SD20 ①

SD20 ②

SD21 ①

SD21 ②

SD21 ③

SD21 ④

SD21 ⑤

SD21 ⑥

ヤブツバキ

モクレン属の一種

モクレン属の一種

ケヤキ

ヤブツバキ

ブナ属の一種

エゴノキ属の一種

ヨナラ属 (ヨ ナラ亜属コナラ節)の一種

コナラ属 (ヨ ナラ亜属コナラ節)の一種

カエデ属の一種

ヤマグワ

オニグルミ

オニグルミ

1

2

3

4

5

7

8

9

10

11

12

13

AP-47①

AP-47②

AP-47③

AP-47④

A162①

AL-53①

AL-53②

SD13 ①

SD13 ②

SD13 ③

SD19 ①

SD19 ②

広葉樹 (散孔材 )

広葉樹 (散孔材)

広葉樹 (散孔材 )

広葉樹 (散孔材)

広葉樹 (散孔材 )

ヤブツバキ

ヤブツバキ

クリ

クリ

イヌガヤ

カツラ

カツラ

第 13表  赤生津遺跡出土材の樹種
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Ⅵ章 考察
1 包合層地区の遺物 と遺構
(1)縄文土器第2群について

包含層地区出上の第 1群土器については、すでにその編年的位置付けを明らかにした。ここ

では、縄文土器の大部分をしめる第 2群土器について検討する。

県内で第 2群土器と類似する大洞 A・ A'式の上器群が出土しているのは、一迫町山王遺跡 (伊

東・須藤 :1985)。 同巻堀遺跡 (一迫町教委 :1977)。 若柳町柴の脇遺跡 (宮城県教委 :1986)・

古川市宮沢遺跡 (宮城県教委 :1980B)・ 七ヶ浜町二月田貝塚 (塩竃女子高 :1971・ 1972)・仙台

市梨野A遺跡 (仙台市教委 :1983)・ 同戸見遺跡 (仙台市教委 :1988)。 塩竃市一本松貝塚 (加

藤 :1952)。 石巻市沼津貝塚 (石巻市教委 :1976)。 柴田町鹿野遺跡 (柴田町教委 :1976)・ 蔵王

町鍛冶沢遺跡 (後藤他 :1976)・ 角田市梁瀬浦遺跡 (角田市教委 :1976)。 同鱚沼遺跡 (志間 :

1971)・ 同岩ノ入遺跡 (宮城県教委 :1983)等がある。このうち、比較的資料の多い宮城県北部

の宮沢遺跡、南部の岩ノ入遺跡出上のものと比較検討してみる。

(深鉢形土器)

深鉢形土器の器形の比率を比較してみると以下のようになる。

赤生津 C・ D・ E類 34°/。 岩ノ入 AI・ B・ BH・ BⅢ 45% 宮沢H類 54°/。

〃 A・ B・ F類 669` 〃 AH・ BⅣ 55°/O 〃 Iメ寅 46°/。

赤生津遺跡では、口頚部が屈曲する A・ B類とも小波状口縁のものが多く、屈曲の無いD類

にも小波状口縁があり、大半は内面に一条の沈線がある。宮沢遺跡では、小波状口縁が極めて

少なく平縁のものが大部分であり、口頚部も屈曲しないものがやや多く、内面に沈線をもつも

のが少ない。岩ノ入遺跡でも、小波状口縁は少なく平口縁が多く、内面に沈線をもつものはほ

とんどなく、口頚部が屈曲するものが屈曲しないものより多い。ただ、屈曲し口縁部が内傾気

味で、頚部に沈線による不定形の文様のあるものは、赤生津遺跡
。宮沢遺跡にはない。また、

岩ノ入遺跡では地文として条線文が多用され斜行縄文 。撚糸文もあるが、赤生津遺跡・宮沢遺

跡は斜行縄文のみである。

(浅鉢形土器)

各遺跡とも分類方法が違うが、浅鉢の器形の比率を比較してみるとおおよそ以下のようにま

とめられる。
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赤生津 A・ C類 49% 岩ノ入Ⅳ類 50°/。 宮沢Ⅲ類 24°/。

〃 B類 10% 〃 HI類 4% 〃 I夢興 52°/。

〃 D・ E類 36% 〃 I・ V類 39°/。 〃 H類 24%

〃 F類 5% 〃 H類 8% 0%

頚部が屈曲し口縁部が外反する赤生津遺跡 B類は、浅鉢全体の約10%を しめるが、これに相

当する岩ノ入遺跡Ⅲ類が 4%、 宮沢遺跡 I類は52%であり、宮沢遺跡の浅鉢より岩ノ入遺跡の

浅鉢により類似した比率をしめしている。しかも、宮沢遺跡 I類には、高くて頂部が幅広い台

形状の突起と低い突起が組み合うものや、山形を呈する突起の頂部を長方形や円形に肥大化さ

せ、その上面に文様を施文したものなど大振りの突起を持つが、赤生津遺跡 B類は双頭山形突

起 (2個一対の低平な山形突起で突起間に凹部を持つ)を持つものが多く、岩ノ入遺跡Ⅲ類も

2個一対の突起があるのみで、いずれも大振 りの突起を持たない点で共通している。

また、胴部が内鸞し、口縁部が外傾する赤生津 F類は、岩ノ入H類に相当するものと考えら

れるが、宮沢遺跡には該当するものが見当らない。

次に文様を比較してみると、宮沢遺跡には、赤生津遺跡 。岩ノ入遺跡で認められるような明

瞭な台形状彫去を持つものが少なく、沈線間彫去が大部分のようである。また、赤生津遺跡・

岩ノ入遺跡に多く認められる、各文様要素間に独立して配置される斜行沈線が、宮沢遺跡には

無い。さらに両遺跡に多い、沈線間彫去・台形状彫去 。反転沈線 。斜行沈線の組み合わせで文

様を構成するものが、宮沢遺跡には少ない。

岩ノ入遺跡Ⅳ類 (口縁部が内彎気味に立ち上がるもの)の主体となる浮線楕円文は、赤生津

遺跡・宮沢遺跡とも全く認められない。

以上のように、浅鉢形土器の器形・文様は、赤生津遺跡のものは宮沢遺跡のものより、岩ノ

入遺跡のものにより近似していると言える。

次に、宮沢遺跡 。岩ノ入遺跡との比較検討の結果問題になった点について、他の遺跡の資料

等も参考にしながら、地域差・時間差の観点から検討してみる。

(地域差 )

深鉢形土器の地文の違いについては、岩ノ入遺跡の報告書ですでに指摘 (宮城県教委 :1983)

されているように、東北地方北部と南部との地域差と考えられる。阿武隈川水系の岩ノ入遺跡

をはじめ、梁瀬浦遺跡の第 2ト レンチ出上の深鉢形土器も条線文が多く、撚糸文もある。鱚沼

遺跡・鹿野遺跡、白石川水系の銀治沢遺跡も同様のようである。ところが名取川水系の梨野遺

跡、広瀬川水系の声見遺跡、七北田川水系の赤生津遺跡、松島湾沿岸の二月田遺跡・一本松貝

塚では条線文は見当らない。これらの水系の北部も同様である。また、岩ノ入遺跡から出上し
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ている口縁部が内傾気味で頚部に沈線による不定形の文様のあるものは、阿武隈川水系以北か

らは見出せない。このように深鉢形土器は、阿武隈川水系を境界に北部と南部において顕著な

地域差をみいだすことができる。

岩ノ入遺跡の浅鉢形土器にみられる浮線楕円文は、県内の他の遺跡から見出すことができな

いが、福島県の遺跡にはあるのでこれも地域差と考えられる。

(時間差)

宮沢遺跡にある大振りの突起を持つ大型の台付浅鉢は、赤生津遺跡・岩ノ入遺跡では皆無で

ある。迫川水系にある弥生時代の大泉式の初期に位置付けられている青木畑遺跡 (宮城県教委 :

1982)に は、頚部がくびれて回縁部が外反・外傾し大振りの突起を持つものがある。同じ迫川

水系にある山王遺跡 (伊東・須藤 :1985)で は、大洞 A式のV層以下には無いようであるが、

大洞 A'式のⅣ iem層、Ⅳ a・ k層には確実にあり、山王Ⅲ式 (大泉式)のⅢ c-2層 にもその

伝統がうかがえるものがある。こうした大振 りの突起を持つものは北部だけでなく南部の阿武

隈水系の鱚沼遺跡、白石川水系の鍛冶沢遺跡にある。大振りの突起は、新しい様相と考えられ、

地域差というよりも時間差と考えたほうがよいように思われる。

深鉢形土器の小波状口縁も、山王遺跡では大洞 A式のVc7・ m en層・Va・ k層・大洞 A'

式のⅣ iom層にみられるが大洞 A'式のⅣ a・ k層、山王Ⅲ式 (大泉式)のⅢ c-2層には無 く

なるので、古い様相と考えられる。

赤生津遺跡浅鉢形土器 F類 (胴部が内鸞し頚部が締まり口縁部が外傾)の類例は、南部の梁

瀬浦遺跡にある。赤生津遺跡のものは口縁部直下と頚部に沈線を一条めぐらしているだけだで

あるが、梁瀬浦遺跡のものは、文様帯が上下三段に分かれ、上部の器形及び文様は、赤生津遺

跡の浅鉢 D類に類似している。岩ノ入遺跡にも梁瀬浦遺跡のものと類似するものがある。宮沢

遺跡にはないのでこれも古い様相かと考えられる。

文様の要素についても、山王遺跡V～Ⅳ層の変遷をみると台形状彫去、斜行沈線は古い文様

要素と考えられる。

第 2群土器を、宮城県北部の宮沢遺跡 。南部の岩ノ入遺跡出上の上器とを比較し、地域差・

時間差の視点から検討した。その結果、深鉢形土器は地文等において岩ノ入遺跡出上のものよ

りも宮沢遺跡のものに近いことがわかったが、これは地域差によるものと考えられる。しかし、

頚部の屈曲するものが多いという点ではむしろ岩ノ入遺跡のものに類似しているといえる。浅

鉢形土器は、器形 。文様の点において宮沢遺跡のものよりも岩ノ入遺跡のものにより類似する

ことがわかった。しかも、宮沢遺跡のものは第 2群土器よりも新しい様相を呈していると考え

られる。この結果、赤生津遺跡第 2群土器は、岩ノ入遺跡のものに近く、岩ノ入遺跡と時間的

にはほぼ並行する時期のものと考えられる。一方、宮沢遺跡のものは赤生津遺跡第 2群のもの
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より時間的にやや後出のものと考えられる。ところで、宮沢遺跡・岩ノ入遺跡出上のものはい

ずれも大洞 A'式 とされている。とすると大洞 A'式 には、宮沢遺跡段階と、赤生津遺跡・岩ノ入

遺跡段階があるということになる。これを吟味するため、県内外の他遺跡とも比較してみるこ

ととする。資料がすべて発表されてはいはないが、当該期の変遷が層位的にとらえられる山王

遺跡と比較すると、山王Va・ k層に赤生津遺跡・岩ノ入遺跡が並行し、山王Ⅳ i・ m層に宮沢

遺跡が並行すると考えられる。梁瀬浦遺跡も赤生津遺跡・岩ノ入遺跡に並行する。東北北部で

は剣吉荒町遺跡 (工藤 :1987)の I群が、赤生津遺跡・岩ノ入遺跡に並行し、H群が、宮沢遺

跡に並行すると考えられる。中村五郎氏の指摘 (中村 :1988)の ように大洞 A'式 はいくつかに

細分することが可能で、赤生津遺跡第 2群土器は大洞 A'式の古い段階のものと言える。

修)遺構の年代について

包含層地区検出の遺構の年代について検討する。検出した遺構はSK(土墳・焼土遺構)が 12

基あるが、いずれからも出土遺物がないため年代決定資料に欠ける。しかし、SK5。 46は第 3

層上面、他のSKl・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6。 7・ 8。 9。 45。 47は第 5層上面で検出している。前述した

ように、第 4層からは、縄文時代早期末から後期末の土器が少量ながら出土している。第 3層

からは、縄文時代晩期終末の土器群が出上している。第 2層は水田地区の第 4層に相当し、堆

積年代は弥生時代後期以降から平安時代以前と推定される。包合層地区からは弥生土器が 1片

も出上していないことを考えあわせると、第 3層上面検出の SK5・ 46は縄文時代晩期終末の大

洞 A'式期と考えられる。第 5層上面検出の SK4・ 6。 7・ 8・ 9・ 47は、縄文時代早期末から晩期

終末という幅でしか年代的位置付けをあたえられない。

2 本田地区の遺構について
水田地区からはSK(土墳・焼上遺構)を 37基、SD(濤・河川跡)を 25条、SB(掘立柱建物

跡)を 2棟、SS(水田跡)を 38区画検出している。出土遺物は縄文時代晩期・弥生時代後期・

平安時代 。中世 。近世・近代のものが出上している。遺物が伴出する年代の確実な遺構を中心

に、層位関係・重複関係をもとに各遺構の年代を考えてみることにする。

①水田地区の基本層位第 1～ 2層からは中世～近世～近代の遺物が出上している。第 2層から

は若千近世の陶・磁器が混入しているが、中世の陶 。磁器の出上が多い。第 3層の灰白色火山

灰下の調査に重点を置いたため、第 2層 (2a・ 2b・ 2c層 )で水田跡を検出できなかったが水田

土壌の可能性が高い。第 4層上面で検出した灰白色火山灰を伴わない弧状や L字状の段差 (第

59図の SS33・ 34の南側の 2つの段差、第61図の上層観察ベルトにかかる段差とその東側のも

の。それぞれ2c層 。2b層が関連。その他の段差は現水田に関連)は、第 2層 (2b・ 2c層)期の

水田跡の残存部と考えられる。したがって、第 1層は近代～現代、第 2層中世～近世 (2aが近

世、2b・ 2c中世)と 考えられる。
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②第 3層の灰白色火山灰層は、堆積年代が10世紀前半 (白鳥 :1980)と いうのが通説であり、

第 4層出土遺物 (第62図 1～ 4)の年代と矛盾しない。したがって、本田跡はすべて10世紀前

半である。

③第 4層下の堆積状況は地点によって異なるが、深掘Ⅳ区の 5層は出土遺物から弥生時代後期

の天王山式期 (第76図 4～ 7)、 9層が縄文時代晩期大洞 A'式期 (第76図 2)である。したがっ

て、 6～ 8層 は縄文時代晩期以降～弥生時代後期以前と考えられ、SK48・ 49は天王山式期前後

SD19は弥生時代後期以降～平安時代以前となる。深掘Ⅵ区の 6層 は出土遺物から弥生時代後

期の天王山式期 (第76図 3)、 8層は縄文時代晩期の大洞 A'式期 (第76図 1)と考えられる。し

たがって、5層 は弥生時代後期以降～平安時代以前と考えられる。SD21は検出層、出土遺物か

ら弥生時代後期の天王山式期である。深掘V区の各層からは出土遺物がないが、Ⅳ・Ⅵ区の状

況を考えると、縄文時代晩期以降、弥生時代後期を経て平安時代以前に堆積したものと考えら

れる。したがって、SD20は縄文時代晩期以降～平安時代以前であるが、SD18・ 26は層位関係

から、縄文時代晩期以降の恐らく弥生時代後期であろう。

④ SD3・ 4・ 12は土層観察用ベルトの観察の結果、第 2層 (2a層 )上面から掘り込んでいるこ

とが判明しているので、近世以降に構築されたと考えられる。これらに略平行する SD5・ ■ も

同時期と思われる。

⑤ SDの出土遺物から、SD9は近世 (17～ 18世紀)、 SD10は近代で重複関係も矛盾ない。SD13

は近世 (17～19世紀)である。

⑥ SDl・ 2・ 17・ 25。 28は第 4層検出なので平安時代以降、SD6・ 14も水田跡との重複関係か

ら平安時代 (10世紀前半以降)、 SD22・ 23は SD9と の重複から近世 (17～ 18世紀)以降、SD27

はSD13と の重複関係から近世 (17～ 19世紀)以降、SD7は SD3と の重複関係から近世以降で

ある。SD15は SD9・ 10と の重複から近世 (17～ 18世紀)以降～近代以前である。

② SKの出土遺物から、SK10は中世、SK25は近世 (19世紀)、 SK32は近世 (18～ 19世紀)、

SK13は近代である。SK12・ 14・ 19。 20・ 21・ 22・ 24・ 26・ 27・ 28・ 29・ 30・ 31・ 33・ 34。 35・

36・ 39・ 40・ 44は、SK13・ 25・ 32と ともに現水田の畦畔と密接な位置関係にあることから近世

～近代と考えられる。SKll・ 37・ 38は水田跡との重複関係から平安時代 (10世紀前半)以降、

SK15。 16・ 17・ 42は第 4層検出なので平安時代以降、SK41は SD3と の重複関係から近世以前

であるが SK10と 平面形態・堆積状況が類似するので恐らく中世と考えられる。SK43は第 2層

(2c層 )下なので平安時代 (10世紀前半)以降～中世以前である。SK23は SD3と の重複関係か

ら近世以降である。

③ SBl・ 2と も第 4層検出なので平安時代以降である。

これら遺構の年代関係をまとめるとP149の ようになる。



Ⅵ・ VII章

3 灰白色火山灰について
すでに水田跡の灰白色火山灰堆積状況の中で述べたように、もっとも厚 く堆積していたとこ

ろで 40 cm程あり、 7層 に細分することが可能であった。このうち田面直上の火山灰(3g層 )

は、他のものよリザラザラしていて粒子が粗 く、シルト等の混入がなく、田面の凹凸に対応す

る堆積状況であつた。厚さは平均すると3Cmほ どあり灰白色火山灰の一次堆積と考えられる。

この上層の 3a～ 3f層 はシルト等の混入があり、水成堆積の痕跡が認められ二次堆積と考え

られる。恐らく火山灰が降下して直後の時期に、雨などによって周辺から流入した火山灰が堆

積したものと推定でき、畦畔が小堤防の役割を果たしたため田面の上に厚 く堆積したものと考

えられる。この層中からの出土遺物は昆虫の遺体 1点のみであった。昆虫同定の項で明らかの

ように、コガネムシ科 AnOmala属で、出現時期は6月～ 8月 である。火山灰降下の季節を知る

上で一つの参考資料となる。田面上で検出したハタネズミと考えられる巣穴の痕跡中(写真26・

27)に は、二次堆積の火山灰が堆積しており、一次堆積と考えられる火山灰層とは明瞭に区別

できる。火山灰降下直後に巣穴が作られ、その後まもなく二次堆積の火山灰によって埋没した

ものと想定できる。したがつて、火山灰降下時には水田には水が入っておらず、田面は渇いた

状態であったと考えられる。

VI匹義 ま と

赤生津遺跡は七北田川中流右岸の最低位段丘上に立地する縄文時代早期末から中世の遺

跡である。

縄文時代早期末～前期初頭、中期初頭～末、後期中棄～末の遺物が少数であるが発見さ

れた。周辺でこれらの時期に、なんらかの活動が行われたと推定される。

遺跡の西端部で縄文時代晩期の遺物包含層を検出した。大洞Aア式の上器が比較的まとま

って出上した。他遺跡との比較検討の結果、大洞 A′式でも古い段階のものであることが

判明した。大洞A′式の細分を考える上で、良好な資料と言える。

平安時代の水田跡の下層から、縄文時代晩期・弥生時代後期の遺物と遺構を検出した。

水田跡下層の広い範囲に広がる可能性がある。

平安時代の水田跡を広範囲に検出した。10世紀前半に降下した灰白色火山灰にパックさ

れたため良好な保存状態であった。平安時代の七北田川中流域における水田経営の実態

を知る上で貴重な遺構である。

中世・近世の遺物と遺構を検出した。平安時代に引き続いて水田経営を行つていたこと

が推定される。

俗)
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写真 1 赤生津遺跡と周辺の遺跡
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写真 2 調査前の状況

写真 3 調査前の状況 (南東上空から)



写真 4 包含層断面 (包含層地区)CA～ CB-30区 (第 5

写真 5 遺物出土状況 (包含層地区)

写真 7 SK4(包 含層地区) 写真 8 S K47(包 含層地区)
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写真13 水田跡検出状況 (南上空より)

水田跡検出状況
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写真17 水田跡検出状況
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写真18 田面の状況 (SS15は田面凹部の火山灰も除去)
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写真21 SS15田 面状況
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写真22 SS 15田 面状況



写真23 SS15田 面状況
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写真24 SS15田面状況
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写真26 ハタネズミ巣穴痕 (SS17)
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写真27 ハタネズミ巣穴痕 (SS17)(拡大)



写真28 遺物出土状況 (水田地区) 写真29 遺物出土状況 (水田地区)

写真31 遺物出土状況 (水田地区)写真30 遺物出土状況 (水田地区)
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写真33 S K10(水 田地区)堆積状況

写真34 S Kll(水 田地区)
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写真46 S K26(水 田地区)
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写真65 S D19樹木出土状況 (水田地区深掘Ⅳ区)

写真66 S D13木材出土状況 (水田地区深掘 V区 )
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写真67 S D21(水田地区深掘Ⅵ区)

写真68 S D21断面 (水田地区深掘Ⅵ区)
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写真79 包含層地区出土縄文土器 (1)
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写真80 包含層地区出土縄支土器 (2)
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写真81 包含層地区出土縄文土器 (3)
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写真82 包含層地区出土縄文土器 (4)



(9図 27)

(9図 7)5

ぶ峯藝坤帯斡鷲〉‐４嘲

(10図 4)

(9図 2) (9図 14)10

(9図 25)

(10図 8)

(10図 10)

写真83 包含層地区出土縄文土器 (5)
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写真84 包含層地区出土縄文土器 (6)
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写真85 包含層地区出土縄文土器 (7)
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写真86 包含層地区出土縄支土器 (8)
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写真94 包含層地区出上最」片石器 (1)
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写真96 包合層地区出土最」片石器 (3)
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写真100 包含層地区出土礫石器
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写真101 包合層水田地区出土礫石器・石製品
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写真105 水田地区出土土器 (SD、 深掘区)
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